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取扱 説明 書 


アル イン コ の トラ ン シ ー バ ー を お 買い 上 げ い た だ きま し て 、 誠に あり が と う ご ざ いま す 。 
本 機 の 性 能 を 十分 に 発 押さ せる た め に 、 ご 使用 前 に この 取扱 説明 書 を 最後 まで お 読み くだ さい 。 
アフ ター サー ビス な ど に つい て も 記載 し て いま す の で 、 こ の 取扱 説明 書 は 大 切 に 保管 し て くだ 
さい 。 また 、 補足 シ ー ト や 正誤 表 が 入っ て いる 場合 は 合わ せ て 保管 し て くだ さい 。 


この 無線 機 を 使用 する に は 、 総務 省 の アマ チュ ア 無 線 局 の 免許 が 必要 で す 。 

また 、 ア マチ ュ ア 無線 以外 の 通信 に は 使用 で きま せん 。 

本 機 は 日 本 の 規格 に 準拠 し た 製品 で す 。 海 外 で は 仕様 や 規格 が 合わ ず 、 使 えな いこ と が あり ます 。 
This product js intended for use only in Japan. FCC/CE and other foreign approvalS 
are not granted. An amateur radio license IS reduired tO Operate thiS deVice. 


JJ し イ つ コ 株 式 会 社 


安全 上 の ご 注意 
1-1 安全 上 の ご 注意 


製品 を 安全 に ご 使用 いた だ く た め 、「 安 全 上 の ご 注意 ] を ご 使用 の 前 に お 読み くだ さい 。 

この 取扱 説明 書 で は 、 製 品 を 安全 に 正しく お 使い いた だ き 、 あ な た や 他 の 人 々 へ の 人 凶 害 や 財産 
へ の 損失 を 未然 に 防止 する た め に 、 い ろ い ろ な 絵 表 示 を し て いま す 。 そ の 表示 と 意味 は 次 の よ 
うに な っ て いま す 。 内 容 を よく 理解 し て か ら 本 文 を お 読 みく だ さい 。 


この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 死亡 また は 重傷 
危険 が 差し 迫っ て 生じ る こと が 親 定 さ れる 内 容 を 示し て いま す 。 
この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 人 死 
可能 性 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 傷害 を 負う 可能 性 が 想定 
され る 内 容 、 お よび 物 的 損害 の み の 発生 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


表示 の 意味 


意 (危険 警告 含む ) を 促す 内 容 が ある こと を 告げ る も の で す 。 
りな 注意 内 容 が 描か れ て いま す 。 


T 為 の 禁止 で ある こと を 告げ る も の で す 。 
こ 具 体 的 な 禁止 内 容 が 描か れ て いま す 。 


了 為 を 強制 し た り 指示 する 内 容 を 告げ る も の で す 。 
に 具体 的 な 指示 内 容 ( 左 図 の 場合 は AC アダ プター を コ 
ら 抜 いて いた だ く 強 制 内 容 ) が 描 わ れ て いま す 。 


本 製品 の 故障 、 誤 動作 、 不 具合 、 あ る い は 停電 等 の 外部 要因 に て 通信 等 の 機会 を た 失っ つた た め に 
生じ た 損害 等 に つき まし て は 、 弊 社 は 一 切 そ の 責任 を 負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 く 
だ さい 。 
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安定 化 電源 の 電源 プラ グ を AC コン セン ト に 確実 に 差し 込ん で くだ さい 。 電源 ブラ グ 
の 刃 に 金属 な ど が 触れ る と 、 火 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 
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画 内 部 に 水 や 異物 が 入っ た と き 
較 コー ド が 傷ん だ と き (芯線 の 露出 や 断線 な ど ) 


雷 が 鳴り 出し た ら 安 全 の た め 本 体 の 電源 を OFF に し 、 安 定 化 電源 を ご 使用 の 場合 は コ 


ン セ ント か ら 抜 いて ご 使用 を お 控え くだ さい 。 


脅 保守 ・ 点 検 
本 体 め や アクセ サリ ー は 、 分 解 し な いで くだ さい 。 け が ・ 感 電 ・ 故障 の 原因 と な り ま す 。 
内 部 の 点検 ・ 修 理 は 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また は 弊社 サー ビス 窓口 に ご 依頼 くだ さい 。 
機種 名 、 数 字 や 記号 が 書か れ た ラベ ル 類 は 一 切 、 絶 対 に 剥が し た り 、 他 の シー ル な ど 
で 隠し た り 、 貼 り 替 えた り し な いで くだ さい 。 技 術 適合 の 基準 か ら 外れ 、 違 法 無線 機 
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こと が あり ます 。 


度 の 高い 場所 、 ほ こり の 多い 場所 、 風 通 
感電 ・ 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 
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に は 置か な いで くだ さ )。 内 部 の 温度 が 上 が り 、 ケ ー ス や 部 品 が 変形 ・ 変 色 し た り 、 
0 科 R 

設置 場所 に は 十分 な 配慮 を し て くだ さ 
エア バッ グ の 近く 、 の 歩 す る よう な 場所 に は 設置 し な い 
で くだ さい 。 油 煙 や 蒸気 が 発生 する 場所 も 危険 で す 。 故 障 や けが の 原因 と な り ま す 。 
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承 機 の 上 や 近く に 置か な いで くだ さい 。 
熱 で 変形 する 恐れ が あり ます 。 
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シン ナー ・ 洗 剤 な ど を 使う と 外装 や 文字 が 変 
き は 、 パ ソコ ン や デジ タル カメ ラ な ご ど 精密 機器 を 清 
の 使用 を お すす めし ます 。 
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電波 法 上 の ご 注意 


この 製品 を 使用 する に は 相当 の アマ チュ ア 無 
アマ チュ ア 無 線 局 免許 が 必要 で す 。 ま た 、 ア マチ ュ ア 無 


線 技士 資格 (D は 4 級 以 上 、 晶 は 3 級 以上 ) と 、 


【 参 考 : 電波 法 】 


* 第 4 条 ( 舞 
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法律 に 別段 の 定め が ある 場合 を 除く ほか 、 特 定 の 相手 方 に 対し て 行わ れる 無線 通信 (中 
各 ) を 傍受 し て その 存在 若しくは 内 容 を 漏らし 、 又 は 


線 


ぁ 厨 | に お いて は 、 無 線 設備 の 設置 
局 の 免許 状 又 は 第 27 条 の 2 第 1 項 の 登録 状 (次 条 第 


線 以外 の 用 途 に は お 使い に な れ ま せん 。 


ナ な けれ ば な ら な い 。 (以下 . 略 ) 
E) 
条 ) の 定め る と ころ に より 、 無 線 従事 者 


昌 所 、 識 別 信号 、 電 波 の 型式 
] 号 及び 第 


「 免 許 状 等 ] と いう 。) に 記載 され た と ころ に よら な けれ 


し て は な ら な い 。 


これ を 禄 


若しくは 他人 に 利益 を 与え 、 又 


は 第 100 条 第 


] 項 第 1 号 の 通信 設備 に よ つ て 虚 


ょ 150 


円 以 


の 罰金 に 如 す る 。 


は 他人 に 損害 を 加え る 
肉 の 通信 を 


的 で 、 
3 年 


無線 設備 又 
下 の 穏 役 又 


E し た 者 は 、 


ら 


船舶 間 難 又 


は 航空 機 唱 難 の 事実 が な い の に 、 舞 


ヨ 以 上 10 年 以 


トト の 懲役 に 処 する 。 


* 第 107 条 


下 に 成立 し た 政府 を 暴力 で 和 破 


こ に 処す る 。 
* 第 108 条 
し た 者 は 、 ら 


* 第 108 条 の 


線 設 


牙 に よ つ て 遭難 通信 を 発し た 者 は 、3 


無線 設備 又は 第 100 条 第 1 項 第 ] 号 


の 通信 設備 に よ つ て 日 本 国 憲法 又は その 


表す る こと を 主張 する 通信 を 


E し た 者 は 、5 年 以下 の 懲役 又は 禁 


無線 設備 又は 第 100 条 第 1 項 第 ] 号 


の 通信 設備 に よ つ て わい せつ かな 通信 を 発 


年 


ルト 下 の 懲 役 又は 100 万 円 じ 


円 


下 の 割 金 に 如 す る 。 


ら 電気 通信 業務 又は 放送 の 業務 の 


く は 財産 の 保護 、 


に 供する 無線 局 の 無線 設備 又は 人 命 若 し 


治安 の 維持 、 気 象 業 務 、 事業 


に 3 


こ 係る 電気 の 供給 の 業務 若しくは 鉄道 事業 


に 係る 列 
の 無線 設 1 


* 第 109 条 


の 運行 の 業務 の 1 
の 機能 に 隠 
下 の 禄 金 に 処す る 。 ら 前 項 の 未遂 罪 は 、 富 


計 厨 全 
Ex 
用 に 供する 無 


線 設備 を 損 


或 し 、 又 は これ に 物品 を 接触 し 、 そ の 他 そ 


を 与え て 


線 通 信 を 妨害 し た 者 は 、5 年 以下 の 懲役 又は 250 万 円 


以 


する 。 


舞 
族 


の 懲役 又は 50 万 円 以下 の 禄 金 に 処 
知り 得 た 前 項 の 秘密 を 漏らし 、 又 は 禄 


金 に 処す る 。 


線 局 の 取扱 中 に 係る 無線 通信 の 秘密 を 漏らし 、 又 は 禄 用 し た 者 は 、 


] 年 


ル 下 


する 。 ら 無線 通 


信 の 業務 に 従事 する 者 が その 業務 に 関し 


し た と き は 、 


田 運 用 上 の ご 注意 


V/UHF 帯 八 ム バ ンド の 近く で は 、 多 く の 重 要 な 業務 
これ ら 無 線 局 の 近く で 運用 する と 、 そ れ ら の 


特に 移動 運用 


ら 年 以下 の 懲役 又は 100 万 円 以下 の 禄 


の 際 に は 、 十 分 な 配慮 を し て くだ さい 。 


電波 法 第 80 徐 に 基づく 報告 に つい て 


無線 局 が 運用 され て いま す 。 
局 の 思わ ぬ 運 用 に 妨害 を 与え る 恐れ が あり ます 。 


よこ の 法律 に 基づく 命令 の 規定 に 違反 し 


線 局 を 認め の た と き は 、 総 務 大 臣 に 報告 し な けれ ば な ら な いと 規定 され て いま す 。 


無線 局 の 免許 人 ( アマ チュ ア 局 を 含む ) は 、 電 波 法 又 
て 運用 し た 
ト 法 局 ・ 違法 局 を 見 つけ た ら 、 最 寄り の 地方 総合 通信 


局 ( 監視 課 等 ) に お 問い 合わ せ 下 さい 。 


安全 上 の ご 注意 
ご 使用 の 前 に PT で です ササ ヤヤ ャ ャ で すす すす で すす ャ で で サヤ で で で すす で すす ヤ すす ヤヤ ササ で で ドサ ャ で サ ャ です で で で で サエ と です 8 
この 説明 書 の 使い 方 に つい て Tr が KC な た TH キネ アイ せま CrETHPHKTY て KKHCHHILKKTERHTRTX s1 
文 キ ー に つい て CYP す で すす です すす すす すす です ドド ササ で すす すす です サヤ すす で で すす で すす で で ドサ で ャ サド ャ です で と fs1 
DR-735 の 優れ た 特徴 PP すす YY す ャ すす すす すす ドサ で で ドド ャ で すす で すす で すす ャ ャ で すす すす で で ャ すす すす ャ すす fs1 
付属 品 PEPPY て で で キャ で ササ すす で すす ャ で で すす です すす すす ササ ャ すす で ササ で すす と す すす ャ すす ャ で で で で です と ャ で ド すす で で 9 
電源 の つなぎ 方 と 設置 方 法 YY すす ャ で すす すす ャ で すす で で で サド で で ミサ で す ャ キャ 10 
マイ クロ ホン の 接続 サオ ト す ヤ ドド アド イエ キキ ドナ ヤル ドキ キイ イイ ドア イド オド オヤ た ドル トド す ア に と アミアミ ャ オヤ キト たま トキ アイ レツ ドド 10 
アン テ ナ C 接 縮 ーー ドド ドド 10 
固定 で 運用 する 場合 73086085 10 51816 l 剛 | 
モー ビル (車載 < 船舶 な ど ) で 運用 する 場合 CE KT きれ ネト た KKP ス も キャ エセ て な m さ ホセ なせ な と た で か Kg 1 ら 
取付 け 場所 せな び 代入 きれ も も た せい を もたせ まさ かそ キル サ た せい きも スイ た せき きも か せれ や な 貞 避 

フロ ン トバ パ ネル に つい て PRKEEX セ YSHYEK も CETPEP オ KSHY ま YK な OKTFE ス KKFCY で KKTEEG 1 どら 

モー ビル アン テ ナ の 取付 け 933 お 0516 が 潮 976395320 01829 8 お 65923 お 6 は 13 

車載 ア ング ル の 取付 け PE る PRKTRYS で CERITES き を を ERCYSAKRTOCRY さ PTKHROE え DE も て が が KO 14 

剖 部 の 名 称 と 操作 PP FFP YY です で で で で です サ で で ド すす すす サド で サヤ で で すす すす で ササ で で で す ャ で で ミサ で すす で 15 
キー( ボ タン 、 スイ ッ チ ) の 操作 方 法 に つい て 3 の FPP 15 
フロ ン ト パ ネ ル P た CR た る スル 太 な で た か る ん な も て きれ て 全く PKK きか て か PC て 0 まる ん KK て な れれ も CK れ は 15 
リヤ パネ ル 5 は 32828292832 は 65 68 補 は 2S 1 ア 
外部 SP 端 子 に つい て 計る 80508YS3 を 38395 お (88083 る 83589 32608YS29SO0 光 2 叶 4 

ディ スプ レイ 20 を 人 iRS9828 を (3: が 3151658 お る 8 池 182 まあ 63282 さあ 93 は 1835 8996 ] s1 
マイ クロ ホン EMS-78 (標準 付属 品 ) 9085 お 81683 が 61321 が 3 人 (5810: お 6 19 
基本 の 使い 方 YY すす キャ で で ドサ ャ す で す サテ すす すす すす すす で す ャ で すす す で す すす すす キャ ヤ す で で サド で すす 6) 
電源 の 0N/OFF した で ヤオ キア トレ と で トド す で し た る ルス を す ヤ キヤ た 9 で 『 オ ドサ ドド と 2『 は で す で ヤ と ルト で サヤ トト ヤナ を す ド し と た ル スト サヤ ヤヤ の ルド 0 
メイ ン バ ン ド の 切り 替え 同和 7 た に に で さす ドサ ドド に サド さす ドサ ヤー トド に アタ エミ ドサ ドド トゲ ナド オド サヤ ドド プ サ ド ます ドド トピ モヤ トド ヤヤ ドサ ヤキ 0 
運用 し た い バ ン ド を 選 応 た に 7 ミスド イヤ ドド ツキ ド オド サヤ イト ドッ トド オキ ヤ ドッ セミ で サヤ た レタ ド ミド サヤ アド ケド キト サヤ トゲ サド トド 0 
音量 の 調整 凡人 れ そく た ト れ や を て せき も せな た トル を し よせ まれ て か な たよ ホ まれ も イエ 0 
スケ ル チ 調 整 32395 ま 学生 15 が お寺 2819 お 81083 人 (9183952306 9 は (96163 お 8080 お 人 り の] 
VFO モ ー ド 368310e3 和 は 53233 は 3 93 は 15393 384 の] 
周波 数 設定 RICE な NPC る CH も る で まれ ん る KHROHYCYTOLRTCWT す 7SR OTR て CPIOUR の] 

ステ ッ プ の 設 16095 は 18595 お はお 359 まあ は 859 お 9120SE らら 

シフ ト 方 向 と オフ セッ ト 周波 数 の 設定 (参考 ) TRY る EUROZERTTWT を か IE ら 4 

メモ リー モー ド 本命 計 19 和 80901G092S は 609 お 99161 お 9 は 7809 お 3195 は 5590 ら 5 
メモ リー チャ ン ネ ル の 登録 3193 お 9183 に 92819339 10839:1319 3 お 9 ら 5 

メモ リー 登録 で きる 内 容 ちせ で せれ お きれ もせ た すれ た を まき もせ きた きた なか ら 5 

メモ リー チャ ン ネ ル の 簡単 登録 0008 は ら 6 

メモ リー チャ ン ネ ル の 呼出 380 を: 人 516 る 07 泊 1939. 8 は (812 る 9 は 8298H997 は は ら 6 

メモ リー モー ド 時 の メモ リー 上 書き 6 お 9 あ 8(821953 お 916195 お 9838195 お 8 は の アフ 

メモ リー チャ ン ネ ル の 消去 8 38 る 93369: は 18253 き が i9iR26 を 95 アフ 

メモ リー デー タ を VFO に 転送 計時 (60 お 86095 お 0978 計 (ば 639 お 9 は 0565 お 78 は 0195 お 85 ら 

デュ アル メモ リー 機能 圭二 法 19216 る 79 は 609: まあ は 19195 お る は 09 お 3195 お あま 0 ら g 
デュ アル メモ リー チャ ン ネ ル の 登録 由 れ で の すり チャ で た すす と た すい に キア ヤセ ナ す エト サイ イア イト ら g 

デュ アル メモ リー チャ ン ネ ル の 呼出 PC た CE キト に て も ませ PFFFHOCTETYFF は は を YKPNTF ら g 


デュ アル メモ リー チャ ン ネ ル の 上 書き At 人 な tt を で よ な で 8 ス イト PX 9 


デュ アル メモ リー チャ ン ネ ル の 消去 gm.9e0e の WeS.SHeWi 89678tai5n お JieS.e0 15 9 

チャ ン ネ ルネ ー ム (アル ファ ヌメ リッ ク ) の 登録 POKEREROHKSTYCEY7OCDOROYNC 江 て RF も YYCNRT2 30 
メモ リー バン ク 機 能 09808 は 65 お.6186 和 199) 和 96. る 896 を 9218 50 を 8912839h い Si99285900 る 3 1 
メモ リー バン ク の 登録 と 運用 の DS768 い 919SENeDWiey31et8.87St18 6.8.918t19n9)8 の の 80808 お eee88Ie9SiSRse 3 ] 
CALL チ ャ ン ネ ル SE 120036 い 68799 90666 859) 91909)818( あ 56678 の 918C8LS82 な 95805.WiS8178U828 和 861298H5158 3 
CALL チ ャ ン ネ ル の 呼出 POCCCPPPPPPPPPPPFTT す で で FPPFYFY で で で で で すす ドド で で で で すす ャ ドド で ド で ャ で です で 3 
CALL チ ャ ン ネ ル の 登録 内 容 を 変更 する 場合 寺 6ISG60SE8DYS1678288885 和 083683806Siie2i828 87813 3 
受信 する に は OPCPPYPPPPTPPPPYF で PT ドド で すす ドド ャ で ドド す で です で で ドド で すす すす で すす すす ドド で で です で ドド で すす すす で す で ャ ド で で で 33 
モニ ター 機能 …… ド ドド ドド ドド ドド ドド ドド 33 

リバ ー ス 機能 CERHPTY2OYKKTRHOCC れ EXTORXXT 人 OLC3YOKROHTK を TOCTORTYCTHAK 人 LRTDLDSOKKUN7 33 
送信 する に は (人生 0CS18i(8318(85 あ 88 人 34 
送信 出力 の 切り 替え OKCKOLREOLKDCT DPE て 3 う DPYKYR CN2CTOL KKTFICROOLAGOLCT 34 

セ ツ トモ ー ド の す サ で で や か で ヤサコ すす す や ドド で キャ ピサ すす ヤツ キザ リサ サト トド ャ アド ャ や パドル す か ササ カヤ ヤ ヤル パ ドッド 35 
セッ トモ ー ド 一 覧 CCCTTTPTPFYF で PTY す で で で PF で すす で で で で ドド ドド で で すす です で ドド で すす で で で で すす ドド で すす すす で ドド で すす 35 
セッ トモ ー ド 設 定 方 法 党 00993 の 895 き 深 iS797918'38i1608!: め は 58187S6.8689YSferegj9S9 滞 eSG1G3 ち る far6、8eS6'3i9G 36 
セッ トモ ー ド の ニコ ュー oo ドド 下 iii 3 フ 7 
メニ ュー 01. ス テッ プ 切 り 替 ええ し 3 フ 7 

メニ ュー 0 ら . 電 波 型 式 切り 替え OPCCPPPTPTYPYFPFTTT す で FFPPFTP で TYP で FY す で ド で で ャ で で で すす で すす で すす 3 ア 

メニ ュー 03. マ イク ゲイ ン 調 整 CR で が ALTST で ET まれ LR 基き か に ER 38 

メニ ュー 04. ス キャ ンタ イプ 切り 替え で た を て の TCS EL な ERTE OCT 38 

メニ ュー 05. メ モリ ー ス キャ ン モ ー ド 切 り 替 え 和 科 S5i8INeNe: 和 18888) 39 

メニ ュー 06. ビ ー プ 音量 調整 EYEETYAOPR 江 DTE の KENTER2EEL 7 が RT OCT 39 

メニ ュー 07.VF0 ビ ー ゴ 音 切り 替え 40 

メニ ュー 08. 着 信 表 示 琵 IT 40 

メニ ュー 09. カ ラー モー ド 切 り 替え 機能 … 人 ※…iーー ド ーー 41 

メニ ュー 10. 待 ち 受け 時 照 明 色 切り 替え (1866 を 381819e18 4 ] 

メニ ュー 1 1. 受 信 時 過 明 色 切 D 替 え … で er 4 の 

メニ ュー 1 ら 送 信 時 照明 色 切 替え で irrmree 4 の 

メニ コー 13 デ ィ マ ー emi の 43 

メニ ュー 14. バ ッ ク ラ イ ト タ イ マー 19190:i8iCe7983 二 328183B518588 に SI8DBCG お 9683838CG1S3eDg78 43 

メニ ュー 15. コ ント ラス ト 調 整 ……… ド ooereonrrere… 44 

メニ ュー 16. ア ッ テ ネ ー タ ーー 切り 替え 44 

メニ ュー 17. メ モリ ーー 保護 45 

メニ ュー 18. サ ブ PTT 割 り 当 て 機能 … ドド oooennmr 5 

メニ ュー 19. キ ー 長 押 し 時 間 の 変更 ec あ 861838 き 8883iie819.8EE お 135NNse191 る 588G.i91ei818:8868p5ia 46 

メニ ュー 0. オー トレ ビー ター 09661 が Ne1S:858287! 記 8181.8F805S:NWie6186: ま 8r3GS) 95089 い Net878iS6:9687s 46 

メニ ュー 1 . レ スト ア 機 能 iri イフ 

上 級 セ ッ トモ ー ド 1611321 る 18625 SSI6i818797368ra:Nei3.618616d8: い Oi.8IS77955re5n6.91288ica ま We29| き 553819iE る ei81e8iStCsis 48 
上 級 セ ッ トモ ー ド 一 覧 816138138CGSS 68 る を 65208: の 6I18 ほ 半 BTSSSYWS048.9185228n6IS1608 和 IS86ISi418I8E628S お WI8IISSiS3KSC8GSD86188521988 48 
上 級 セ ッ トモ ー ド 設 定 方 法 06 入る 6 あき 751913813 ば 4350SIS413 生 BS13i41 は 52813.413 和 7 4 
メニ ュー らら . オ ー ト パワ ー オ フ (APO ) 03981818S9D88YG5006DSG618 18861418788c8(S23081878588Ee28788 49 

メニ ュー 23. タ イム アウ ト タ イ マー(TOT ) 822 る Seheiet515 あ Net3i21 る had55 の 661988re 49 

メニ ュー 4.TUT ベ ナル ティ POPCCCCPPTFTYYP で FT で PF で PP で で で すす で で ドド で す ド で すす ド で ドド で すす すす 5O0 

メニ ュー らら 5. トー ンコ ー ル ( トー ン バ ー ス ト ) [を 8933 る 03 計 96331 を 913030888 あ は 50 

メニ ュー 26. ビ ジー チャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト (BCLO)…iiitm 51 

メニ ュー ら ア 7. 送信 時 の サブ バン ドミ ュー ト POPCPPCPPPTPTTFPFFYFYF で で PF すす す で で すす 5 1 


メニ ュー 8. ス キャ ン ・ ラ イト CCCCPPPTPTYPPFPTTT す で PPFFTP で で で で で で すす で で ャ で すす で すす で ャ で で すす 5 


メニ ュー 29. フ ァ ン の 動作 …… ド ドド ドド ドド ドド ドー 5 
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ご 使用 の 前 に 
この 説明 書 の 使い 方 に つい て 


DR-735 が 持つ 優れ た 性 能 と 機能 を お 楽し みい た だ く た め 、 ま ず 本 書 を 読み な が ら 一 通り の 
操作 を 行っ て くだ さい 。 よ く 使 う 機能 だ か ら と その 場 で 細か い 設 定 は せ ず 、 ま ず 読 み 進ん で く 
だ さい 。 分 か ら な く な っ た り 間 違っ た り し た ら 、 巻 末 の リセ ッ ト の 項目 に ある オー ルリ セッ ト 
を 行い ます 。 次 に 、 自 分 が よく 使う 操作 、 例 えば メモ リー 登録 や セッ トモ ー ド 設定 を 、 慣 れる 
まで 何 度 が 練習 し て くだ さい 。 こ の よう に 、 ど の よう に 動く か 、 思 っ た よう な 状態 に な る か ど 
うか 、 が 確認 で きた ら も う 一 度 オ ー ル リセ ッ ト を し た 上 で 、 最 終 的 に 自分 の 好み の 設定 や 登録 
を する と 無駄 な く 、 速 や か に 操作 で きる よう に な り ま す 。 


・ 液 時 画面 の 表示 な ど 、 イ ラス ト に は 一 部 人 省略 され た り 、 自 分 の 状態 と は 違う も の が 描か れ て 
いる こと が あり ます 。 

・ こ の 状態 は 何 ? と 思っ た と き は P.18 の ディ スプ レイ を 参照 し て くだ さい 。 液晶 の 表示 や 
アイ コン の 意味 が 一 覧 で きま す 。 

・ 海外 向け の 製品 と 説明 書 の 内 容 を 共用 する こと が 多い た め 、 国 内 で は あま り 使わ な い 機能 の 

使用 方 法 が 詳し く 説明 され て いる な ど 、 読 み づ ら く 感じ られ る 部 分 が あり ます が 、 ご 容赦 く 

だ さい 。 

書 は 読み 終わ っ た 後 も 必ず 保管 し て くだ さい 。 


文 キ ー に つい て 


文 キー は 出荷 時 に は 何 の 機 能 も 割り 当て られ て お ら ず 、P.60 で 説明 する よう に 好み の 機能 や 状 
態 を 記憶 させ て か ら 使 いま す 。 こ の た め 、 何 も 設定 し て いな いと ビー プ 音 が 鳴る だ け で す が 、 
故障 で は あり ませ ん 。 


DR-735 の 優れ た 特徴 


・ VHF、UHF が 同時 に 運用 可能 な フル デュ ー プ レッ クス 方 式 を 採用 し まし た 。 

・ VHF、UHF と も 50W 出力 を 達成 (1 タイプ )。 新 設計 の 効率 が 良い 空冷 で 、 長 時 間 の 運用 
に も 安心 で す 。 

・ VV/UU 受信 は 人 気 の VHF- エア バン ド 受 信 に も AM モー ド で 対応 し ます 。 

・ 左 バ ンド 、 右 バン ド そ れ ぞ れ に 独立 し た ダイ ヤル を 搭載 、 運 用 周波 数 や 音量 、 ス ケル チレ ベ 
ル を 直感 的 に 調整 で きま す 。 

・ セパ レー ト 可 能 な 大 画面 液晶 を 採用 し た フロ ント パネ ル 。 ク リア な 文字 と 分 か りや すい 表示 
で 快適 な 運用 を サポ ー ト し ます 。 

・ 液晶 の 照明 は 任意 に 色 を 調 光 可 能 、 送 受 ・ 待 ち 受け や メイ ン ・ サ ブ な ど 状 態 に 合わ せ て きめ 
細か に 登録 で きま す 。 

・ PTT がら つ 付 いた ハン ド マ イ ク を 採用 。 サブ PTT キー に は ロー パワ ー 送 信 や モニ ター な ど 、 
好み の 機能 を 選択 し て 割り 当て が で きま す 。 オ プシ ョ ン の EMS-79 を 使え ば バン ド 切 り 替 
え や メモ リー 呼び 出し な ど 、 よ く 行 う 操作 も 手元 で で きる よう に な り ま す 。 

・ モジ ュ ラ ー マ イ クコ ネクター は フロ ント ・ 本 体 の 両方 に 採用 、 運 用 スタ イル に 合わ せ て 切り 
替え て 使え ます 。 

・ 設定 や 各種 デー タ を コピ ー で きる クロ ー ン 機能 を 
夕 を 編集 する こと も で きま す 。 

・ ス ケル チノ ブ で 操作 で きる アッ テ ネ ー タ ー、 好 み の セ ッ ト モ ー ド 項目 を 割り 当て られ る 
ショ ー ト カッ トキ ー、 多 彩 な メモ リー モー ド な ど 、 使 いや すく て 便利 な 機能 を 厳選 し て 実装 
し まし た 。 

・ スピ ー カ ー 上 端子 は 2 個 搭 載 、 左 右 の バン ド の 受信 音 を 個別 に 取り 出す こと が で きま す 。 


載 。 ま た パソ コン と 接続 し て 設定 や デー 


品 / 


付属 品 


設置 を 始め る 前 に 、 以 下 の も の が すべ て 付属 し て いる か が ご 確認 くだ さい 。 


田 本 機 田 マイ クロ ホン (EMS-78) 
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0 


田 DC 電源 コー ド (15A ヒュ ー ズ 付き ) 田 モー ビル ブラ ケッ ト 


UAOO0S38Y FMO078Z 


田 モ ー ビ ル ブラ ケッ ト 取 付け 用 ネジ セッ ト 田 六 表 ネジ 用 スバ パナ 


本 体 取 付 用 六角 ネジ ーー 
AEO001 ら タッ ピン グ ネ ジ 
(M4 x 8mm) x 4 (M5 x 80mm) x 4 


⑳p @ が Ss 00 


て | 


ネジ 六角 ナッ ト 
(M5 x 20mm) x 4 (M5) x 4 
Op の 


田 取 扱 説明 書 (本 書 ) 
田 保 計 書 


中 


販売 店 の 保証 EJ / ラベ ル が 無けれ ば 、 レ シー ト や 送り 状 、 取 引 明細 メー ル の コピ ー を 保証 
だ さい 。 


革 と 一 緒 に 保存 し て く 


電源 の つなぎ 


万 と 設 


置 万 法 


マイ クロ ホン の 接続 


圭 の マイ クロ ホン を 、 フ 


ント バネ ル 右 側 ま た は 、 本 体 正 直 


付 
右側 の マイ クコ ネ ク タ に 接続 し ます 。 マ イク 
音 


が 鳴る まで 差し 込ん で くだ さい 。 


ホン を カチ ッ と 


コネ クタ を 差し 込む 向き に 注意 し て くだ さい 。 


アン テ ナ の 同軸 ケー ブル を 接続 し ます 。 


本 機 (リア バネ ル ) ロ 2 部 ス ピー カー(80 推 所) 


( 合 


ら . 同軸 ケー ブル の リン グ ネ ジ を 締め ます 


本 機 の 出力 イン ピー ダン ス は 50 0 で す 。 


され る 場合 ) 
1. リア バネ ル 左 の アン テ ナ コ ネ ク タ (M 型 ) に 、 


シテ 同軸 旬 ニ ジル ドラ シシ ニー 


の 間 の イン ピー ダン ス が 異な る と 、 送 信 出 力 が 低下 し た り 、 他 の 電子 機器 ( テ 
レビ な ど ) の 動作 に 影響 を 与え る こと が あり ます 。 


アン テ ナ 側 の M コネ クタ ー に よっ て は 、 締 め た と き に 遊び が 大 きく 感じ られ 
す が 、 し っ か り 接 続 で き て いれ ば 不良 で は あり ませ ん 。(: 
も の で す 。) 


換 対 応 に よる 
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毎 外 規 格 の PL 型 コ 


る も の が あり ま 
ネクター と の 五 


電源 の つなぎ 方 と 設置 方 法 


固定 で 運用 する 場合 


・ 接続 前 に は 、 必 ず 電 源 が OFF に な っ て いる か 確か め て くだ さい 。 


注意  ・ 接 続 に は 、 必 ず 付属 の DOC 電源 コー ド を 使用 し て くだ さい 。 


1. D タ イプ は 10A 以上 、H タイ プ は 15A 以 
上 で DC13.8V 定格 の 安定 化 電源 に 付属 の 
DC 電源 コー ド を 接続 し ます 。 
赤 が +、 黒 が - 端子 で す 。 
規定 以上 の 電流 が 継続 し て 取り 出せ る も の を 
お 使い くだ さい 。 容量 が 足り な い 電 源 を 使用 
する と 、 無 線 機 や 電源 の 故障 に つなが り 、 保 
証 の 対象 外 と な り ま す 。 


・ 本 機 の 動作 電圧 は DC11.7ー 15.8V で す 。 こ の 範囲 外 の 電源 で は お 使い 


に な れ ま せん 。 
・ 時 々 、 配 線 を 点検 し と くだ さい 。 振動 な ど で 緩 ん で いる と 最悪 の 場合 火災 


や や けど の 原因 に な り ま す 。 


ら . アンテナ が 接続 され て いる 事 を 確認 し て くだ 
さい 。(P.13 参照 ) 


冷え 切っ た 車内 か ら 、 暖 か い 湿っ た 屋内 に 無線 機 を 持ち 込む と 内 部 で 結 規 が 
発生 する こと が あり ます 。 水分 が 多い 状態 で 通電 する と 故障 の 原因 と な り ま 

す の で 、 本 体 が 室温 に な じ お まで 電源 を 入れ な いで くだ さい 。 液晶 内 部 が 曇っ 
て 見 える と き は 特に ご 注意 くだ さい 。 結 忠 に よる 故障 は 保証 の 対象 外 と な り 
ます 。 


中 


電源 の つなぎ 方 と 設置 方 法 


モー ビル (車載 ・ 租 朋 な ど ) で 運用 する 場合 


モー ビル 運用 で は 、 な に より も 安全 運転 を 優先 し ます 。 次 の 手順 に 従っ て 、 正 し く 接 続 し こく だ さい 。 
船舶 に 設置 する と き は 塩害 に 十分 注意 し て くだ さい 。 本 機 は 船舶 用 と し て 設計 され た も の で は あり ませ ん 。 


取付 け 場 所 載 設 置 の 例 
種 に より 車内 の レイ アウ ト は 異な り ま す が 、 操 作 
性 、 安 全 運転 の 面 か ら 最適 と 思わ れる 場所 を 選ん で 
くだ さい 。 


次 の よう な 場所 は 避け て くだ さい 。 

人 @ 連 転 や シー ト ベ ルト の 装着 に 支障 を きた す 場 所 

人 @ 直接 振動 が 伝わる 場所 

@ カー ヒー ター の 吹き 出し 口 な ど 、 車 内 温度 が 高 
く な る 場所 

@ カー ナビ な どの 車載 機器 と 干渉 する 場所 

人 @ エア バッ グ の 動作 の 妨げ に な る 場所 

信 釣 午 や 水着 な ご ど 、 濡 れ た も の を 収納 する こと が 
ある 場所 


ら 4 V の 車 や 船 で 使用 する 場合 は DC-DC コン バー ター で 1 ら V に 電圧 変換 し 
て くだ さい 。 


征 下 時 本 他 の DC.DC コン バー ター を お すす めし ます 。 無線 機 販売 店 に ご 相談 くだ 
さい 。 
フロ ント バネ ル に つい て 


本 体 は 、 上 下 ど ちら を 向い て も 良い よう に セッ ト で きま す 。 
流 型 の ヒー トシ ンク に な る べく 外気 が 当たる よう に 設置 し こく だ さい 。 


フロ ント パネ ル 


ウ 時 
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① つ まみ を 押し た まま 


記 


電源 の つなぎ 方 と 設置 方 法 


④ 矢 EH の 位置 に 
合わ せ は めこ お 


⑤ フ ロン トバ パネ ル を スラ イド させ る 


セパ レー トキ ッ ト EDS-30 (オプ ショ ン ) を 使用 する と 、 フ ロン トバ ネル 
と 本 体 を 個別 に 配置 し て 運用 する こと が で きま す 。 ケ ー ブ ル の 長 さ は 5m で 
す 。 取り 付け 方 法 は P.78 を 参照 し て くだ さい 。 


モー ビル アン テ ナ の 取付 け 

1. 市 販 の アン テ ナ 量 台 を 使っ て 、 モ ー ビ ル 座 
アン テ ナ を な 車 に 取り 付け ます 。 了 
走行 中 に 脱落 する こと が な いよ うに 、 し っ つかり と 固 | ルー フ 基 台 
定 し て くだ さい 。 本 

ら . アン テ ナ の 同軸 ケー ブル を 、 本 機 に 接続 
し ます 。 1 
接続 に つい て は 、P.10 を 参照 し こく だ さい 、。 

2 ト 基 台 
ン 「 
ョ デー ブ 明 


衣 1 


アン テ ナ の 設置 後 、SWR 値 が 良好 で ある こと を 確認 し て くだ さい . 
重要 "SWR の 測定 に は 、 別 途 測定 器 が 必要 で す 。DR-735 に は SWR 測定 機能 は 
あり ませ ん 。 


国土 交 通 省 の 「 道 中 運送 車両 の 保安 基準 の 細目 を 定め る 告示 」 に より 、 自 動 
車 に 後 付 する 部 品 に は 一 部 規制 が あり ます 。 アンテナ や 基 台 の 形状 な ど 、 ご 
不明 な 点 は アン テ ナ や 時 台 の メー カー に ご 相談 くだ さい . 


欧州 や 北米 で は 、 電 磁 波 が 人 体 に 影響 を 及ぼ す 可 能 性 が ある こと か ら 無 線 機器 の 取扱 説明 書 
こ 「 送 信 出力 と 送信 時 間 は 必要 最小 限 に と ど め 、 ア ン テ ナ は 運用 場所 か ら な る べく 離す こと 」 
が 明記 され て いま す 。 
日 本 で も 、「 電 磁 波 人 体 影響 ] な ど を キー ワー ド に イン ター ネッ ト 検 索 す る と 、 総 務 省 総合 
通信 局 の ウエ ブサ イト 等 で 、 電 磁 波 の 影響 に つい て 、 分 か りや すい 説明 を 見 る こと が で きま す 。 
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電源 の つなぎ 方 と 設置 方 法 


車載 アン グル の 取付 け 


ここ で は 、 グ ロー ブ ボ ックス 下 に 取り 付け る 場合 に つい 
て 説明 し ます 。 ( 填 ドラ イ バ ー No.2 を ご 用 意 く だ さい 。 ) 


1. 車載 アン グル を 、 グ ロー ブ ボ ックス 下 の 適 切 
な 位置 に 取り 付け ます 。 
付属 の ワッ シャ ー (4 個 ) と タッ ピン グ ネ ジ (4 本 ) で 、 
取り 付け て くだ さい 。 


く 下 孔 と し て ゅ 4 土 0.2 を あけ た 場合 > 


ボ デ 


タッ ピン グ ネ ジ 
(M5 x 80 mm) 


車載 アン グル 


ら . 付属 の 六角 ネジ (4 本 ) を 本 機 に 軽く 取り 


付け ます 。 
必ず 付属 の 六角 ネジ (4 本 、M4 X 8mm の み ) を 使 
用 し て くだ さい 。 


3. 六角 ネジ b を 車載 アン グル の 後ろ の 溝 に 先 に 
入れ 、 押 し 上 げ な が ら 押 し 込み ます 。 


4. 同時 に 六角 ネジ a を 前 の 溝 に 入れ ます 。 


5. 六角 ネジ (4 本 ) を 締め て 固定 し ます 。 


弊社 の 製品 保証 に は 、 取 り 付け や 取 り 外 し に 掛か る 費用 は 含ま れ て いま せん 。 
保証 の 有無 に か か わら ず 不 具合 が 起こ り 、 製 品 を 取り 外し て 再度 取り 付け る 

際 に 費用 が 発生 し て も 、 弊 社 で は その 費用 の 負担 は 致し か ね ます 。 

設置 を 第 三 者 に 委託 され る と き は 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 
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音 部 の 名 称 と 操作 
キー (ポタ ン 、 ス イッ チ ) の 操作 方 法 に つい て 


キー 操作 方 法 は 、 単 に キー を 押す 操作 、FUNC キー の 後に 押す 操作 、 長 く 押 す 操 作 、 の 3 種類 が あり ます 。 


・「 押 す 」 は 、 キ ー や スイ ッ チ を 一 度 し っ か り 短く 押し て 、 す ぐに 指 を 放す こと を 言い ます 。 長 く 押し すぎ る 
と 違う 動作 を する こと が あり ます 。 
・ FUNC キー を 押し た 後に 該当 する キー を 押す こと を 人 省略 し て 「FUNC 該当 キー」 と いう こと が あり ます 。 
・ キー を 長く 押す こと を 「 長 押し ] と いう こと が あり ます 。 説 明 す る 動作 や 表示 が 始ま る まで 、 ま た は 指定 
の タイ ミン グ ま で キー を 押し 続け る こと を 言い ます 。 長 押し の タイ ミン グ は セッ トモ ー ド で 変え られ ます 
が 、 初 期 状 態 で は 2 秒 で す 
書 の 説明 中 、「 〇 4 キー 以外 の キー を 押す ] と ある 時 は 、「 マ イク の メイ ン PTT キー を 押す 」、 と 覚え て 
お く と 便利 で す 。 何 か を 確定 する 時 、 一 番 例外 が 少な い の が メイ ン PTT キー で す 。 


フロ ント バネ ル 


3 還 
| ' 


o 


田 単 獲 で 操作 し た と き の 機 能 


No. 名 称 機能 

① |O 〇 (電源 ) キー 長く 押す た びに 電源 を ON/OFF し ます 。(P.20) 

②⑧ | 左 VOL ツマ ミ 左 バ ンド の 音量 を 調整 し ます 。(P.20) 

③ | 右 VOL ツマ ミ 右 バ ンド の 音量 を 調整 し ます 。(P.20) 

④ | 左 TX/RX ラン プ 左 バ ンド 送信 時 ( 赤 ) 受信 時 ( 緑 ) ラン プ が 点灯 し ます 。 

⑤ | 右 TX/RX ラン ブ 右 バ ンド 送信 時 ( 赤 ) 受信 時 ( 緑 ) ラン プ が 点灯 し ます 。 

⑥ | 左 SQL ツマ ミ 左 バ ンド の スケ ル チ を 調整 し ます 。(P.21) 

⑦ | 右 SQL ツマ ミ 右 バ ンド の スケ ル チ を 調整 し ます 。(P. ら 1) 

⑧ | 左 ダ イヤ ル 左 バ ンド の 周波 数 / メモ リー チャ ン ネ ル / 各種 設定 を 変更 し ます 。 
⑨ | 右 ダ イヤ ル 右 バ ンド の 周波 数 / メモ リー チャ ン ネ ル / 各種 設定 を 変更 し ます 。 
⑩ IFUNC キー ファ ンク ショ ン 機 能 を 設定 し ます 。 

⑪ | 左 V/M キー 左 バ ンド の VFO/ メモ リ ド を 切り 替え ます 。 

⑱ | 右 V/M キー 右 バ ンド の VFO/ メモ リー モー ド を 切り 替え ます 。 

⑬ IMW キー デュ アル メモ リー モー ド に 切り 替え ます 。 

⑫⑭ | 太 キ ー 好み の 機能 を 割り 当て て か ら 使 いま す 。(P.60) 

⑯⑮ |H/L キー 送信 出力 の Hi/Mid/Low を 切り 替え ます 。(P.34) 

⑯ | マイ クコ ネ ク タ 付属 の マイ クロ ホン を 接続 し ます 。 
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音 部 の 名 称 と 操作 


圏 キ ー を 押し 続け た と き の 機 能 


No. 名 称 機能 
⑧ | 左 VOL ツマ ミ 左 バ ンド を VHF ー エ アバ ンド ー UHF と 切り 替え ます 。(P.20) 
③ | 右 VOL ツマ ミ 右 バ ンド を UHF 一 VHF ー エ アバ ンド と 切り 替え ます 。(P.20) 
左 ダ イヤ ル 左 バ ンド を VFO スキ ャ ン 、 ま た は メモ リー スキ ャ ン し ます 。(P.56) 
⑨ | 右 ダ イヤ ル 右 バ ンド を VFO スキ ャ ン 、 ま た は メモ リー スキ ャ ン し ます 。(P.56) 
FUNC キー セッ トモ ー ド に な り ま す 。(P.35) 
⑪ | 左 V/M キー 左 バ ンド の CALL チャ ン ネ ル を 呼び 出し ます 。(P.38) 
⑱ | 右 V/M キー 右 バ ンド の CALL チャ ン ネ ル を 呼び 出し ます 。(P.38) 
⑬ IMW キー 簡単 メモ リー 書き 込み を 行い ます 。(P.26) 
⑮ |H/L キー キー ロッ クツ 状態 に な り ま す 。(P.60) 
※ キ ー の 長押 し 時 間 は セッ トモ ー ド に て 変更 で きま す 。 


一 FUNC 点灯 中 に 操作 し た と き の 機 能 


No. 名 称 機能 
②⑧ | 左 VOL ツマ ミ 左 バ ンド の み 有 効 な モノ バン ド 状 態 に な り ま す 。(P.55) 
③ | 右 VOL ツマ ミ 右 バ ンド の み 有 効 な モノ バン ド 状 態 に な り ま す 。(P.55) 
左 ダ イヤ ル 左 バ ンド で プロ グラ ム ス キ ャ ン を し ます (P.58) 
⑨ | 右 ダ イヤ ル 右 バ ンド で プロ グラ ム ス キ ャ ン を し ます (P.58) 
⑪ | 左 V/M キー 左 バ ンド の 周波 数 を メモ リー に 書き 込み ます 。(P.25) 
⑱ | 右 V/M キー 右 バ ンド の 周波 数 を メモ リー に 書き 込み ます 。(P.25) 
⑬ IMW キー モニ ター 機能 が 働き ます 。( シフ ト 設 定時 は リバ ー ス 機能 )(P.33) 
文 キー トー ンス ケル チ 、DCS の 設定 を し ます 。(P.62) 
⑮ |H/L キー デジ タル 音声 通信 モー ド に な り ま す 。( オプション )(P.65) 
一 FUNC キー を 押し な が ら 操 作 し た と き の 機 能 
No. 名 称 機能 
① IO (電源 ) キー 電源 オン 時 に ノー マル リセ ッ ト し ます 。(P.70) 
②⑧ | 左 VOL ツマ ミ 左 バ ンド の シフ ト 方 向 や オフ セッ ト 周 波数 を 設定 し ます 。(P.24) 
⑬③ | 右 VOL ツマ ミ 右 バ ンド の シフ ト 方 向 や オフ セッ ト 周 波数 を 設定 し ます 。(P.24) 
左 ダ イヤ ル 左 バ ンド を プラ イオ リティ スキ ャ ン し ます 。(P.58) 
⑨ | 右 ダ イヤ ル 右 バ ンド を プラ イオ リティ スキ ャ ン し ます 。(P.58) 
⑪ | 左 V/M キー メモ リ ド 時 、 左 側 で 選択 中 の メモ リー を 消去 し ます 。(P.27) 
⑯ |] 右 V/M キー メモ リ ド 時 、 右 側 で 選択 中 の メモ リー を 消去 し ます 。(P.27) 
⑬ IMW キー オー ト ダ イヤ ラー メモ リー の 登録 を し ます 。(P.62) 
文 キ ー 現在 の バッ クラ イト カラ ー を RGB 調整 し ます 。(P.6 1) 
⑯ |H/L キー メモ リ ド 時 、 メ モリ ー ネ ー ム を 設定 し ます 。(P.30) 
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音 部 の 名 称 と 操作 


リヤ バネ ル 


No. 名 称 機能 
市 販 の 外部 スピ ー カ ー を 接続 する 端子 で す 。 右 バン ド 側 の 音 が 出 ます 。 

① | 部 SP 端 子 1 1 NR NR 
部 の スピ ー カ ー か ら 出 ます 。 ク ロー ン ケ ー ブ ル や PC ケー ブル も ここ に 接続 し 
ます 。 
市 販 の 外部 スピ ー カ ー を 接続 する 端子 で す 。 

④ | 外部 SP 端 子 ら SP1 に 何 も 接続 され て いな い 場 合 は 左右 両方 の 音 が 出 ます 。 
SP 1 に スピ ー カ ー 等 を 接続 し て いる 場合 は 左 バ ンド の 音 が 出 ます 。 

③④ | 電源 入力 コー ド 13.8V の DO 電源 を 接続 し ます 。 

④ | 空冷 DC ファ ン 送信 時 、 ま た は 本 体 が 高温 時 に 回 転 し ます 。 

の 二 2We 市 販 の アン テ ナ イ ン ピ ー ダ ンス 50 0 の 周波 数 に あっ た アン テ ナ を 接続 し て く 
だ さい 

⑥) IDIN コネ クタ (6PIN) パケ ッ ト 運 用 時 に 市 販 の TNC に 接続 し ます 。 

外部 SP 端子 に つい て 


・ 故障 の 原因 と な りや すい デリ ケー ト な 部 品 で すか ら 、 プ ラグ 部 分 で ね じ むっ た り 、 曲 げた り 、 斜 め 方 向 に 挿 
し た りす る な ど 、 必 要 以 上 の スト レス を ジャ ッ ク 内 部 に 掛け な いで くだ さい 。 

・ アク セ サ リ ー を 使わ な いと き は ゴム キャ ッ プ を 閉め て くだ さい 。 カ バー が 不 十 分 だ と 異物 が 無線 機内 部 
入り や すく な り 故 障 の 原因 に な り ま す 。 

・ 必ず プラ グ は 最後 まで し っ か り 挿 入 し て くだ さい 、。 中 途 半端 に 挿入 され た 状態 で は 、 プ ラグ ・ ジ ャ ッ ク 両 
方 が 故障 の 原因 に な り ま す 


「I 


上 
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音 部 の 名 称 と 操作 


ディ スプ レイ 


"| 釣 礁 礁 . 礁 奪 礁 .s 内 礁 礁 . 礁 誰 釣 | 「 


IMAINIESSMIL Es 雪 7 岳 // 下 本 MAINIEEMIL EL 名 大 】 戸 】 拓 ) 


リル) ESYnmgmBMgB の 70) 
| 


⑳ ⑳⑳6⑳ の ⑳ ⑳ ⑳ 
名 称 機能 


上 級 セ ッ ト モ ー ド 使用 可能 時 に 点灯 し ます 。(P.48) 
AM 受信 モー ド 時 に 点灯 し ます 。(P.37) 


送信 時 サブ バン ドミ ュー ト 時 に 点灯 し ます 。(P.51) 


APO 機能 動作 時 に 点灯 し ます 。(P.498) 


キー ロッ ク 設 定時 に 点灯 し ます 。(P.60) 
ファ ンク ショ ン 機 能 時 に 点灯 し ます 。(P.16) 


デジ タル 音声 通信 モー ド 時 に 点灯 し ます 。(P.65) 


志 


パケ ッ ト モ ー ド 時 に 点灯 し ます 。(P.54) 


lp リ 


本 機 に は 使わ れ て いな い ア イコ ン で す 。 


〇 


タイ ム ア ウ ト タ イ マー 設定 時 に 点灯 し ます 。(P.49) 


ショ ー ト カッ ト 機 能 設定 時 に 点灯 し ます 。(P.60) 


下馬 本 有馬 時 


シフ ト 設 定時 に シフ ト 方 向 を 表示 し ます 。(P.24) 


トー ンス ケル チ 動 作 時 に 点灯 し ます 。(P.62) 
DCS DCS 設定 時 に 点灯 し ます 。(P.69) 
アッ テ ネ ー タ 動作 時 に 点灯 し ます 。(P.424) 
Nar ナロー 送受 信 モ ー ド 時 に 点灯 し ます 。(P.37) 
リバ ー ス 機能 動作 時 に 点灯 し ます 。(P.33) 


る | 回 


着信 表示 の 動作 時 に 点灯 し ます 。(P.40) 


前 簡 有 左 バ ンド 側 VHF/UHF の 周波 数 や メモ リー ネー ム を 表示 し ます 。(P.21., 30) 
前 間 。 右 バ ンド 側 VHF/UHF の 周波 数 や メモ リー ネー ム を 表示 し ます 。(P.21., 30) 
送信 可能 状態 の バン ド を あら わし ます 。(P.20) 

信号 受信 時 に 点灯 し ます 。(P.33) 

PS スキ ャ ン [S]/ プロ グラ ム ス キ ャ ン [PS] 時 に 点滅 し ます 。(P.56) 

較 送信 出力 MID 時 に 点灯 し ます 。(P.34) 

送信 出力 LOW 時 に 点灯 し ます 。(P.32) 

S メー ター 送信 / 受信 の 信号 の 強 さ を レベ ル 表 示し ます 。(P.33. 32) 

SKIP キッ プチ ャ ン ネ ル を 指定 する と 点灯 し ます 。(P.57) 

ト / お 気に入り チャ ン ネ ル を 指定 する と 点灯 し ます 。(P.57) 

ggg メモ リー モー ド で メモ リー 番号 を 表示 し ます 。(P.255) 


COI@|@|@|1@|@|@|@|@|@|@|l@l@1S81@|@|@|@|@18|@|@|l@|9l@l@|l@|@|@1918 
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音 部 の 名 称 と 操作 


マイ クロ ホン EMS-78 ( 様 準 付属 品 ) 


別売 の マイ クコ ネクター 変換 サー ブル EDS-8 を 車載 で お 使い の 際 は 、 振 動 の スト レ 
ス が 直接 モジ ュ ラ ー ジ ャ ッ ク に 掛か ら な いよ う 、 8 ピン 金属 コネ クタ ー 部 分 を ブラ ケッ 
ト な ど に 固定 し て くだ さい 。 

マイ ク と セパ レー ト ケ ー ブ ル の ジャ ッ ク を 間違え な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 特 に セ 
パレ ー ト ケー ブル は 無理 に 押し 込む と マイ クコ ネクター に 入る た め 故 障 の 原因 に な り 
ます 。 


N 間 名 称 機能 
① |IUP 波数 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 、 各 種 設定 を 変更 し ます 。 
⑧⑥ IDOWN 波数 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 、 各 種 設定 を 変更 し ます 。 
③ | メイ ン PTT 送信 時 押し 続け ます 。 各 設定 操作 中 に 押す と 設定 が 確定 し ます 。 
@ | ウフ PTT サブ バン ド 送 信 以 外 に 様々 な 機能 を 割り 当て る こと が で きま す 。(P.45) 
⑤ ックス イッ チ UP/DOWN キー の 機能 を 停止 し ます 。 
@ IMc マイ ク 部 で す 。 
圏 マイ クコ ネクター 図 ( フロ ント 側面 また は 本 体 正面 か ら 見 た 図 ) 
1.DC5V 
2.DOWN 
3.REMOTE 
4.PTT 
5.MIC GND 
内 6.MC 
! 8.UP 
。 プラ グ を マイ クコ ネクター に 挿入 する 際 は コネ クタ ー 穴 に 対し て プラ グ が 垂直 に な る 
よう に し て 、 ゆ っ くり 確実 に カチ ッ と 音 が する まで 差し 込ん で くだ さい 。 斜め に な っ 
て いた り 、 引 っ か か り が 有 っ た りす る の を 無理 に 押し 込む と 故障 の 原因 と な り ま す 。 
・ ブ ラグ を 引き 抜く 際 は プラ グ の 胴 部 分 を 指 で 持っ て ビン を 押し 、 反 対 側 に 倒し な が ら 
引き 抜い て くだ さい 。 コ ー ド を 引っ 張る と 消耗 を 早め る ば か り で な く 、 故 障 の 原因 に 
な り ま す の で 絶対 に お 止め くだ さい 。 ご 購入 直後 の 初期 不良 以外 、 プ ラグ 、 コ ネクター 
ご 注意 や ケー ブル の 破損 は 保証 の 対象 外 と な り ま す の で 充分 ご 注意 くだ さい 。 


19 


基本 の 使い 方 


電源 の ON/OFF 


電源 が 入る まで 、 電 源 キ 


間違え て 電源 キー を 押し て 1: 


を 長押 し し ます 。 


わざ と 時 間 が か か る よう に な っ て いま す 。 


メイ ン バ ン ド の 切り 替え 


この 説明 書 中 、 メ イン バン ド と は メイ ン PTT で 送信 が で きる 側 、 サ ブ 


バン ド と は MAIN アイ コ 


B、 す ぐに 電源 が 切れ な いよ うに 、 


ン が 出 て いな い 側 の バン ド を 指し ます 。 メ イ 


ン バ ン ド を 選 点 に は 、 左 右 い ずれ か 送信 し た い 周 波数 側 の VOL ツマ ミ 


を 押し ます 。MAIN ア イコ 


3 バン ド を 切り 替え ず に サブ バン ド 作 
ー 


ン が 表示 され 、 メ イン PT 


TX を 割り 当て て くだ さい 。(P.45) 


メモ リー スキ ャ ン 時 (P.57) は 受信 し た バン ド が 


運用 し た い バ ンド を 忌 


バン ド (周波 数 帯 ) を 変え た い 側 の VOL ツマ ミ を ] 


が 変わ り ま す 。 


「 で 送信 が で きま す 。 


で 簡単 に 送信 する は 


同一 バン ド を 並べ て 表示 する こと + 


公 ビ 
肥 


音量 の 調 百 


どら 0 


左 バ ンド の 音量 
側 の VOL ツマ ミ で 調整 し 3 
VOL ツマ ミ を 時 計 方 向 に 区 
VOL ツマ ミ を 反 時 計 方 向 に 


/ 


初期 状態 で は エア バン ド 帯 を 選 記 と AM が 表示 され ます 。 


展 押し し ます 。 
長押 し する ご と に VHF 一 VHF エア バン ドー UHF の 順に バン ド 


で きま す 。(V-V/U-U 受信 機 


S 世 め に 時 王 層 @g 妥 避 居 舘 U 居 


動 的 に メイ ン バ ン ド に 切り 替わり ます 。 


J ち dEB 洒 所 99 


コー 


音量 小 


は 左側 の VOL ツマ ミ で 、 右 バン ド の 音量 は f 


た す 。 


す と 音量 が 大 きく な り ま す 。 


避 す と 音量 が 小さ べく な り ま す 。 


左 バ ンド 條 
VOL ツ マミ 


右 バ ンド 側 
VOL ツ マミ 


基本 の 使い 方 


スケ ル チ 調 整 


レベ ル 以 上 の 信号 を 受信 し た と きだ け 、 ス ピー カー か ら 音 


@) RN 針 


信号 の 待ち 受け が し や すく な り ま す 。 


以 


時 計 回 り に 回 


と ころ を 


安 に 最適 な 


旦 、 し 切っ て BUSY 表示 を 
の スケ ル チ は 左 の SQL ツマ ミ 、 右 バン ド の スケ ル チ は 右 の SQL ツマ ミ を 后 
レベ ル に な る よう 微 調整 し ます 。 


日 し 、 


0 
M 


出す 機能 で す 。 受 信 信号 が な いと き に スピ ー カ ー か ら 聞 こ 
障 り な 「 ザ ー」 と いう ノイ ズ を 聞こ えな くす る も の で 、 


左 バ ンド 


左側 右側 
SQL ツマ ミ SQL ツマ ミ 
し て BUSY アイ コン が 消え る 


設定 が 浅 す ぎる と 簡単 に スケ ル チ が 開き 「 カ サカ サ 」 と ノイ ズ が ひん ば ぱん に 聞こ えま す 。 深 すぎ る と 弱い 信 
号 が と ぎれ と ぎれ に 聞こ えた り 、 導 こえ な く な っ た り し ます 。 


信号 を 受信 し て 音 を 昌 


受信 場所 や 受信 周 : 


し | 
ュー 


参考 


HH すこ と を 「 ス ケル チ が 開く 」 と 呼び 、 逆 の 場合 を 「 ス ケル チ が 閉じ る 」 と 呼び ます 。 
反 数 な どの 条件 に よっ て 最適 な レベ ル は 変化 する の で 、 調 整 で きる よう に な っ て いま す 。 


SQL ツマ ミ に アッ テ ネ ー タ ー 機 能 を 割り 当て られ ます 。(P.44) 


VFO モー ド 


DRH-735 に は ダイ ヤル で 周 


友 数 を 合わ せる VFO 1 


多 二 りー 


ダイ ヤル を ワン クリ ッ ク 


モー ド が あり ます 。 
frequency Oscillator ) 


ロ 


周波 数 設定 


1. 


工場 
モー ド で す 。 
し て 動く 幅 の 数 字 を ステ ッ プ と 呼び ます 。 


H 荷 状態 で 、 ダ イヤ ル を 区 


ー ド と 、 あ ら か じ め 登 録 し た 周波 数 を 呼び 出し て 使う 


し て 周波 数 を 合わ せる の が VFO (variable 


V/M キー を 押し 、VFO モー ド に し ます 。 

二 当 | ーー ば 必用 万 上 題目 原 7 
V/M キー を 押す 毎 に VFO モー ド と メモ リ が | 記 7 生 2 
り 替 わり ます 。 MA 
VFO モー ド 5 周波 数 を 表示 し ま 9 。 VFO モ ー ド 
メモ リー モー ド : メモ リー 番号 ( メモ リー ネー ム ) と そ 

の メモ リー 番号 に 登録 され た 周波 数 を 
表示 し ます 。 ルル 77 ロゴ 所 
メモ リー 登録 が され て いな い 場 合 は メモ リ ド に は 20 軸 必 
切り 替わり ませ ん 。 本 
周波 数 を 変更 し ます 。 
田 周 波数 を 上 げ る 
ダイ ヤル を 時 計 方 向 に 回 す (又は マイ ク の UP キー を } 
す ) と 1 クリ ッ ク で 1 ステ ッ プ ずつ 周波 数 が 上 が り ま す 。 
圏 周波 数 を 下げ る 
ダイ ヤル を 反 時 計 方 向 に 回 す (又は マイ ク の DOWN 
キー を 押す ) と 、1] クリ ッ ク で 1 ステ ッ プ ずつ 、 周 波 
数 が 下がり ます 。 


品 1 


其 本 の 使い 方 


ダイ ヤル と VOL ツマ ミ は 押す た め の ス イッ チ が 付い て いる の で 


HB 


音 が 鳴り ます 。 


較 IMHz UP/DOWN 


上 


ダイ ヤル を 押し 、100kHz 以下 の 表示 が 消え 
た 状態 で ダイ ヤル を 回 す (又は マイ ク の UP/ 
DOWN キー を 押す ) と 、 周 波数 を 1MHz 単 
位 で 上 下 に 変え る こと が で きま す 。 周 波数 を 
大 きく 動か す 時 に 便利 で す 。 い ずれ か の キー 
を 押す と 通常 の 表示 に 戻り ます 。 


ステ ッ プ の 設定 


初期 値 は AUTO で 、 左 右 の VFO の 位置 に か か わら ず エ アバ ンド は 50KHz、VHF/UHF 八 


略 必 


SQL ツマ ミ に 比べ て ぐら ぐら し て いま す が 、 異 常 で は あり ませ ん 。 
UP/DOWN キー を 使う と ステ ッ プ が 変わ る ご と に ビープ ブ 音 が 鳴り ます 。 上 が 
る 時 と 下がる 時 で 音 の トー ン は 異な り ま す 。 8 


た た 、500KHz 変わ る ご と に ビー 


| 


ナビ ゴ HM 


ム バ ンド は 20KHz、 人 ハム バン ド 以 外 の 受信 周波 数 は 国内 で その 


て いる ステ ッ プ に な り ま す 。 


B 域 に 一 般 的 に 割り 当て られ 


本 機 で は 左右 の VFO と 3 つの バン ド そ れ ぞ れ で 、 別 の ステ ッ プ を 設定 で き 


る 必要 は あり ませ ん が 、 業 務 無 線 バ ンド の 受信 や 、 ナ 
ご ど では 変え る 必要 が あり ます 。 


V/M キー を 押し て VFO モー ド に し ます 。 メ 
モリ ー モ ー ド に な っ て いる と 後述 の 操作 で ダ 
イヤ ル を 回 し て も 値 は 変わ り ま せん 。 


ダイ ヤル を 回 し て 周波 数 を 144.500 の よ 
うに 整数 に し ます 。145.0125 の よう に 端 
数 が ある と 、 そ の まま ステ ッ プ を 刻む よう に 
な り ま す 。 


VOL ツマ ミ を 長押 し し て ステ ッ プ を 変え た 
い バ ンド を 選び ます 。 表 示さ れ て いる 左右 の 
バン ド を 一 度 に 変更 する こと も で きる の で 、 
例え ば 右 で も 左 で も 144MHz は AUTO 以 
外 の ステ ッ プ を 使い た い 、 と いう と き は 両方 
の 表示 が 144MHz 帯 に な る よう あら か じ め 
V/V 表示 に し て お きま す 。 


FUNC キー を 長押 し し て 、 メ ニュ ー 番 号 01 
が 表示 され る まで ダイ ヤル を 押し ます 。 メ 
ニュ ー 番 号 が 01 に な る と 、AUTO また は 
数 字 が 表示 され ます 。 


ーFM の Vol 


大 す 。 
P ノー ド へ の アク セス な 


に コ 


直 


常 は 変え 


チャ ン ネ ルス テッ プ 設 定 表示 (初期 設定 ) 


基本 の 使い 方 


AUTO 


100.00 


(100 kHz) 


変更 し た い バ ンド 側 の ダイ ヤル を 回 し て 、 使 
いた い ス テッ プ の 値 に 合わ せま す 。 片 方 で も 、 
両方 で も 変更 で きま す 。 


電源 キー と ダイ ヤル 以外 の いずれ か の キー を 
押す と ビー プ 音 が 鳴り 、VFO モー ド に 戻り 
ます 。 ダ イヤ ル を 回 し て ステ ッ プ が 正しく 変 


更 さ れ た 事 を 確認 し ます 。 
ー DOWN 方 向 UP 方 向 
5.00 6.25 8.33 
(5kH2) (@.25kH2) (8.33 kHz) 


50.00 30.00 ど 5.00 
(50 kHZ) (30 kH2Z) (25 kHZ) 


圏 ス テッ プ 変 更 の 例 


144MHz 帯 の ステ ッ プ を 、 左 右 と も 20KHz か ら 10KHz の ステ ッ プ に 変え る 。 


VFO モー ド で VOL ノブ を 操作 し て 、 左右 の 
表示 を 両方 と も 144MHz 帯 に する 。 

FUNC キー を 長押 し し て 、MW ボタ ン の 上 
あたり に メニ ュー 番号 01 が 表示 され る まで 
ダイ ヤル を 押す 。 メ ニュ ー 番 号 が 01 に な る 
と 、AUTO また は 数 字 が 表示 され る 。 
左右 の ダイ ヤル を 回 し て 、 両 方 と も 値 を 10 
に する 。 

マイ ク の PTT を 押す 。 ビ ー プ 音 が 鳴り VFO 
モー ド に 戻る 。 


10.00 


(10 kHz) 


g0.00 


(20 kHZ) 


12.50 
(12.5 kHZ) 
15.00 
(15 kHz) 


ステ ッ プ は 右 の 3 バン ド 、 左 の 3 バン ド 、 合 計 6 つの バン ド す べ て で 独立 し 
て 設定 で きま す 。 例 えば エア バン ド 受 信 で 右 は 50KHz、 左 は 100KHz で ス 
キャ ン さ せる 、 と いう よう な 運用 が で きま す 。 


どう 


其 本 の 使い 方 


シフ ト 方 向 と オフ セッ ト 周 波数 の 設定 (参考 ) 


遠く 離れ た 無線 局 と も 交信 が で きる よう に 、 ビ ル の 屋上 や 山頂 に レビ ー タ ー (中 継 器 ) が 


置 


され て いま す 。 こ の レビ ー タ ー を 経由 する と 、 小 さ な 送 信 出 力 で 遠く の 無線 局 と 交信 が で 


す 


ミル 
pb4 
き 


9 


初期 設定 で は 中 継 器 が ある 4398MHz 帯 に 周波 数 を 設定 する と 、 自 動 で マイ ナス シフ ト と 


5MHz の オフ セッ ト 、88.5Hz の CTCSS トー ン が 掛か る よう に な っ て いま す 。 通 常 は この 


設定 を 変更 する 必要 は あり ませ ん 。 ま た 、 相 手 が シ ンプ レッ クス で 交信 で きる か どう か を 


調べ る リバ ー ス 機能 は 別項 目 で 説明 し ます 。(P.33) 


ここ で は 、 意 図 的 に シフ ト 方 向 と オフ セッ ト 幅 を 変え る 必要 が ある 際 の 操作 を 、 参 考 まで に 説 
明 し ます 。 左右 の VFO の アマ チュ ア 無 線 周波 数 で 個別 に 設定 で きま す 。 


1. FUNC キー を 押し な が ら シ フト 運用 し た い 


側 の VOL ツマ ミ を 押す と 現在 の オフ セッ ト | -7 局 鐘 明 刀 距 


周波 数 及び シフ ト 方 向 が 表示 され ます 。 


さら に VOL ツマ ミ を 押す 毎 に 以下 の よう に マイ ナス 600kHz の と き 
ぐ E ヨ M N ェ ーO0.600 ェ 填 0.600 
シフ ト 周 波数 が 切り 替わり ます 。 
シフ ト 解 除 ~ 
144MHz 帯 
ら . シフ ト 周 波数 表示 状態 で ダイ ヤル を 回 す ( ま 
た は UP/DOWN キー を 押す ) と 1] クリ ッ 
ク で 1 チャ ン ネ ルス テッ プ ず つ 周 波数 が 変 
化し ます 。 ー。 .5.00 +5.00 一 一 - 
SFTOFF 
3. ダイ ヤル を 押し た 後 ダ イヤ ル を 回 す (また は 内 


UP/DOWN キー を 押す ) と 回 す 方 向 に 応じ 
て 周波 数 が 1MHz ずつ 変化 し ます 。 


4. 設定 側 の VOL ツマ ミ と ダイ ヤル 以外 の キー 
を 押す と 設定 が 終わ り ま す 。 


5. シフ ト 運 用 を 止め る と き は 上 記 の 操作 手順 で 
SFTOFF を 選び ます 。 
4398MHz 帯 で も この 設定 を 有効 に する と き 
は 、 オ ー ト レビ ー タ ー 設 定 を 解除 し ます 。P.35 
の セッ トモ ー ド 設定 方 法 を 読ん で か ら 、P.46 
の メニ ュー 20 「 オ ー ド レビ ピー ター の 解除 』 
を 行い ます 。 単に オー トレ ビー ター 機能 を 止 
め た いと きも 同様 の 操作 を し て くだ さい 。 


レビ ピー ター 運用 に は P. 5 の メモ リー チャ ン ネ ル や P. 55 の VFO オー ト ヲ 


に d ロク ラム 二村 能 を 活用 する と 便利 で す 。 
CTCSS トー ン の 設定 は P.62 で 説明 し て いま す 。 


どら 4 


基本 の 使い 方 


メモ リー モー ド 


本 機 に は 共通 メモ リー 1000ch (000 一 899ch)、 ら 2 バンド の 状態 を その まま メモ リー する デュ アル メモ 
リー 100ch (dO00 一 d99ch)、5 ペア の プロ グラ ム ス キ ャ ン メ モリ ー (P1A/P1b 一 P5A/P5b)、1 パフ 
の VFO オー ト プ ロ グラ ム メ モリ ー、V/U バ ンド に 各 1 つの CALL チャ ン ネ ル メ モリ ー、 さ ら に 上 級 セ ッ ト 
モー ド で 設定 する と 使え る よう に な る 、 左 右 の バン ド に 各 100ch ずつ の 個別 メモ リー (LO0 一 L99 / rO0 
TB8) が あり ます 。 


いずれ の メモ リー も 、 こ の 項目 で 説明 する 操作 で 登録 で きま す 。CALL、 プ ログ ラム スキ ャ ン 、VFO オー ト 
プロ グラ ム の 各 機 能 の 詳細 に つい て は 後述 し ます 。 


本 機 は ら 種類 の メモ リー チャ ン ネ ル の 使い 方 が 選べ ます 。 

・ 共通 メ モリ ー と は 、 左 バン ド / 右 バ ンド どちら か ら で も 呼び 出せ る メモ リー チャ ン ネ ル で 
す 。 
敵 別 メモ リー と は 、 左 バン ド / 右 バ ンド それ ぞ れ 専用 に 登録 する メモ リー チャ ン ネ ル で す 。 
運用 スタ イル に よっ て 、 あ た か も ら 8 台 の モノ バン ド 機 を 個別 に 操作 する 感覚 で 使い た いと 
き に 便利 で す 。 個別 メモ リー は 上 級 セ ッ ト モ ー ド の メモ リー チャ ン ネ ルモード 切り 替え で 
設定 し ます 。(P.54) 


層 1 


メモ リー チャ ン ネ ル の 登録 
1. V/M キー を 操作 し て 、VFO モー ド に し ます 。 メ イン バン ド は どちら で も 
構い ませ ん 。 

周波 数 と 、 下 記 の 機能 を 設定 また は 解除 し て 、 メ モリ ー し た い 状 態 に し ます 。 
・ 本 機 に は 複数 の メモ リー モー ド や メモ リー バン ク が 搭載 され て いま す 。 操 
作 に 慣れ る まで は 細か な 登録 は は ず 、 ま ず 説 明 書 を 最後 まで 読み な が ら 全 
[て の 探 作 を お 試し くだ さい 。 そ の うえ で 、P.70 の リセ ッ ト を か け て 初期 化し 

参考 て か ら 自分 の 好み の 状態 に 設定 する と 、 無 駄 が め り ま せん 。 
・ カ ラー 設定 を 保存 する 場合 は 、、 セ ッ ト モ ー ド の カラ ー モ ー ド 切り 替え 機能 

で MOMERY を 設定 し て お きま す 。(P.41) 


メモ リー 登録 で きる 内 容 


メモ リー チャ ン ネ ル 000 一 898、dO0 一 d998、LO0 一 LB8、r00 ーr98、CALL チャ ン ネ ル 、 


APL/APH/P 〇 A/P 〇 B チャ ン ネ ル に は 、 下 記 の 内 容 を 登録 する こと が 出来 ます 。 
・ 周波 数 
・ 送信 出力 
・ カラ ー 設 定 
シフ ト 周 波数 
・ シフ ト 方 向 ( サ / 一 ) 
ッ トー ン ン ー ダ ー 周 波 導 
・ トー ン デ コー ダー 周波 数 
・ トー ン エ ンコ ー ダ ー/ デコ 一 設定 
・ DCS コー ド 


・ AM モー ド 設 定 
・ ベル 設定 
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其 本 の 使い 方 


4. 


FUNC キー を 押す と [FUNC] と [メモ リー 
No.] が 点灯 し ます 。 


ダイ ヤル を 回 し て (又は UP/DOWN キー 押 
し て ) 登録 し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 番 号 を 
選択 し ます 。 

メモ リー が 未 登録 の チャ ン ネ ル は [メモ リー No.] が 点 
減 し ます 。 


点滅 中 に 登録 し た い 設定 を し た 側 の V/M 
キー を 押す と 、 完 了 ビ ー プ 斉 が 鳴り 登録 され 
ます 。 メ モリ ー No. が 点灯 し て いる チャ ン 
ネル に 登録 し た 場合 は 、 上 書き 保存 され ます 。 


ママ と メモ リー の 操作 で 登録 や 変更 が で き な い と き は 、 セ ッ ト モ ー ド の メモ リー 保護 
が OFF に な っ て いる か が 確認 し て くだ さい 。(P.45) 


ご 注意 


メモ リー チャ ン ネ ル の 簡単 登録 


メモ リー 番号 に こだわ ら な けれ ば 、MAIN 表示 が 出 て いる 側 の 設 


リー チャ ン ネ ル に 登録 で きま す 。 


VFO モー ド で 登録 し た い 周 波数 を 選択 し 、 
必要 に 応じ て 送信 出力 や トー ン 機 能 を 設定 し 
ます 。 


MW キー を 長押 し する と 、 空 いて いる うち で 
ー 番 数 字 が 小さ い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル に デー 
夕 が 登録 され 、 ビ ー プ 音 が 鳴り 、 登 録 さ れ た 
メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 が 2 回 点滅 し ます 。 


隊 
参考 


メモ リー チャ ン ネ ル の 呼出 


3) 


1 較 


V/M キー を 押し メモ リー モー ド に し ます 。 
ディ スプ レイ に メモ リー 番号 が 点灯 し 、 メ モリ ー モ ー ド 
に な り ま す 。 
V/M キー を 押す 
り 替 わり ます 。 


に メ 


リー モー ド と VFO モー ド が 切 


メモ リー チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル を 回 す (UP/DOWN キー 押す ) と 、 
ネル ずつ メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 が 増減 し ます 。 


1 チャ ン 


定 を ワン タッ チ で 共通 


店 
) 
IMAI 


5 529 


間 ぎ 
の 】 N3 


メモ リー チャ ン ネ ルモード に よっ て 登録 され る 条件 が 異な り ま す 。(P.54) 


本 


Tr の ゴナ M 


記 ロ 7 
4 し) 7 


| 
メモ リー チャ ン ネ ル 
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基本 の 使い 方 


・ メモ リー チャ ン ネ ル の 登録 が され て いな いと V/M キー を 押し て も メモ リー 
モー ド に な り ま せん 。 
・ 共通 メモ リー チャ ン ネ ル は 、 ど ちら の V/M キー を 操作 し て も 同じ メモ リー 
ご 注意 チャ ン ネ ル が 呼び 出せ ます 。 後述 する 個別 メモ リー チャ ン ネ ル は 、 呼 び 出 
し た い 側 の V/M キー を 操作 し ます 。 
メモ リー チャ ン ネ ル を 呼び 出し て いる と き ( メモ リー モー ド 運 用 時 ) は 、 書 
き 込 み 済み の チャ ン ネ ル し か 表示 され ませ ん 。 


メモ リー モー ド 時 の メモ リー 上 書き 


メモ リー モー ド で 内 容 を 変更 し た 後 、 そ の 状態 を メモ リー に 上 書き で きま す 。 


も 。 握り 王宮 二 避 用 ウー トー ツン 、 BS 
シフ ト 等 の 設定 を 変更 し ます 。 


ら . 変更 後 、FUNC キー を 押し た 後 、[FUNC] 
点灯 中 に 変更 し た 方 の ダイ ヤル を 押し ます 。 ルル 抽 上 は 7 二 昌久 


記 の 7 
7 ルリ 7 


3. メモ リー に 変更 し た 内 容 が 上 書き され ます 。 


メモ リー 保護 を ON に し て いる と 、 変 更 し た 内 容 は 記憶 され ず 、 電 源 を 切っ 
[に] た り チ ャ ン ネ ル を 変え た りす る と 、 以 前 の 設定 に 戻り ます 。 上 書き で き な い 
参考 と き は 、 セ ッ ト モ ー ド の メニ ュー 17「 メ モリ ー 保 護 ] 設定 を OFF に 変え て 
くだ さい 。(P.45) 


メモ リー チャ ン ネ ル の 消去 
1. V/M キ ー を 押し て メモ リー モー ド を 選択 し 
ます 。 


すわ rg サコ g 


gg 
ルル P/ 


2. ダイ ヤル を 回 し て 、 消 去 す る メモ リー チャ ン 二 
ネル 番号 を 選択 し ます 。 


3. FUNC キー を 押し な が ら V/M キー を 押す 
と 、 ビ ー プ 音 が 鳴り 、 メ モリ ー が 消去 され ま 
す 。 同 時 に メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 が 点滅 に 
変わ り ま す 。 


メモ リー チャ ン ネ ル が 点 減 し て いる 間 な ら 、 再 度 FUNC キー を 押し な が ら 、 
参考 V/M キ ー を 押す こと で 消去 を キャ ン セ ル で きま す 。 
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其 本 の 使い 方 


メモ リー デー タ を VFO に 転送 


メモ リー チャ ン ネ ル に 登録 し た 内 容 を VFO に 転送 で きま す 。( デュ アル メモ リー は 除く ) 


メモ リー モー ド に し 、VFO に 転送 し た い チ ャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 


ら . VOL ツマ ミ を ビー ブ 音 が 鳴る まで 長押 し し ます 。 
3. メモ リー 内 容 が VFO に 転送 され ます 。 
V/M キー を 押し て VFO モー ド に 移る と 転送 され た 周波 数 で 運用 で きま す 。 
デュ アル メモ リー 機能 


いつ も 使う 左右 バン ド の 組み 合わ せ を 100 ペア まで メモ リー 登録 で き 


デュ アル メモ リー チャ ン ネ ル の 登録 


中 


メモ リー する 周波 数 や 設定 を 行っ た 後 、 
FUNC キー を 押し な が ら MW キー を 長押 し 
し ます 。d と 番号 が 表示 され ます 。 


ダイ ヤル を 回 し て ( また は UP/DOWN キー 

を 押し て ) 登録 し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 番 
を 選択 し ます 。 

メモ リー が 未 登録 の チャ ン ネ ル は [ メモ リー No] が 点 

滅 し ます 。 


点滅 中 に MW キー を 押す と 、 完 了 ビ ー プ 音 
が 鳴り 登録 され ます 。 


デュ アル メモ リー チャ ン ネ ル の 呼出 


ll 
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MW キー を 押し デュ アル メモ リー モー ド に 
し ます 。 

ディ スプ レイ に メモ リー 番号 が 点灯 し 、 デ ュ ア ル メ モ 
リー モー ド に な り ま す 。 

MW キー を 押す 毎 に デュ アル メモ リー モー ド と VFO 
モー ド (メモ リー モー ド の 場合 は メモ リー モー ド ) に 切 
り 替 わり ます 。 


メモ リー チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル を 回 す (UP/DOWN キー を 押す ) と 、1 チャ 
ン ネ ル ず つ メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 番 号 が 増減 し ます 。 


ます 。 


J5dEB 中 99 


メモ リー チャ ン ネ ル 


デュ アル メモ リー チャ ン ネ ル の 登録 が され て いな いと MW キー を 押し て も 
デュ アル メモ リー モー ド に な り ま せん 。 


其 本 の 使い 方 


デュ アル メモ リー チャ ン ネ ル の 上 書き 


デュ アル メモ リー モー ド で 内 容 を 変更 し た 後 、 そ の 状態 を メモ リー に 上 書き 


1 要 品 アル % 世 りー モー ド 補 ワー トーン 
DCS、 シ フト 等 の 設定 を 変更 し ます 。 


ら . 変更 後 MW キー を 長押 し する と 、 メ モリ ー 
に 変更 し た 内 容 が 上 書き され ます 。 


デュ アル メモ リー チャ ン ネ ル の 消去 


で きま す 。 


1. デュ アル メモ リー モー ド で 消去 する メモ リー 


チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 ル 抽 HEM 村 H 人 M 


>gp と 
97 だ 


へ 
2g0 , 


ら . FUNC を 押し な が ら MW キー 長押 し で 、 ビ ー 
音 が 鳴り し メモ リー が 消去 され ます 。 同 時 に 
メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 が 点滅 に 変わ り ま 
す 。 


メモ リー チャ ン ネ ル が 点滅 し て いる 間 な ら 、 再 度 FUNC キー を }# 
参考 MW キー を 長押 し する こと で 消去 を キャ ン セ ル で き 


記 @「。 


し な が ら 、 
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其 本 の 使い 方 


チャ ン ネ ルネ ー ム (アル ファ ヌメ リッ ク ) の 登録 
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共通 メモ リー、 個 別 メ モリ ー、 デ ュ ア ル メ モリ ー、 プ ログ ラム スキ ャ ン メ モリ ー で 周波 数 表示 
の 代わ り に 任意 の 文字 、 符 号 を 表示 する 機能 で す 。 
文字 の 種類 は A ~- Z 0 一 9 な どの 67 種類 で す 。 


メイ ン バ ン ド で メモ リー モー ド に し 、 登 録 し 
た い チ ャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 


FUNC キー を 押し な が ら H/L キー を 押し ます 。 


ディ スプ レイ が 「[A  ] と 点滅 表示 し ます 。 


MAIN 側 の ダイ ヤル を 回 し て 入力 文字 を 選択 の 
し ます 。 


ダイ ヤル を 押す と 入力 文字 が 点灯 に 替わり 確 


定 し ます 。 
確定 し た 文字 と 同一 文字 が 一 つ 右 側 で 点滅 し 入力 待ち と 
な り ま す 。 


4 と 5 の 操作 を 繰り 返し 、6 桁 ま で の 文字 
を 入力 し ます 。 食 サガ 弥 凛 
mm いい 


909 
入力 中 に ダイ ヤル を 長押 し する と 入力 文字 が 
全 消 去 さ れ ま す 。 


ダイ ヤル 以外 の キー を 押す と 設定 が 終わ り 、 

通常 表示 状態 に 戻り ます 。 

メモ リー モー ド 時 、 チ ャ ン ネ ルネ ー ム 設定 され て いる チャ ン ネ ル は 周波 数 表 
示 の 部 分 が 設定 し た 文字 符号 で 表示 され ます 。( メ モリ ー 番 号 は その まま 表示 
され ます ) 
FUNC キー を 押す と 周波 数 が 表示 され ます 。 

(途中 何 か の キー が 押さ れる と チャ ン ネ ルネ ー ム 表示 に 戻り ます 。 但 し FUNC 
機能 に 割当 て られ た キー 操作 を する と その 設定 モー ド に な り ま す 。) 


NR 人 


表示 と 実際 の 文字 の 対 態 表 で す 。 そ の 他 、 ここ に リス ト し て いな い 符 号 や 文字 も 表示 され ます 。 
好み に 合わ せ て お 使い くだ さい 
41A1IHIIDIOIIPIVII10 有 717 
BI チ 1111PIPIIMIWI| 月 1117|18 
た ICHIJHIIDIQOIIWIXIIEI211919 
jjIDIIMIKIIEIRIIYIY|II ゴ 13 

EE|[ た | 上 5318|11Z」Z| 生 14 

た |FII 放 IMII7IT 5 |5 
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其 本 の 使い 方 


メモ リー バン クウ 機能 


メモ リー バン ク と は 、 共 通 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 分 け て し まっ て お く 引 き 
例え ば 仲間 こと の ラグ チュ ー 用 チャ ン ネ ル 、 よ く 使 う 


出し の よう な も の で す 。 


レビ ピー ター、 亀 X 空 港 と へ 〇 空港 の 管制 周波 数 … の よう 


に 区 分 けし て メモ リー チャ ン ネ ル を 登録 し て お く と 便利 で す 。 
メモ リー バン ク は 10 個 あ り 、 ひ と つの メモ リー チャ ン ネ ル を 複数 の メ 


の で 、1 つの バン ク に は デュ アル メモ 


いま す 。 


メモ リー バン ク の 登録 と 運用 


上 


田 弊社 電子 事業 部 ホー 


共通 メモ リー チャ ン ネ ル を 登録 し た あと で 、 
バン ク 登 録 を する 方 の V/M キー を 押し て メ 
モリ ー モ ー ド を 選択 し ます 。 


登録 側 の V/M キー を 長押 し する と 、 登 録 側 
に メモ リー チャ ン ネ ル と 周波 数 、 反 対 側 に メ 
モリ ー バ ンク [BNK 〇 〇 ] が 表示 され ます 。 


登録 側 の ダイ ヤル で 登録 する メモ リー チャ ン ネ 
ル の 切り 替え 、 反 対 側 の ダイ ヤル で 登録 する メ 
モリ ー バ ンク の 切り 替え が で きま す 。 点滅 状 
態 は 未 登録 、 点 灯 状 態 は 登録 済み と な り ま す 。 


登録 側 の ダイ ヤル を 長押 し し て 、 登 録 を し ま 


す 。 解除 も 同じ 操作 で す 。 

・ これ か ら す ぐ バ ンク を 使う と き は 何 か キ ー を 押し ま 
す 。 バ ンク に 登録 し た メモ リー チャ ン ネ ル だ け で メモ 
リー 運用 で きま す 。 

・ 今 すぐ バン ク 運 用 せ ず 、 通 常 の メモ リー チャ ン ネ ル を 

使い た いと き は BANK AL を 選ん で か ら 何 か キー を 

押し ます 。 


登録 し た バン ク を 呼び 出し て 運用 する と き 
は 、 バ ンク 運用 し た い 側 を メモ リー モー ド に 
し て 、 ダ イヤ ル を 押し て か ら 回 し て 、 使 いた 
い バ ンク を 選び ます 。 再 度 ダ イヤ ル を 押す と 
選ん だ バン ク で メモ リー 運用 が で きま す 。 
バン ク 運 用 を 止め る 時 は 2 の 操作 で [BNK 
AL] を 選ん で 何 か が か キー を 押し ます 。 


モリ ー バ ンク に 重複 し て 登録 で きる 


リー を 除き 最大 で 1000 チャ ン ネ 


ル ま で 割り 当て られ る よう に な っ て 


JH 


リ 
4 7 


に 


W 想 9 


[し にし] [BNK AL] は 全て の メモ リー が 呼び 出し 可能 な バン ク で 、 解 除 は で きま せん 。 
参考 これ は 設定 用 の も の で 、 数 字 の バン ク の よう に 使う も の で は あり ませ ん 。 


ムペ ー ジ の 「 カ タロ グ ・ 取 扱 説明 書 ] の 取扱 説明 書 ダ ウン ロー ド 


に 、 メ モリ ー と バン ク の 登録 と 運用 方 法 に つい て 、 ス テッ プ バ イス テッ プ で 詳し く 説 
明 し た 資料 を 掲載 し て いま す 。 
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其 本 の 使い 方 


CALL チャ ン ネ ル 


キー の ワン タッ チ で 呼び 出せ る メモ リー が CALL チャ ン ネ ル で す 。 一 番 よ く 使 う 周波 数 を 登録 し ます 。 

CALL チャ ン ネ ル で 待ち 受け や 呼出 を する 時 に 使用 し ます 。 本 製品 に は V/U 剖 1 個 の CALL チャ ン ネ ル が 
あり ます 。 

初期 設定 は 145.00MHz/433.00MHz で す 。 


CALL チャ ン ネ ル の 呼出 


1. VFO モー ド で V/M キー を 長押 し する と 、 
CALL チャ ン ネ ル が 呼び 出さ れ 、[CAL] が | 抽 訟 時 ガ 夏 2 
ディ スプ レイ に 表示 され CALL モー ド に な [" と 
り ま す 。 


CALL モー ド で は 周波 数 や メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 を ダ 
イヤ ル で 変更 する こと は で きま せん 。 


ら .  V/M キー を 押す と VFO モー ド に 戻り ます 。 


CALL モー ド で は スキ ャ ン は で きま せん 。 


CALL チャ ン ネ ル の 登録 内 容 を 変更 する 場合 


CALL チャ ン ネ ル は メモ リー チャ ン ネ ル の 一 つと し て 割 
り 当 て られ て いま す 。 従 っ て 、CALL 周波 数 及び その 他 
の 設定 を 変更 する 場合 に は 、VFO モー ド で 設定 後 、 メ モ 
リー チャ ン ネ ル 登 録 で メモ リー チャ ン ネ ル [CAL] を 呼び 
出し て 上 書き 変更 し ます 。 一 番 良く 使う 設定 を 登録 し て 
お く と 便利 で す 。 


CALL チャ ン ネ ル の デー タ は 変更 で きま す が 、 消 去 は で きま せん 。 


づつ ど 


基本 の 使い 方 


受信 する に は 


1. 


P.20 の 説明 に 従い 、 電 源 を 入れ て 音量 と スケ 
ル チ を 調整 し ます 。 
受信 し た い 周 波数 に 合わ せま す 。 


言 号 が 受信 され る と 、RX 表示 ラン プ ( 緑 ) と [BUSY] 
が 点灯 し 、 受 信 音 声 が 聞こ えま す 。 こ の 時 受信 電波 の 強 
度 に より S メー ター が 振れ ます 。 


モニ ター 機能 


スケ ル チ 動 作 を 解除 し 、 弱 い 信号 を 聞く 機能 で す 。 
モニ ター 動作 中 は 、CTCSS や DCS 機能 も 一 時 的 に 解 
除 さ ぐれ ま す 。 


モニ ター し た い バ ンド を メイ ン に し て 、 
FUNC キー を 押し 、FUNC 点灯 時 に MW キー 


を 押し ます 。 
RX 表示 ラン プ ( 緑 ) が 点灯 し スケ ル チ 動 作 が 解除 され 
ます 。 モ ニタ ー 中 は BUSY アイ コン が 点滅 し ます 。 


何 か キ ー を 押す と モニ ター 機能 は 解除 され ま 
す 。 


FM サガ 


EEYnmBIBMME 


S メ ー タ ー 


カビ 婦 ササ ゴゴ 大 


EE2 


モニ ター 機能 は メイ ン バ ンド 側 の み 動 作 し ます 。 


リバ ー ス 機能 


レビ ー タ ー 運 用 時 、 送 信 側 の 周波 数 を 一 時 的 に 受信 する 
と き に 使い ます 。 相 手 局 が レビ ー タ ー を 介さ な いで も 交 
信 で きる か どう か 確認 する の に 便利 な 機能 で す 。 


シフ ト 運 用 中 に FUNC キー を 押し 、FUNC 


点灯 時 に MW キー を 押し ます 。 
ディ スプ レイ に [RF] が 点灯 し 送信 周波 数 を 表示 し て ス 
ケル チ が 開き ます 。 


何 か キ ー が 押さ れる と 解除 され ます 。 


直也 


ルル リガ ガ 7 
『 コ 夏 誠 


オー トレ ビー ター 設定 時 


ETEH/ 


lBUSY] 


ルリ ガガガ 
『 コ 夏 人 


リバ ー ス 機能 は メイ ン バ ン ド 側 の み 動 作 し ます 。 


思 
市 1 2 


で くだ さい 。 


レビ ピー ター の ダウ ン リ ンク 側 を モニ ター し た いと き は スケ ル チ つ まみ を 


シフ ト が 掛か っ て いな いと リバ ー ス 動作 せ ず 、 モ ニタ ー 動 作 を し ます 。 


ロ 
ご 


EE) 


其 本 の 使い 方 


送信 する に は 


34 


< 


送信 する バン ド を MAIN 側 に し ます 。 


送信 し た い 周 波数 に 合わ せま す 。 先 に 運用 し 
て いる 局 が 無い か し ば らく 受信 し て 、 妨 害 を 
与え な いこ と を 確認 し ます 。 


マイ ク の メイ ン PTT キー を 押し ます 。 
TX 表示 ラン プ ( 赤 ) が 点灯 し 、 送 信 状 態 と な かり ます 。 


PTT キー を 押し た まま 、 マ イク に 向かっ て 
普通 の 大 き さ の 声 で 話し て くだ さい 。 

マイ ク と 口 の 間 の 距離 や 声 の 大 き 
声 が 小さ か っ た り 歪 ん だ り し ます 。 

相手 か ら の レポ ー ト に 合わ せ て 加減 し て くだ さい 。 

マイ ク の 感度 は セッ トモ ー ド で も 調整 で きま す 。(P.38) 


PTT キー を 離す と 受信 状態 に 戻り ます 。 


・PTT を 押し な が ら DOWN キー を 押す と コー ル トー ン 信 号 が 送信 さ 
参考 ・ PTT を 押し な が ら UP キ ー を 押す と オー ト ダ イア ラー 信号 が 送信 さ 


さ に よっ て は 、 受 信 側 で 


TX 表示 ラン プ 


れ ま す 。 
れ ま す 。 


送信 周波 数 範囲 外 で PTT キー を 押す と ディ スプ レイ に [OFF] が 表示 され 
ます 。 こ の 状態 で は 送信 する こと は で きま せん 。 表 示 部 に + や ー の アイ コ 
MOMANI MSG ご 注意 くだ さい 。 


送信 中 、 送 信 後 は シャ ー シ が 高温 に な る の で 、 触 れ な いで くだ さい 。 


送信 出力 の 切り 替え 


la 


H/L キー を 押し ます 。 送信 出力 が Hi 一 Mid 
ーLow 一 Hi と 切り 替わり ます 。 

ID パワ ー 時 に は [ 剛 ]、LOW パワ ー 時 に は [ 帳 ] が 点 
灯 し ます 。HI パワ ー 時 は な に も 表示 し ませ ん 。 

初期 値 は H| パワー と な っ て いま す 。 

RF メー ター の 表示 は LOW パワ ー 送 信 時 町 岬 有 MID パワ ー 
送信 時 回目 加 目 日 パワ ー 送 信 時 回目 回 目 昌 目 還 目 加 目 で す 。 


※ 信 出し 735D 785H 

VHF | UHF | VHF | UHF 
HI 20W | 20w | 50W | 50w 
MID 10W | 10W | 20w | zow 
LOW 2W| 2w| 5w| sw 


友和 9 本 


LOW パ ワー 時 


JBMg 


ゴゴ 砂 久 


MID パ ワー 時 


初夏 六 


amBBWSH 
HI パワ ー 時 


MID パ ワー の 出力 設定 は 任意 に 変え る こと が で きま す (P.53)。 パ ワー を 変え て 


・ 送信 中 に は パワ ー 切 り 替 え は で きま せん 。 
・ ス キャン 中 に パワ ー 切 り 替 え は で きま せん 。 
参考 


も HF メー ター の 表示 は 変わ り ま せん 。 


セッ トモ ー ド 


本 機 の 機能 や 動作 を 運用 スタ イル に 合わ せ て 設定 する た め に 使う の が セッ トモ ー ド で す 。 
設定 で きる 項目 を メニ ュー、 選 べ る 状態 や 値 を パラ メー タ 、 と 呼び ます 。 
セッ トモ ー ド 一 覧 
この ペー ジ を 携帯 電話 で 撮影 し て お く と 、 説 明 書 が 手元 に な い 時 の 参考 に な り ま す 。 
メニ ュー 初期 表示 機能 初期 値 
01 AUTO AUTO ステ ッ プ 切り 替え AUTO AUTO 
02 AUTO AUTO 電波 型式 切り 替え AUTO AUTO 
03 MCGAIN OdB マイ ク ゲ イン 調整 OdB 
04 BUSY BUSY スキ ャ ンタ イプ 切り 替え BUSY BUSY 
05 SKIP SKIP メモ リー スキ ャ ン モ ー ド 切り 替え SKIP SKIP 
06 BEEP ら ビー ブ 音 量 調整 ら 
07 VFO - BP ON VFO ビー プ 音 切り 替え ON 
08 BEL - OF BEL - OF 着信 表示 OFF OFF 
09 CLMODE ALL カラ ー モ ー ド 切り 替え ALL 
10 SB CLO SB CLO 待 受 時 照明 色 切 り 替 え CLO CLO 
11 RX CLO RX CLO 受信 時 照明 色 切 り 替 え CLO CLO 
18 TX CLO TX CLO 送信 時 照明 色 切 り 替 え CLO CLO 
13 DIMMER 10 ディ マー 10 
14 LAMP OFF バッ クラ イト タイ マー OFF 
15 CN TRST 3 コン トラ スト 調整 3 
18 ATT - OF ATT - OF アッ テ ネ ー タ ー 切 り 替 え OFF OFF 
17 MPRTCT OFF メモ リー 保護 OFF 
18 SUBPTT OFF サブ PTT 割り 当て 機能 OFF 
19 KEY 2 キー 長押 し 時 間 の 変 
20 AUTRPT ON オー トレ ピー ター ON 
ら 1 RESTOR OFF レス ト ア 機能 OFF 
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セッ トモ ー ド 


セッ トモ ー ド 設定 方 法 


この ペー ジ 以 降 の 説明 に 共通 の 操作 で す 。 必 ず お 読み くだ さい 。 
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| 剛 


FUNC キー を 長押 し する と セッ トモ ー ド に 
な り ま す 。 
メニ ュー 番号 と バラ メー タ が 表示 され ます 。 


メニ ュー 番号 を 目安 に し て 左 ダ イヤ ル 、 右 ダ 
イヤ ル を 押し て メニ ュー を 選択 し ます 。 
左 ダ イヤ ル を 押す と メニ ュー 番号 が 下がり 、 
右 ダ イヤ ル を 押す と 上 が り ま す 。 

また 、 ダ イヤ ル を 押す 続け る こと で オー トリ 
ピー ト し ます 。 


ダイ ヤル を 回 し て パラ メー タ を 変更 し ます 。 
左 バ ンド は 左 ダ イヤ ル で 、 右 バン ド は 右 ダ イヤ ル で 選び 
ます 。 
バン ド や VFO ご と に 細か く 設 定 し な い メ ニュ ー で は 、 
右側 の ダイ ヤル し か 使え ませ ん 。 

この と き 左 ダ イヤ ル を 操作 する と 警告 の ビー プ 音 が 鳴り 
ます 。 


左右 どちら か の ダイ ヤル を 押す と 、 そ の メ 
ニュ ー の 設定 を 確定 し て 次 の メニ ュー に 移り 
ます 。 


ダイ ヤル 以外 の キー を 押す と 設定 を 完了 し て 
ビー プ 音 が 鳴り 、 通 常 表示 に 戻り ます 。 
マイ ク の PTT キー で も 設定 を 確定 し て セッ 
トモ ー ド を 終了 で きま す 。 


初期 設定 時 


メニ ュー に より 、 パ ラメ ー タ は 左右 の バン ド で 個別 に 設定 する も の 、 バ ンド 


が あり ます 。 詳細 は それ ぞ れ の メニ ュー の 説明 を ご 参照 くだ さい 。 


本 機 に は 多彩 な セッ トモ ー ド 項目 が あり ます 。 操作 や 動作 に 慣れ る まで は 細 
か な 登録 は せ ず 、 ま すず 説明 書 を 最後 まで 読み な が ら 全 て の 操作 を お 試し くだ 
さい 。 その うえ で 、P.70 の リセ ッ ト を か け て 初期 化し て か ら 自 分 の 好み の 状態 


ご と に 決め る も の 、 一 度 決め た ら 状 態 に 関係 な く 動き が 固定 され る も の な ど 
し 
参考 


に 設定 する と 、 無 駄 が あめ り ま せん 。 


セッ トモ ー ド 


セッ トモ ー ド の メニ ュー 


この 項目 の 説明 中 、 周 波数 帯 を 意味 する バン ド と 、 左 右 の 操作 側 を 意味 する 右 の バン ド 、 左 の バン ド が 紛 ら 
わし く な る の を 避け る た め 、 こ こ で は 144/430MHz と エア バン ド の こと を バン ド 、 右 バン ド / 左 バ ンド は 
それ ぞ れ VFO と し ます 。 


メニ ュー 01. ス テッ プ 切 り 替 え 


既に 詳し く 説明 し た の で 省略 し ます 。 詳 細 は P.22 を ご 覧 くだ さい 。 


ニー 講 高 し ー| 
メニ ュー 0. 電波 型式 切り 替え 
波 型式 (モー ド 、 と も 呼ば れ ま す ) を 切り 替え られ ます 。AM モー ド で の 送信 は で きま せん 。 
ー FM モー ド は 、VoIlP 通信 な ど で 使 うこ と が あり ます 。 
ー モ ー ド に する と 送信 の 変調 度 が 1/6 に な り 、 受 信 音 量 レ ベル は 大 きく な り ま す 。 


十 寸 副 


本 機 で は 左右 の VFO と 3 つの バン ド そ れ ぞ れ で 、 別 の 電波 型式 を 設定 で きま す 。 


1. FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 02 を 選ぶ と 4 月 4 家 月 
現在 の 電波 型式 設定 が 表示 され ます 。 ge 98 
初期 値 は AUTO で す 。 

rrAUT0ーFM<+ NFM<-AM+NAM ィ 


ど . 右 図 を 参考 に 、 こ の モー ド を 使い た い ほ う の 
VFO の ダイ ヤル を 回 し て 切り 替え ます 。 
AM を 選 記 と AM が 、NFM と NAM を 選 点 
と Nar が 表示 され ます 。 


3. 同じ バン ド は 常に この モー ド を 使い た い 時 
は 、 反 対 側 の VFO で も 同じ バン ド を 選ん で 
か ら セ ッ ト モ ー ド に 入っ て 、 同 様 に 設定 し ま 
す 。 


に ア / 


セッ トモ ー ド 


メニ ュー 03. マイ ク ゲ イン 調整 


声量 や 口元 と マイ ク の 距離 の 取り か た の 癖 に あわ せ て 、 送 信 時 の マイ ク ゲ イン を 土 23dB で 


調整 で きま す 。 


FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 03 を 選ぶ と 
現在 の 設定 が 表示 され ます 。 

初期 値 は OHB で す 。 バ ンド や VFO に 関係 
な く 、 常 に に の パラ メー タ が 有効 に な り ま す 。 


右 ダ イヤ ル を 回 す と -23dB 一 + ら 3dB の 範 
囲 で 調整 で きま す 。 

ー 側 で 変調 が 浅く 、+ 側 で 深く な り ま す 。 
送信 し な が ら の 調整 が で きま す 。 


この 項目 で は PTT キー を 押す と 送信 状態 と な り 、 セ ッ ト モ ー ド は 終了 で きま 


せん 。 


メニ ュー 04. ス キャ ンタ イプ 切り 替え 


づ . 


スキ ャ ンタ イプ は 左右 の VFO で 個別 に 設定 で きま す が 、 バ ンド ご と に 登録 する こと は で き 


せん 。 


TT 


* BUSY は 受信 信号 が 途切れ る まで スキ ャ ン を 止め て 受信 、 信 号 が 消 


し ます 。 
* TIME は 、 受 信 中 で も 指定 する 秒 数 が 経過 し た ら ス ヨ 


ャ ン を 再開 


FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 
入り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 04 を 選 
ぶ と 現在 の 設定 が 表示 され ます 。 初期 値 は 
BUSY で す 。 


下図 を 参考 に 、 こ の 設定 を 使い た い ほ う の 
VFO の ダイ ヤル を 回 し て スキ ャ ンタ イプ を 
切り 替え ます 。 


常に この 条件 で 使い た い 時 は 、 反 対 側 の ダイ 
ヤル で も 同じ 設定 に し ます 。 


F ャ ン を 再開 し ます 。 


BUSYーー テ TIME05 ェ ーー テ + TIME10 一 一 TIMEB0 ュ ーー+ TIME30 ューー テ TIME60 ェ ーー 


( 
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単位 秒 ) 


セッ トモ ー ド 


メニ ュー 05. メモ リー スキ ャ ン モ ー ド 切り 替え 


上 


避 


3. 


メモ リー スキ ャ ン の 動作 条件 を 設定 し ます 。(P.57) 
スキ ャ ン モ ー ド は 左右 の VFO で 個別 に 設定 で きま す が 、 バ ンド ご と に 登録 する こと は で きま 
せん 。 


FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 05 を 選ぶ と 月 尼 
現在 の 設定 が 表示 され ます 。 95 

初期 値 は SKIP で す 。 


+ ら SKIP< ょ ALL< ーFAV< 


右 図 を 参考 に 、 こ の 設定 を 使い た い ほ う の 
VFO の ダイ ヤル を 回 し て メモ リー スキ ャ ン 
タイ ブ を 切り 替え ます 。 


常に この 条件 で 使い た い 時 は 、 反 対 側 の ダイ 

ヤル で も 同じ 設定 に し ます 。 

SKIP: SKIP 指定 し た チャ ン ネ ル を メモ リー スキ ャ ン 時 に 外し て スキ ャ ン す る 。 

ALL : SKIP/ お 気に入り 指定 を 無視 し て すべ て の メモ リー チャ ン ネ ル を スキ ャ ン す る 。 
FAV : お 気に入り チャ ン ネ ル だ け を スキ ャ ン す る 。 


メニ ュー 06. ビー プ 音 量 調整 


| 


品 


操作 中 に キー を 押す と 鳴る ビー プ の 音量 が 変え られ ます 。 


FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 06 を 選ぶ と | 放 上 | ロ 
現在 の 設定 が 表示 され ます 。 95 
初期 値 は ら で す 。 バ ンド や VFO に 関係 な く 

この パラ メー タ が 有効 に な り ま す 。 


下図 を 参考 に 、 右 ダイ ヤル を 回 し て 音量 を 切 
り 替 えま す 。 


音 時 0 音量 小 音量 大 


ーー BEEP OFF ーー+ BEEP 1 一 - BEEP ら ューー+ BEEP 3 還 
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メニ ュー 07.VFO ビー プ 音 切り 替え 


VFO の 周波 数 を 変え て いる と き 、500kHz と 1MHz ご と に ビー プ 音 が 鳴り ます 。 そ の 音 を 
鳴ら すか どう か 選べ ます 。 


1. FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 07 を 選ぶ と | 月 - 朋 / 抽 
現在 の 設定 が 表示 され ます 。 六 99 
初期 値 は DFF で す 。 バ ンド や VFO に 関係 
な く 、 こ の パラ メー タ が 有効 に な り ま す 。 


ら . ON は ビー プ 音 を 鳴ら す 、OFF は 鳴ら さ な 
いで す 。 右 ダイ ヤル を 回 し て 選び ます 。 


メニ ュー 08. 着信 表示 


信号 を 受信 し た 時 に 、 ベ ル 音 と ベル アイ コン の 点 減 で 着信 を 知ら せる 機能 で す 。 


1. FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 08 を 選ぶ と | 肝 ! - 計 朋 - 
現在 の 設定 が 表示 され ます 。 初期 値 は OFF |[" 9g 
で す 。 rーBELL OFF 一 一 ~ BELL ON 一 一 
左右 の VFO で 個別 に 設定 で きま す が 、 バ ン 
ド ご と に 登録 する こと は で きま せん 。 

ON に する と ベル の アイ コン が 表示 され ま 
す 。 


ら . ON は この 機能 を 使う 、OFF は 使わ な い 、 
で す 。 こ の モー ド を 使い た い ほ う の VFO の 
ダイ ヤル を 回 し て 選び ます 。 


ベル 機能 を ON に し て いる と : 

・ スケ ル チ が 開く と アイ コン が 点 減 し て ビー プ 音 が 鳴り ます 。 

・ て き ば ぱ ば き と 送 受信 を 繰り 返し て の 交信 中 は 、 ビ ー プ 音 は 鳴り ませ ん 。 
受信 信号 が 無く な っ て か ら 10 秒 以上 経つ と ビー プ 音 が 鳴る よう に な り ま す 。 ア イコ ン は 
分 が 何ら か の 操作 を する まで 点 減 し て いま す 。 
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メニ ュー 09. カラ ー モ ー ド 切り 替え 機能 


次 の メニ ュー 10 一 1 ら で 設 定 する 待ち 受け 時 、1 


色 を 割り 当て る 範囲 


を 選べ 


ます 。 


FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 09 を 選 点 と 、 
ディ スプ レイ に 現在 の カラ ー モ ー ド タイ プ が 
表示 され ます 。 


右 ダ イヤ ル を 回 す と 以下 の よう に カラ ー モ ー 
ド が 切り 替わり ます 。 


ALL<ー 0 RTS | 


ALL 。 : バ ンド 、 メ イン ・ サ ブ 、VFO や メモ リー モー ド の 設定 に か か わら ず 、 右 と 左 に 
割り 当て た 色 で 送受 待ち 受け 設定 し た 色 を 使い ます 。「 バ ンド に は こだわ ら な い 、 
常に 右側 は 青 ・ 赤 ・ 白 、 左 は 緑 、 黄 、 上 集 で 良い 」 と いう 設定 で す 。 

MEMORY : [左右 を 切り 替え て も 沿 に VHF は 赤 、UHF は 緑 を 使い た い ]」 と いう よう な 場合 
に 使う モー ド で す 。 チャン ネル ステ ッ プ や モー ド 設 定 と 同じ よう に 左右 x バ ンド 
数 =6 つの 色 設 定 を 登録 で きま す 。 ま た その 状態 を メモ リー チャ ン ネ ル に 登録 で 
きま す 。 

GRADTN : グラ デー ショ ン 表 示 、 液 晶 色 が 順番 に 切り 替わり ます 。 

RAINBW : レイ ン ボ ー 表 示 、 左 か ら 右 に 液 昌 色 が 流れ る よう に 変わ り ます 。 

に d ニク グラデ ーション と レイ ン ポ ー は 一 切 の 調 光 、 設定 、 メ モリ ー 登 録 が で きま せん 。 


メニ ュー 10. 待ち 受け 時 照明 色 切 り 替 え 


待ち 受け 時 (スケ ル チ が 閉じ た 状態 ) の ディ スプ レイ 蝶 明 色 を 切り 替え ます 。 


左右 個別 に 設定 で きま す 。 


FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 10 を 選ぶ 
と ディ スプ レイ に 現在 の 設定 色 が 表示 され ま 
す 。 


下図 を 参考 に 、 設 定 し た い ほ う の VFO の ダ 
イヤ ル を 回 す と 以下 の よう に 表示 が 替わり 待 
ち 受 け 時 の ディ スプ レイ 照明 色 が 切り 替わり 


ます 。 

CLO : ホワ イト  CL5 : パー プル 

CL1 : レッ ド CL6 : ライ トブ ルー 

CL8 : グリ ー ン CLZ7 : オレ ンジ 

CL3 : ブル ー CL8 : ピン ク 

CL4 : イエ ロー  CL9 : ライ ト グ リ ー ン 
P.61 で RGB カラー 設 定 を する と CLA 一 
参考 次 の ペー ジ の メニ ュー 1 1.12 も 同様 で す 。 


CLF も 表示 され ます 。 
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メニ ュー 1 1. 受信 時 照明 色 切 り 替 え 


受信 時 の ディ スプ レイ 照明 色 を 切り 替え ます 。 
左右 個別 に 設定 で きま す 。 


FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 11 を 選 点 
と ディ スプ レイ に 現在 の 設定 色 が 表示 され ま 
す 。 


右 図 を 参考 に 、 設 定 し た い ほ う の VFO の ダ 
イヤ ル を 回 す と 以下 の よう に 表示 が 替わり 受 
信 時 の ディ スプ レイ 照明 色 が 切り 替わり ま 
す 。 


MAIN,SUB どちら か の スケ ル チ が 開い た 場 
合 に 指定 し た 照明 色 に 切り 替わり ます 。 


CLO : ホワ イト  CL5 : パー プル 

CL1 : レッ ド CL6 : ライ トブ ルー 
CL2 : グリ ー ン  CL7 : オレ ンジ 

CL3 : ブル ー CL8 : ピン ク 
CL4 : イエ ロー CL9 : ライ ト グ リ ー ン 


メニ ュー 1 どら . 送信 時 照明 色 切 り 替 え 


送信 時 の ディ スプ レイ 照明 色 を 切り 替え ます 。 
左右 個別 に 設定 で きま す 。 


FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 12 を 選 点 
と ディ スプ レイ に 現在 の 設定 色 が 表示 され ま 
す 。 


右 図 を 参考 に 、 設 定 し た い ほ う の VFO の ダ 
イヤ ル を 回 す と 以下 の よう に 表示 が 替わり 送 
信 時 の ディ スプ レイ 照明 色 が 切り 替わり ま 


す 。 

CLO : ホワ イト  CL5 : パー プル 

CL1 : レッ ド CL6 : ライ トブ ルー 
CL2 : グリ ー ン  CL7 : オレ ンジ 

CL3 : ブル ー CL8 : ピン ク 
CL4 : イエ ロー  CL9g : ライ ト グ リ ー ン 


ソ リリ 月 有り 了 ) 太 
7 ナチ た ルナ し 衣 


IMAIN 


r~RX CLO 


ます 
すす 


< トト ー テ RX CL9 ーー 


田 弊社 電子 事業 部 ホー ムペ ー ジ の 「 カ タロ グ ・ 取 扱 説明 書 ] の 取扱 説明 書 ダ ウン ロー ド に 、 
液晶 色 の 登録 と 運用 方 法 に つい て 、 ス テッ プ バ イス テッ プ で 詳し く 説 明 し た 資料 を 掲 
載 し て いま す 。 ウエ ブサ イト が ご 覧 に な れ な い 方 は 、 無 償 で コピ ー を お 送り し ます の で 、 
弊社 営業 所 また は お 客 様 ご 相談 窓口 の フリ ー ダ イヤ ル ま で お 電話 に て ご 相談 くだ さい 。 
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メニ ュー 13. ディ マー 


1. FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 13 を 選ぶ と | 月 用 旭 大 
現在 の 設定 が 表示 され ます 。 初期 値 は 10 で | 
す 。 バ ンド や VFO に 関係 な く 、 こ の パラ メー 
タ が 有効 に な り ま す 。 


ら . 10 が 最も 明る く 、0 で は 常に 消灯 で す 。 右 
側 の ダイ ヤル を 回 し て 好み の 明る さ を 選 び ま 
す 。 


メニ ュー 14. バッ クラ イト タイ マー 
本 機 を 操作 し た と き に 、 一 時 的 に 液晶 表示 を 明る くす る 機能 で す 。 メ ニュ ー 13 で 設定 され て 
いる 明る さ を 基 準 と し て 、 そ こ か ら 5 段階 明る く 光 り ます 。 
明る く 光 る 時 間 も 選べ ます 。 バ ンド や VFO に 関係 な く 、 常 に この 設定 が 有効 に な り ま す 。 


1. FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 14 を 選ぶ と ) 人 7H 月 
現在 の 設定 が 表示 され ます 。 初期 値 は OFF | 呈 中 


で す 。 


ら . 下図 を 参考 に 、 右 ダイ ヤル で 切り 替え ます 。 
数 値 は 操作 終了 時 か ら 明 る さ が 元 に 戻る まで 
の 時 間 ( 秒 ) を 表し ます 。 
秒 数 を 選べ ば タイ マー 機能 も 自動 的 に セッ ト 
され ます 。 


> OFF ーーー+ 3 ー ょ 5 ューー+ フュ ーー+ 10 ニーー- ら 0 = 


に コ ディ マー を 0 に し た 状態 で この 機能 を 使用 する と 、 操 作 す る と きだ け バ ッ ク 
参考 ライ ト を 点灯 させ る こと が で きま す 。 
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メニ ュー 15. コン トラ スト 調整 


表示 部 分 の LCD 液晶 の コン トラ スト を 調整 で きま す 。 


1. FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 15 を 選ぶ と 
現在 の 設定 が 表示 され ます 。 
初期 値 は 3 で す 。 バン ド や VFO に 関係 な く 、 
常に この パラ メー タ が 有効 に な り ま す 。 


ら . 右 ダ イヤ ル を 回 し て コン トラ スト を 好み の 状 
態 に 設定 し ます 。 ら 5 段階 で 調整 で きま す 。 


液晶 の 色 に よっ て は 効果 を 確認 し に くい こと が あり ます 。 


メニ ュー 16. アッ テ ネ ー タ ー 切 り 替 え 
アッ テ ネ ー タ ー と は 、 意 図 的 に 受信 感度 を 下げ る 機能 で す 。 近 くに 強い 信号 が ある と 、 そ の 影 
辻 を 受け て 目的 の 信号 が 聞こ え に く く な る よう な こと が あり ます 。 感度 を 下げ る こと で 、 こ の 
影響 を 軽減 で を る こと が あり ます 。 ア ッ テ ネ ー タ ー は 左右 の VFO で 個別 に 設定 で きま す が 、 
バン ド ご と に 登録 する こと は で きま せん 。 


1. FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 16 を 選ぶ と 
現在 の 設定 が 表示 され ます 。 初期 値 は OFF 
で す 。 


ら . この 設定 を 使い た い ほ う の VFO の ダイ ヤル 
を 回 し て パラ メー タ を 切り 替え ます 。 


・ OF : アッ テ ネ ー タ ー は 動作 し ませ ん 。 

・ SQ : SQL ツマ ミ を 真 上 より 右 に 回 す と アッ テ ネ ー タ ー が 徐々 に 効 寺 出し ます 。 右 に 回 し 
切る と 約 10dB の アッ テ ネ ー タ ー 動 作 と な り ま す 。 ア ッ テ ネ ー タ ー を ひん ば ん に 使 
う 方 に お すす めし ます 。SQL ツマ ミ が アッ テ ネ ー タ ー 動 作 範囲 に 入る と ATT が 点 条 
し ます 。 こ の と き ス ケル チ は 開放 と 最大 の 中 間 の レベ ル に な り ま す 。 

・ ODN : 約 10dB アッ テ ネ ー タ ー を 常に 動作 させ ます 。 い つも 感度 が 下がる た め 、 通 常 は 使 
いま せん 。ON を 選 記 と ATT アイ コン が 点灯 し ます 。 


3. 常に この 条 件 で 使い た い 時 は 、 反 対 側 の ダイ 
ヤル で も 同じ 設定 に し ます 。 
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メニ ュー 17. メモ リー 保護 


間違っ た 操作 を し て 登録 し た メモ リー チャ ン ネ ル に 不要 な デー タ を 上 書き し な いよ う 、 メ モ 
リー の 上 書き を 禁止 を する こと が で きま す 。 


1. FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 17 を 選ぶ と 
現在 の 設定 が 表示 され ます 。 
初期 値 は DFF で す 。 バ ンド や VFO に 関係 
な く 、 淀 に この パラ メー タ が 有効 に な り ま す 。 


ら . ON は 上 書き を 禁止 する 、OFF は 上 書き 可 
能 で す 。 右 ダイ ヤル を 回 し て 選び ます 。 


・ メモ リー リセ ッ ト (P.70) を する と ON に し て いて も メモ リー チャ ン ネ ル は 消 
えま す 。 


|) ON に し て いて も メモ リー モー ド 時 、 チャンネル デ ー タ を 一 時 的 に 変更 で き 
ます 。( チ ャ ン ネ ル を 変え た り 電 源 を オン オフ し た りす る と 元 の デー タ に 戻 
り ま す 。) 


メニ ュー 18. サブ PTT 割り 当て 機能 


EMS-78 の サブ PTT に 割り 当て た い 機 能 を 選べ ます 。 


1. FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 18 を 選ぶ と | 月 月 衣 
現在 の 設定 が 表示 され ます 。 に 
初期 値 は OFF で す 。 バ ンド や VFO に 関係 な く 、 常 に 
この パラ メー タ が 有効 に な り ま す 。 


ら . 下記 を 参考 に 、 右 ダイ ヤル を 回 し て 好み の 機 

能 を 選び ます 。 

OFF : 何 も 動作 し ませ ん 。 

SUB TX : サブ バン ド 側 で 送信 し ます 。 

MID TX : パワ ー 設 定 状態 に 関係 な く メ イン バン ド を Mid パワ ー で 送信 し ます 。 

LOW TX : パワ ー 設 定 状態 に 関係 な く メ イン バン ド を Low パワ ー で 送信 し ます 。 

MAINTX : メイ ン PTT と 同じ 動作 で す 。 

M MON| : メイ ン バ ン ド を モニ ター 状態 に し ます 。 

M BAND : メイ ン バ ン ド を 切り 替え ます 。 
『ー* OFF = 一 - SUB TX ーー MID TX ーー- LOW TX ーー- MAINTX ーーー- M MONI ーー M BAND 軸 


ロ 


45 


セッ トモ ー ド 


46 


メニ ュー 19. キー 長押 し 時 間 の 変更 


バン ド 切 り 替 え 、 ス キャン 、 セッ トモ ー ド 、 キー ロッ ク 、 CALL チャ ン ネ ル 


ほ び 出し 、 


メ 


モリ ー 


簡単 登録 な ど 、 キ ー を 長く 押す 操作 の タイ ミン グ を 好み の 長 さ に 変え られ 8 
早 す ぎる と 誤操作 し や すく な り 、 長 すぎ る と 操作 が も た つい て し まい ます 。 


ます 。 


1. FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 19 を 選ぶ と 
現在 の 設定 が 表示 され ます 。 
初期 値 は ら ( 秒 ) で す 。 バ ンド や VFO に 関係 
な く 、 常 に この パラ メー タ が 有効 に な り ま す 。 


ら . 右 ダ イヤ ル を 回 し て 好み の 状態 に 設定 し ま 
す 。 5 段階 ( 秒 ) か ら 選 べ ま す 。 


メニ ュー ら 0. オー トレ ビー ター 


MEY 
旭 


ビ 


初期 状態 で は 439MHz 帯 の レビ ー タ ー バ ンド に 入る と 自動 的 に マイ ナス 5MHz の シフ ト と 


88.5Hz の トー ン が 掛か り ま す 。 


海外 で の 運用 な ご ど 、 日 本 の オー トレ ビー ター 設定 が 不用 な と き は 設定 を 解除 し ます 。 


1. FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 _ 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 20 を 選び ま | //7 同 有 7 
す 。 e9 


VFO や バン ド に 関係 な く 、 常 に この パラ メー 
タ が 有効 に な り ま す 。 

ら . ON は この 機能 を 使う 、OFF は 使わ な い 、 
で す 。 右 ダイ ヤル を 回 し て OFF を 選び ます 。 


オニ トレ ピー ター の 設定 を カメ タマ イズ し た いと どき は VE0 オー ドブ プロ グラ 


参考 ム 機 能 (P.55) を 使い ます 。 


セッ トモ ー ド 


メニ ュー ら 1. レ スト ア 機 能 


操作 時 の 状態 で 記憶 させ て お く こ と が で きま す 。 


セッ トモ ー ド の 設定 を 、 こ の 


リセ ッ ト 後 に 相 


倒 な セット モ ー ド 設定 を や り 直 すこ と が 無く な り ま す 。 


セッ トモ ー ド が 使い や すい 状態 に な っ た 時 点 で この 操作 を され る こと を お すす めし ます 。 


色 設 定 な ご ど 、 セ ッ ト モ ー ド 以外 の 機能 と 関連 付け る 項目 は 完全 な 形 で 修復 で き な い 場 


ご 注意 
ご 注 昌 


合 が あり ます が 、 異常 で は あり ませ ん 。 


FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー ら 1 を 選ぶ と 
[RESTOR OFF] が 表示 され ます 。 


右 ダ イヤ ル を 回 し て SAVE を 選び 、FUNC 
キー を 長押 し し ます 。 

ビー プ 音 が 只 り 、 デ ー タ が 登録 され て セッ ト 
モー ド を 終了 し ます 。 後日 、 別 の 状態 を 保存 
し た いと き は 、 そ の 状態 に し た 後 で 1 と ら 

の 動作 を を 繰り 返し ます 。 


レス ト ア し た 状態 に 復元 し た いと き は 、 

操作 を 繰り 返し て 右 ダ イヤ ル で YES を 選 0 
FUNC キー を 長押 し し ます 。 

ビー プ 音 が 鳴り 、 一 旦 電源 が 切れ た 後 、 自 動 
的 に 再起 動 し ます 。 


レス ト ア 機能 で 保存 し た デー タ は リセ ッ ト で 
は 消す こと が で きま せん 。 保存 し た デー タ を 
消去 し た いと き は 、1 の 操作 で 右 ダ イヤ ル を 
回 し て DELETE を 表示 させ た あと 、FUNC 
キー を 長押 し し ます 。OFF が 表示 され 、 デー 
タタ が 消去 され ます 。 


座 57f YE5 


い 大 LE 


座 57 


オー ルリ セッ ト を し て も レス ト ア で きま す が 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル は 復元 で きま せん 。 
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セッ トモ ー ド 


上 級 セ ッ ト モ ー ド 


一 度 設定 する と めった に 変更 し な い 機 能 や 、 通 常 は 変更 し な く て よい が 特定 の 状態 に な つた 時 に 操作 で きた 


いす る d 


ト つ な 


上 級 セ ッ トモ ー ド 一 覧 


ほう が 便利 な 機能 を 集め た セッ トモ ー ド で す 。 意味 が 分 か ら ず 操作 する と 使い づら く な っ た り 、 故 障 と 勘 違 
動作 を し た りす る こと が ある た め 、 一 般 の セッ トモ ー ド と は 別に し て いま す 。 


メニ ュー 表示 機能 初期 値 
如 APO OFF オー ト パ ワ ー オ フ (APO) OFF 
ら 3 TOT OFF タイ ム ア ウ ト タ イ マー (TOT) OFF 
ら 4 TOTP OFF TOT ペナ ル テ ィ OFF 
ら 5 TB ALART トー ンコ ー ル (トー シバ ー ス ズ スト ・ ドーン) ALART 
ら 6 BCL - OF BCL - OF ビジ ー チ ャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト (BCLO) OFF OFF 
ら / S - MUTE OFF 送信 時 の サブ バン ドミ ュー ト OFF 
ら 8 SCNLMP OFF スキ ャ ン ・ ラ イト OFF 
ら 9 FAN AUTO ファ ン の 動作 AUTO 
30 VM 0 UM 0 Mid パワ ー の 出力 設定 00 
31 HTR- N HTR-N イメ ー ジ 受信 リジェ クト N_N 
づら TNC OFF 「NC 用 出力 OFF 
33 MEMORY COMMON メモ リー チャ ン ネ ルモード 切り 替え COMMON 


上 級 セ ッ ト モ ー ド 設定 方 法 


H/L キー を 長押 し し て キー ロッ ク し ます 。 ひ Tn が 表示 され て か ら 10 秒 以内 に H/L キー を 5 回 押す と ビー 

音 が 鳴り 、 デ ィ ス プレ イ 左 上 に 妨 マー ク が 点灯 し ます 。 
その 状態 で セッ トモ ー ド に 入る と 、 通 常 セ ッ トモ ー ド に 加え て 上 級 セ ッ ト モ ー ド の メニ ュー が 追加 され ます 。 
次 ペー ジ 以 降 の 説明 中 、 こ の 操作 は 省略 し て 単に 「 セ ッ ト モ ー ド に 入り 」 と し て いま す の で ご 注意 くだ さい 。 
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同じ 操作 で 上 級 セ ッ トモ ー ド を 閉じ られ ます 。 閉 じ て も パラ メー タ は 保持 され ます 。 
文 マ ー ク と 不用 な メニ ュー が 消え 、 通 常 セ ッ ト モ ー ド で の 操作 が し や すく な り ま す 。 


セッ トモ ー ド 


メニ ュー らら . オー トバ ワー オフ (APO0O) 


電源 スイ ッ チ の 切り 忘れ を 防ぐ 機能 で す 。APO が 設定 され て いる 時 、 無 操作 の 状態 が 設定 さ 
れ た 時 間 続く と 、 ビ ー プ 音 が 鳴り 、 自 動 的 に 無線 機 の 電源 が 切れ ます 。 


1. FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー らら を 選ぶ と 人 月 
現在 の 設定 が 表示 され ます 。 Gg 
初期 値 は OFF で す 。 バ ンド や VFO に 関係 
な く 常 に この パラ メー タ が 有効 に な り ま す 。 


ら . 下図 を 参考 に 、 右 ダイ ヤル を 回 し て パラ メー / 条 リ 
タ を 選び ます 。 単位 は 分 で す 。 6 
OFF 以外 を 選 点 と APOU アイ コン が 点灯 し 設定 ON の 場合 
ます 。 


ーー APO OFF ーー APO 30 ーー APO 60 ーー APO 80 ーー APO 1280 ーー APO 150 ーー APO | 


メニ ュー ら 3. タイ ム ア ウ ト タ イ マー (TOT) 


連続 送信 時 間 が 設定 され た 時 間 を 超過 し た 場合 、 タ イム アッ プ の 5 秒 前 に ビー プ 音 が 鳴り 、 
無線 機 は 自動 的 に 受信 状態 に かり ま す 。 一 度 PTT キー を 離さ な いと 、 送 信 で きま せん 。 

レビ ー タ ー で 一 人 が 長く 送信 し すぎ な い 様 に タイ ム ア ッ プ を 設定 し て いる 場合 な ど に 使え る 機 
能 で 、 タ イム アウ ト タ イ マー と 呼ば れ て いま す 。 


1. FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 23 を 選ぶ と 上 衣 
現在 の 設定 が 表示 され ます 。 還 層 
初期 値 は OFF で す 。 バ ンド や VFO に 関係 
な く 、 こ の パラ メー タ が 有効 に な り ま す 。 Tj7 

人 ー gg 

設定 時 間 60 秒 の 場合 


ら . 下図 を 参考 に 、 右 ダイ ヤル を 回 し て バラ メー 
タ を 選び ます 。 単位 は 秒 で す 。 
OFF 以外 を 選 点 と 、TOT アイ コン が 点灯 し 
ます 。 


IOTO 記 モー 1OTS90 エー 1QT60 テ デー と テテ 5 TOT 450~~ 
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セッ トモ ー ド 


メニ ュー ら 4.TOT ペナ ル テ ィ 


送信 が TOT 機能 で 終了 し た 場合 、P1 


「 キー を 押し て も 、 設 定 さ れ た TOT ペナ ル テ ィ 時 間 内 


は 送信 を 禁止 する 機能 で す 。TOT ペナ ル テ ィ 時 間 中 に PTT が 押さ れ た 場合 に は アラ ー ム 音 が 


鳴り ます 。 

圏 TO0T ペナルティ 時 間 設 定 

1. FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 TWD 敵 選 に 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 4 を 選ぶ と |am 「 リ ロナ 
現在 の 設定 が 表示 され ます 。 
初期 値 は OFF で す 。 バ ンド や VFO に 関係 生 
な く 常に この パラ メー タ が 有効 に な り ま す 。 | 「 け ロコ 

ら . 下図 を 参考 に 、 右 ダイ ヤル を 回 し て パラ メー 設定 時 間 5 秒 の 場合 


タ を 選び ます 。 単位 は 秒 で す 。 


[ TOTP OFF 一 - TOTP 1 一 -・・ ーー+TOTP オーーー・ ーーーー TOTP 


メニ ュー ら 5. トー ンコ ー ル ( 


トー ン バ ー ス ト ) 


ブレ ー ク (交信 中 に 割り 込み 呼び 出し を する こと ) し た いと き 等 、 ト ー ン で 相手 局 の 注意 を 喚 


起 で きま す 。 


1. FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー ら 5 を 選ぶ と 用 E 記 
現在 の 設定 が 表示 され ます 。 e5 


また 、1750 100Hz の トー ン は 欧州 の アマ チュ アレ ビー ター で 多用 され て いる トー ン 
バー スト 式 レ ビー ター に アク セス する と き に 使う トーン で す 。 


初期 値 は ALERT で す 。 バ ンド に 関係 な く 、 
常に この パラ メー タ が 有効 に な り ま す 。 


ら . 下図 を 参考 に 、 右 ダイ ヤル を 回 し て パラ メー 


タタ を 選び ます 。 
トー ン を 送信 する に は PTT キー を } 
ン キ ー を 押し ます 。 


ューーー テ 


「+ TB ALERT ーー テー TB 175 


し て いる 間 、 ト ー ン が 送出 され ます 。 
0 


し て いる 間 に ダ ウ 


B 2100 +ーー TB 1000 ーー TB 1450 久 


に | 
参 
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欧州 '@ 二 番 水 回 司 ラ 言 な < く チ ョ レレ 二 夕 計 ド ュ ン は Il /56(HZ)IG'9s 


セッ トモ ー ド 


メニ ュー ら 6. ビジ ー チ ャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト (BCLO) 


受信 状態 に 応じ て 送信 を 制限 する 機能 で す 。 
・ セッ トモ ー ド に より BCLO の ON/OFF を 設定 で きま す 。 
・ ビジ ー チ ャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト が 設定 され て いる と 次 の 場合 の み 送信 が 可能 で す 。 
それ 以外 の 条件 で は 送信 する こと が で きま せん 。 
1. 信号 が 入 感 し て いな い 場 合 (BUSY が 消灯 し て いる 状態 ) 
ら . トー ンス ケル チ 設 定 状態 で トー ン が 一 致し て スケ ル チ が 開い た 場合 。 
3. DCS 設定 状態 で コー ド が 一 致し て スケ ル チ が 開い た 場合 
・ 送信 が 禁止 され て いる 状態 で PITT キー を ON に する と 警告 音 が 鳴り ます 。 
この 時 は 電波 は 送信 され ませ ん 。 


1. FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 86 を 選ぶ と | 用 ) - 計 唱 ) - 肛 
現在 の 設定 が 表示 され ます 。 時 25 
初期 値 は DFF で す 。 左右 の VFO で 個別 に 
設定 で きま す が 、 バ ンド ご と に 登録 する こと BCLOF 一 一 BCLON 
は で きま せん 。 


2. ON は この 機能 を 使う 、OFF は 使わ な い 、 
で す 。 こ の 設定 を 使い た い ほ う の VFO の ダ 軒 
イヤ ル を 回 し て 切り 替え ます 。 85 
メニ ュー ら 7. 送信 時 の サブ バン ドミ ュー 


メイ ン バ ン ド で 送信 中 、 サ ブ バ ンド で 受信 し て も 音声 を 出さ な いよ うに で きま す 。 


1. FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 | 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 87 を 選び ま | 5-M 有 用 
す 。 初期 値 は OFF で す 。 6 g9 
VFO や バン ド に 関係 な く 、 常 に この パラ メー 
タ が 有効 に な り ます 。 
C_MM リ 本 し 7 
_ コロ V 
ら . ON は この 機能 を 使う 、OFF は 使わ な い 、 | 呈 に 


で す 。 右 ダイ ヤル を 回 し て 選び ます 。 
ON に する と MUTE アイ コン が 点灯 し ます 。 
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セッ トモ ー ド 


5g 


メニ ュー 2 ら 8. ス キャ ン ・ ラ イト 


スキ ャ ン 中 に 受信 し て スケ ル チ が 開く と ら 秒間 、 液 晶 が 最大 輝度 で 光り ます 。 
ディ マー で 表示 を 暗く し て いる と き の ス キャ ン に 便利 で す 。 


1. FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 28 を 選び ま 
す 。 
初期 値 は DFF で す 。VFO や バン ド に 関係 な 
く 、 常 に この パラ メー タ が 有効 に な り ま す 。 


ら . ON は この 機能 を 使う 、OFF は 使わ な い 、 
で す 。 右 ダイ ヤル を 回 し て 選び ます 。 


メニ ュー 89. ファ ン の 動作 


ファ ン の 動作 条件 を 選べ ます 。 通 気 が 悪 い 場所 に 設置 し た と き は ON, 少し で も ファ ン の 回 る 


を 消し て 静か に 運用 し た い 場 合 は HITEMP を 選び ます 。 


1. FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 


入り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 89 を 選 た 航 人 
ぶ と 現在 の 設定 が 表示 され ます 。 初期 値 は | 69 
AUTO で す 。 

VFO や バン ド に 関係 な く 、 常 に この バラ メー 

タ が 有効 に な り ま す 。 


ら . 右 ダ イヤ ル を 回 し て パラ メー タ を 選び ます 。 


AUTO  : 送信 時 及び 送信 終了 後 2 分 間 、 ま た は 本 体 が 高温 に な っ た と き に 回 り 


る と 自動 的 に 止ま り ま す 。 
ON :・ 沿 時 回 り ま す 


ー 
l 
2 
AU 


HITEMP : 本 体 が 高温 に な っ た 時 だ け 回 り ま す 。 主 に 受信 が メイ ン の 運用 スタ イル に 向い て 


いま す 。 送 信 を 始め る と 早い 段階 で 共 く な る た め AUTO の ほう が 
冷え る と 上 自動 的 に 止ま り ま す 。 


に d)。 ニ ファ ン が 動作 する 温度 は 約 70C で す 。 


的 で す 。 


セッ トモ ー ド 


メニ ュー 30.Mid パワ ー の 出力 設定 


Mid パワ ー 送 信 時 の 昌 


H 力 を Low ~ Hi の 間 で 任意 に 設定 で きま す 。 パ ワー 計 と ダミ ー ロ ー ド 


の 使用 を お すす めし ます 。 
VHF/UHF で 個別 に 設定 で きま す 。 


FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 30 を 選ぶ と 
現在 の 設定 が 表示 され ます 。 初期 値 は 0 の 
D タイ プ :10W、H タイ プ :20W で す 。 


左 の ダイ ヤル で VHF、 右 の ダイ ヤル で UHF 
の Mid パワ ー 出 力 設定 が で きま す 。 

バラ メー タ は -10 一 10 の ら 1 段階 で す 。 
-10 で Low パワー と 同じ に 、+10 で Hi ババ 
ワー と 同じ に な り ま す 。 


VOL ツマ ミ を 押し て MAIN を 切り 替え 、 
PTT で 送信 する こと が で きま す 。 調整 し た 
い 方 の バン ド を MAIN に し て 調整 し て くだ 
さい 。 


リ /M/ 7 J) MM 有 7 
リリ リ 4 品 員 4 
本 39 


この 項目 で は PTT キー を 押す と 送信 状態 と か なり 、 セ ッ ト モ ー ド は 終了 で きま せん 。 
バン ド や メモ リー チャ ン ネ ル が 受信 専用 周波 数 の と き は この 設定 は で きず 、 


警告 の ビー プ 音 が 鳴り ます 。 


メニ ュー 31 . イメ ー ジ 受信 リジェ クト 


イメ ー ジ 受 
め ま す 。 


9 


ノイ ズブ ラン カー で は あり ませ ん 。 全 て の イメ ー ジ 受信 に 有効 と は 限り ませ ん 。 


周波 数 に よっ て は 動作 し な いこ と も あり ます 。 


FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 31 を 選び ま 
す 。 初期 値 は N(Normal) で す 。 


この 設定 を 使い た い ほ う の VFO の ダイ ヤル 
を 回 し て R(Reverse) に 切り 替え ます 。 


常に この 秒 件 で 使い た い 時 は 、 反 対 側 の ダイ 
ヤル で も 同じ 設定 に し ます 。 


言 (関係 の な い 周 波数 の 電波 が 聞こ えて くる よう な 妨害 ) が 起き た と き に 効果 が 望 


内 所 選 -0 
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セッ トモ ー ド 


メニ ュー 3 ら .TING 用 出力 


本 機 の 背面 に め る DIN ソケット か ら 、 後 述 の 信号 を 取り 出す こと が で きま す 。 
市 販 の TNC の よう な 人 外部 機器 に 接続 する と き に 使い ます 。 


本 機 に 採用 され て いる 部 品 の 定格 に 制限 が あり 、4800bps を 超え る デー タ 
通信 (/ パ ケッ ト 通 信 な ど ) は で きま せん 。 外 部 TNC 機器 が 960Obps 対応 
で も 、 高 速 通 信 は で きま せん 。TNC モー ド は 右 バ ンド で の み 動 作 し ます 。 


1. FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 入 
り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 32 を 選ぶ と 才 届 
現在 の 設定 が 表示 され ます 。 初期 値 は OFF 3 
で す 。 

VFO や バン ド に 関係 な く 、 常 に この バラ メー 
タ が 有効 に な り ま す 。 


ら . ON は この 機能 を 使う 、OFF は 使わ な い 、 
で す 。 右 ダイ ヤル を 回 し て 選び ます 。 
ON を 選ぶ と TNC アイ コン が 表示 され ます 。 


メニ ュー 33. メモ リー チャ ン ネ ルモード 切り 替え 


使用 する メモ リー チャ ン ネ ルモード を 切り 替え ます 。 共 通 チ ャ ン ネ ル 、 
の チャ ン ネ ル か ら 選 び 、 運 用 に 合っ た 使い 方 が で きま す 。 


= 


敵 別 チャ ン ネ ル 、 全 て 


1. FUNC キー を 長押 し し て セッ トモ ー ド に 
入り 、 ダ イヤ ル を 押し て メニ ュー 33 を 選 
ぶ と 現在 の 設定 が 表示 され ます 。 初期 値 は 
COMMON で す 。 


ら . 下図 を 参考 に 、 右 ダイ ヤル を 回 し て バラ メー 


タ を 選び ます 。 

COMMON : 共通 メモ リー (O00 999) だ け を 使い ます 。 

L/R : 個別 メモ リー (LO0 L99、RO0 ~ H89) だ け を 使い ます 。 

ALL : 共通 メモ リー (OO0 ~ 989)、 個 別 メモ リー (LO0 一 L99、RO0 ~ Rg98) 両 
方 が 使え ます 。 


・ メモ リー の 簡単 登録 は CDMMON と L/R で は それ ぞ れ の メモ リー チャ ン 
ネル に 登録 され ます が 、ALL の 時 は 共通 メモ リー チャ ン ネ ル に し か 簡単 操 
作 で の メモ リー 登録 は で きま せん 。 

メモ リ ニテ ャ ン ネ ルモード を 徐 え |'@ も 、 =ー 度 登録 じ た 却 セン ネル デニ タ は 

消え ませ ん 。 


衣 1 
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便利 な 機能 


シン グル バン 


ド 機能 


ョ し て 、 モ ノバ ンド 機 と し て - 


使え ます 。 サブ バン ド 側 の 


片方 の 表示 を 


中 


中 


FUNC キー を 押し て 、[FUNC} 点灯 中 に 運 
用 し た い ほ う の VOL キー を 押し ます 。 
反対 側 の バン ド が 消え ます 。 消 えた ほう の バ 
ンド は 一 切 の 動作 を し な く な り ま す 。 


同じ 操作 で ツイ ン バ ン ド に 戻り ます 。 


VFO オー トブ ログ ラム 設 


受信 を し た く な いと き に 便利 な 機能 で す 


『 古 


オー トレ ビー ター 機能 を カス タマ イズ し た いと き に 使い ます 。 オ ー ト レビ ピーター を 設定 し て いて も 、 こ の 機 
能 は 動作 し ます 。 オ ー ト レビ ピー ター と 同じ 帯域 に 設定 する と こち ら の 設定 が 優先 され ます 。 
APL と APH で 設定 し た 周波 数 内 で は 、 自 動 的 に 登録 し た 内 容 の 機能 が 動作 し ます 。VFO オー ト プ ロ グラ ム 
は バン ド に か か わら ず 、 本 機 1 つの 帯域 だ け 設定 で きま す 。 
[ 登録 で きる 機能 ] 
周波 数 範囲 の 上 限 と 下限 、 シ フト 方 向 、 オフセット 周波 数 幅 、CTCSS と DOS の エン コー ド と デコ ー ド 周波 
数 (P.65) 
1. VFO モー ド に し て 、 左右 ど ちら か の バン ド Gr 
で < mn 一 ^ に 妥 ガ 7 / 7 ガガガ 
9 の ト や オフ セ 『 RMN へ 有効 に し d 用 碑 L に 信介 
た い 帯 域 の 下 側 エ ッ ジ 周波 数 を 設定 し ます 。 
FUNC キー を 押し 、 設 定 し た 側 の バン ド の ALc439.00oMrz @E.BHz ENC 
に II _ 。 、 、  -5.O00MHz シ フト を 設定 B 
ダイ ヤル を 回 し て APL を 選び ます 。 同じ バ MM 
ンド 側 の V/M キー を 押し て 登録 し ます 。 
ど . 1. で 設定 し た バン ド 側 の ダイ ヤル を 回 し 、 議 gmra 
同様 に 朋 の 周 : こ 合 ア 7 思 カ ガ 
同様 に の 上 側 の 周波 数 に 合わ せま す け 埋 JH/ ル し 族 
1. と 同じ 操作 で APH を 登録 し ます 。 ei 骨 
・ APH は 周波 数 の み 記 憶 し ます 。APL と 異な っ た 設定 
を し て も この 機能 の 動作 に は 反映 され ませ ん 。 
・ APH を APL より 下 の 周 波数 に 設定 する と 動作 し ませ ん 。 
・ APL、APH は 、 登 録 内 容 の 一 時 的 な 変更 は で きま せん 。 
づ . 1. で 設定 し た シフ ト や トー ン を 解除 し ます 。 


VFO モー ド で 設定 し た 帯域 内 で 設定 通り 動作 
する か が 確認 し ます 。 

VFO オー ト プ ロ グラ ム を 解除 する に は 、APL 
の メモ リー デー タ を 消去 し ます 。(P.27) 
動作 が 解除 され た こと を 確認 し ます 。APH の 
デー タ は 消去 し て も し な く て も 構い ませ ん 。 


CTCSS/DCS トー ン は 変更 で きま せん 。 


ルル リガ ガ 7 
14/4)4」 


igEu2 計 


VFO オ ー ト プロ グラ ム 範 囲 内 表示 


VFO オー ト プ ロ グラ ム を 作動 中 は 、 指 定 帯 域 有 の シフ ト 、 オ フ セ ッ ト 、 
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便利 な 機能 


スキ ャ ン 機 能 


指定 し た 範 囲 や 条件 の 信号 を 


動 的 に 受信 させ る こと を スキ ャ ン と 呼び ます 。 信号 を 受信 する と スキ ャ ン は 


止ま り 、 指 定 し た 条件 で 再開 し ます 。 ス ケル チ が 開い て いる と スキ ャ ン で きま せん 。 
圏 スキ ャ ン 有 再開 条件 
ビジ ー ス キャ ン : 
スケ ル チ が 閉じ る と スキ ャ ン を 再開 し ます 。 
タイ マー スキ ャ ン : 
スキ ャ ン 停 止 後 、 受 信 信 号 が あっ て も 選択 し た 時 間 が 経過 する と スキ ャ ン を 再開 し ます 。 
トー ンス ケル チ /DCS が 設定 され て いる 場合 、 信 号 が あれ ば スキ ャ ン を 停止 
ー し た 後 トー ン 周 波数 /DCS コー ド が 一 致す れ ば スケ ル チ は 開き ます 。 一 致し 
参 寺 。 な けれ ば スキ ャ ン を 再開 し ます 。 
この と き 、 通 常 の スケ ル チ は 開い て いて も スキ ャ ン し ます が 、 ス テッ プ ご と 
に トー ン 信 号 が 合致 する か 確認 する た め ス キャ ン に 時 間 が か か り ま す 。 
圏 スキ ャ ン 方 向 の 変更 


スキ ャ ン 中 に 次 の 操作 を 行う と 、 


スキ ャ ン 方 向 が 変更 され ます 。 


・ アッ プ 方 向 に スキ ャ ン さ せる : ダイ ヤル を 時 計 方 向 へ 丘 


す / マ イク ロホ ン の UP キー を 押す 。 


・ ダウ ン 方 向 に 


キャ ン さ せる : ダ イヤ ル を 反 時 計 方 向 へ 


避 す / マイ クロ ホン の DOWN キー 


圏 ABX( オー トバ ンド エク スチ ェ ン ジ ) 機能 に つい て 


メモ リー スキ ャ ン 時 、 受 信 し た バン ド が 
この 機能 は 仕様 で 、 設 


動 的 に メイ ン 側 
E を 解除 する こと は で きま せん 。 ス 


こ な り ます 。 
キャ ン 中 の 受信 状況 に よっ て 、 思 っ 


動 的 に メイ ン に な ら な い 時 は スキ ャ ン を 止め て 手動 で メイ ン バ ン ド を 選ん で くだ さ 


た 側が 
い 。 
VFO スキ ャ ン 
VFO モー ド で 選択 し た バン ド の 全 範 囲 を 指 
1. スキ ャ ン さ せ た い バン ド を VFO モー ド で 選 
び ま す 。 
ら . その バン ド 側 の ダイ ヤル を 長押 し する と 、 ス 
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キャ ン が 始ま DS アイ コン が 点滅 し ます 。 
スキ ャ ン 中 、 そ の バン ド 側 の キー や マイ ク の 
PTT キー を 押す と スキ ャ ン が 止ま り ま す 。 8 


E の ステ ッ プ で スキ ャ ン し ます 。 


MDb9 TE 


周波 数 が 動き 出し た と ころ で すぐ 


アイ コン が 消灯 し ます 。 
m | 00 ie 
に 指 を 離し て も スキ ャ ン が 始ま り ま す 。 長 # 


参考 


える だ け の 動作 に な り ま す 。 


し し すぎ る と 、 チ ャ ン ネ ル を 変 


便利 な 機能 


メモ リー スキ ャ ン 
1. スキ ャ ン さ せ た い 側 を メモ リー モー ド に し ます 。 


らら. その バン ド 側 の ダイ ヤル を 長押 し する と 、 ス 
ン が 始 ア ン が 占 混 / 7 7 
キャ ン が 始ま り D S ア イコ ン が 点 し ます 。 市 9 志 毅 
その バン ド 側 の キー や マイ ク の PTT キー を | 皿 深 。g 
押す と スキ ャ ン が 止ま り ま す 。S アイ コン が 
消灯 し ます 。 
・ マイ ク の UP/DOWN キー を 長押 し し て 、 周 波数 が 動き 出し た と ころ で す 
ぐに 指 を 離し て も スキ ャ ン が 始ま り ま す 。 長 押し し すぎ る と 、 チ ャ ン ネ ル 
ロコ を 変え る だ け の 動作 に な り ま す 。 
参考 ・ 思う よう に メモ リー スキ ャ ン が で き な い 時 は 下 の 「 ス キッ プ 、 お 気に入り 
チャ ン ネ ル 設 定 ] と 、 セ ッ ト モ ー ド の 「 メ モリ ー ス キャ ン モ ー ド の 切り 替 
守之 ウ ク UE3gF。 


デュ アル メモ リー スキ ャ ン 


デュ アル メモ リー モー ド に し ます 。 


左右 どちら か の ダイ ヤル 長押 し で スキ ャ ン し ます が 、 

寺 IEIR 箇 に GII 
/ 7 ロコ コロ コ 

り ま す 。 マ イク の UP/DOWN キー で は MAIN 側 に 設定 Ja な 隔 E し 如 


s 


され た 動作 とこ な り ま す 。 2 gp! 


スキ ッ プ 、 お 気に入り チャ ン ネ ル 設 定 
全て の メモ リー チャ ン ネ ル を スキ ャ ン す る と 一 巡 す る の に 時 間 が か か り ま す 。 ま た 、 エ アバ ン 
ド の ATIS の よう に 常に 放送 され て いる 周波 数 で は 必ず スキ ャ ン が 止ま り ま す 。 ス キッ プ 設 定 
を 使う と 不用 な チャ ン ネ ル を 飛ば し て 、 効 率 的 に メモ リー スキ ャ ン が で きま す 。 
逆 に 、 本 当 に ワッ チ (受信 ) し た い チ ャ ン ネ ル を 選りすぐっ て お 気に入り チャ ン ネ ル に 登録 す 
れ ば 、 そ の チャ ン ネ ル だ け を メモ リー スキ ャ ン す る こと が で きま す 。 


1. メモ リー モー ド で スキ ッ プ また は お 気に入り 
に 設定 し た い チ ャ ン ネ ル を 選び ます 。FUNC 5 9 四 9 
キー を 押し て FUNOC 点灯 中 に V/M キー を 
押し ます 。SKIP アイ コン か 点滅 し ます 。 


2. ダイ ヤル を 回 し て SKIP か お 気に入り (W | CU コガ ロコ 0 
アイ コン ) を 選び ます 。 V/M キー を 押す と | ユ コ 9 二 
確定 し て 、 ア イコ ン は 点灯 に 変わ り ます 。 設 
定 を 解除 する に は 1 の 操作 を 繰り 返し ます 。 
アイ コン が 消え ます 。 


3G。 セッ トモ 一 下 の メ ニュ ー 0B で 、SKIP が 
FAV (お 気に入り ) を 選ん で メモ リー スキ ャ 
ン し ます 。(P.39) 
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便利 な 機能 


プロ グラ ム ス キ ャ ン 


VFO スキ ャ ン の 一 種 で す 。 メ モリ ー の P 〇 A と PO B の ペア に それ ぞ れ スキ ャ ン し た い 


下限 と 上 限 の 周波 数 を 登録 する こと で 、 そ の 男 囲 だ け を 


キャ ン で きま す 。 


サー チ 、 と も 呼ば 


れ ま す 。 各 バン ド で 各 5 ペア 登録 で を ます 。 バ ンド を 踏 い で の 設定 も 可能 で 


ド な ど は メモ リーP 〇 A/B の 設定 に 関係 な く 、VFO の 設定 で スキ ャ ン し 8 


PTAP1B PA PB の 和 


P4B 間 


す 。 ス テッ プ や モー 


た す 。 


ー 人 H 


ペーーーー エア バン ド | VHF と | UHF 


プロ グラ ム ス キ ャ ン メ モリ ー(P 〇 OA/POB) 
に スキ ャ ン さ せ た い 周波 数 範囲 を メモ リー し 
ます 。 必 ず A と B の ペア を 登録 し こく だ さい 。 
(P.25) 上 限 、 下 限 の 指定 は あり ませ ん 。 


スキ ャ ン さ せ た い 側 の バン ド で V/M キー を 
押し て VFO モー ド に し 、FUNC キー を 押し 
た 後 、[FUNC] 点灯 中 に ダイ ヤル を 押し ます 。 
PS- と 数 字 が 表示 され ます 。 


ダイ ヤル を 回 し て 、 登 録 し た ペア 番号 を 選 
び ま す 。 ダ イヤ ル を 押す と 指定 し た 男 囲 で 
VFO スキ ャ ン が 始ま り ま す 。 両 方 の バン ド 
で 同時 に プロ グラ ム ス キ ャ ン す る こと は で き 
ませ ん 。 


スキ ャ ン を 止め る に は いずれ か の キー を 押し 
ます 。 


プラ イオ リティ スキ ャ ン 


ら つ の 周波 数 を 選び 、 普 段 受信 する メイ ン 周 波数 と 、5 秒 に 一 回 0.5 秒 受信 する プラ イオ リティ 
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Wo 誠 


PS: 
し 人 


1 ゴル MM 


プロ グラ ム ス キ ャ ン 時 


周波 数 に 設定 し ます 。 ス キャ ン を 始め る と この タイ ミン グ で ら つ の 周 ) 


プラ イオ リティ 側 で 信号 を 受信 する と ら 秒間 受信 を 続け ます 。 


編集 ソフ ト で 周波 数 を 指定 し ます 。 デ ー タ を 
本 機 に 書き 込み ます 。 詳しい 操 作 は 編集 ソフ 
ト の 説明 書 を ご 参照 くだ さい 。 


FUNC キー を 押し な が ら ダ イヤ ル を 押す と 
プラ イオ リティ スキ ャ ン が 始ま り ま す 。 

その バン ド 側 の キー や マイ ク の PTT キー を 
押す と スキ ャ ン が 止ま り ま す 。S アイ コン が 
消灯 し ます 。 


皮 数 を 交互 に 受信 し て 、 


便利 な 機能 


5 秒 に 一 回 、 信 号 の 有無 に か か わら ず プ ライ オリ ティ 側 を 受信 する た め 、 メ 
イン 周波 数 を 受信 中 は 音 が 途切れ て 聞こ えま す 。 用 件 だ け を て き ば ぱ ば き 伝 える 

参考 業務 無線 機 で ポピュラー な 機能 で 、 ラ グチ ュー (お し ゃ べり ) を する アマ チュ 
ア 無 線 で は 余り 使わ な いた め 、 パ ソコ ン 操 作 専 用 機能 こし て いま す 。 


に スケ ル チ を か け て いな いと 、 優 先 周波 数 側 は 信号 が ある も の と し て 2 秒間 受 
信 し ます 。 


トー ンス キャ ン 


受信 し て いる トーン 付 信号 の トーン 周波 数 を 探し 出す 機能 で す 。 


1. トー ン デ コー ダー 周波 数 設定 状態 で スキ ャ ン 
し た い バ ンド 側 の ダイ ヤル の 長押 し か 、 マ イ | / 電 呈 ル 故 7 
ク の UP/DOWN キー を スキ ャ ン が 始ま る ま |" 
で 押し て 、 す ぐ 放 し ます 。 
(トー ン 周 波数 39 波 を 順に スキ ャ ン し ます 。) 
・ ス キャ ン 中 は 岬 回 @ 枯 が 点滅 し ます 。 RY の 
上 ル 77 
っ. スキャ ン 倍 上 後 は 再度 ダイ ヤル 如 作 、 up/ | コ 9 MM 


DOWN キー が 押さ れる まで 再開 し ませ ん 。 
スキ ャ ン 停 止 後 いずれ か の キー を 押す と ス 
キャ ン を 解除 し ます 。 


DCS スキ ャ ン 


受信 し て いる DCS 信号 か ら DCS コー ド を 探し 出す 機能 で す 。 


1. DCS 設 定 状態 で スキ ャ ン し た い バ ンド 側 の 
ダイ ヤル の 長押 し か 、 マ イク の UP/DOWN 
を スキ ャ ン が 始ま る まで 押し て 、 す ぐ 放 し ま 


す 。 

(DCS コー ド 105 種類 を スキ ャ ン し ます 。) ミン 

・ スキ ャ ン 中 は DCS が 点滅 し ます 。 ココ ロリ ロココ 万 7 

・DCS コー ド が 一 致す れ ば スキ ャ ン を 停止 し 受信 し ま |m 叫 ゴ 大 
す 。 


ら . スキ ャ ン 停 止 後 は 再度 ダイ ヤル 操作 、UP/ 
DOWN キー が 押さ れる まで 再開 し ませ ん 。 
スキ ャ ン 停 止 後 いずれ か の キー を 押し て ス 
キャ ン を 解除 し ます 。 
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キー ロッ ク 


誤っ て 本 体 キ ー ま た は ダイ ヤル を 操作 し て も 動作 し な いよ うに する 機能 で す 。 


1. H/L キー を 長押 し し ます 。 on 
キー ロッ ク 時 は 、[O ひ ml] が 点灯 し ます 。 所 六 寺 訪 47 
ら . 解除 は 再度 、H/L キー を 長押 し し ます 。 


キー ロッ クツ 状態 で は 、 本 体 の キー ロッ ク 解 除 以外 の キー お よび ダイ ヤル 操作 
が で き な く な り ま す 。 


マイ ク の UP/DOWN と PTT キー は 操作 可能 で す 。 


ショ ー ト カッ トキ ー 


セッ トモ ー ド の 中 で 使用 頻度 の 高い 項目 を 太 キ ー に 割り 当て る こと が で きま す 。 例 えば 、 明 る さ を 調 整 す る 
頻度 が 高い 場合 は ディ マー 機能 を 割り 当て る こと で 簡単 に ディ マー の セッ トモ ー ド まで 飛ぶ こと が で きま す 。 


1. セッ トモ ー ド で ショ ー ト カッ ト 登 録 し た い 項 ー * 
目 を 選び ます 。 衣 衣 任 呈 
IMAIN は 


ら . 文 キー を 長押 し する と ビー プ 音 が 鳴り 、 登 録 
され ます 。 登録 時 ディ スプ レイ 右上 に 式 マ ー 
ク が 点灯 し ます 。 同 じ 操 作 で 解除 が で きま す 。 


3. VFO モ ー ド 、 メ モリ ー モ ー ド 等 で 文 キー を 
押す と 登録 し た セッ トモ ー ド に 切り 替わり ま 


す 。 
[し にし] ショ ー ト カッ ト 先 の 登録 を 変え る と き は 1 と ら を 繰り 返し 、 古 い 登録 を 一 度 
参考 消し て か ら 新 し い 頂 目 に 書き 換え ます 。 
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RGB カラ ー 設 定 


本 機 に は CLO か ら CL9 の 標準 色 10 色 と 、 自 分 で 初め か ら 設定 で きる CLA か ら CLF の 6 色 、 合 計 16 色 の 
カラ ー メ モリ ー チ ャ ン ネ ル が あり 、 液 晶 照明 の 色 を 好み の も の に 変え られ ます 。 

・ CLO か ら CL9 の 色 は 変更 で きま す が 、 カ ラー メモ リー チャ ン ネ ル を 消す こと は で きま せん 。 

・ CLA か ら CLF は 、 自 分 で 色 を 作ら な けれ ば 表示 され ませ ん 。 登 録 し た チャ ン ネ ル を 削除 する と き は 、 最 
後 の チ ャ ン ネ ル を 選ん で 左 ダ イヤ ル を 長押 し し ます 。 

1 つ を 選ん だ り 、 ま と め て 消し た りす る こと は で きま せん 。 

・ どの 色 を 待ち 受け 、 送 信 、 受 信 で 使う か な ど は ここ で は 設定 し ませ ん 。 セ ッ ト モ ー ド か ら 行 いま す 。(P.41. 48) 
・ HGB カラ ー 設 定 だ け を リセ ッ ト す る こと も で きま す 。(P.70) 


1. VFO モー ド ま た は メモ リー モー ド で FUNC 
キー を 押し な が ら 文 キー を 押し ます 。 デ ィ ス 
プレ イ に 現在 の カラ ー メ モリ ー チ ャ ン ネ ル と 7 肝 肝 圧 
RGB 値 が 表示 され ます 。 EE 
左 ダ イヤ ル を 回 し て 色 味 を 変更 し た い カ ラー っ し メモ リー テ チャンネル 
メモ リー チャ ン ネ ル を 選び ます 。 

・ 初期 状態 で は CLO 一 CL9 と CLA し か 表示 され ませ 
ん 。 
・ CLA 一 OLF は 、 登録 済 が 点灯 、 未 登録 が 点滅 し ます 。 
登録 し て いな いい チャンネル は 1 つ し か 表示 され ませ 
ん 。 


ら . 右 ダ イヤ ル で RGB 値 の 調整 を し ます 。 

・ 右 ダ イヤ ル を 押す ご と に 日 値 ( 赤 )、G 値 ( 緑 )、B 値 ( 青 ) 
の 設定 値 を 切り 替え られ ます 。 現在 変更 中 の 値 は 点 減 
状態 と な り 、 右 ダイ ヤル を 押す 毎 に 順に 切り 替わり ま 
す 。 

・ 右 ダイ ヤル また は 、 マ イク の UP/DOWN ボタ ン を 

す と 値 が 変わ り ま す 。 そ れ に つれ て 色 が 変わ り ま す 。 

値 の 組み 合わ せ で 決ま る の で 、 大 きく 変わ る と き と ほ 

と ん ど 変 わっ て 見 えな いと き が あり ます 。 


上 


3. 左 ダ イヤ ル を 押す と 値 が 保存 され ます 。 ダ イ 


ヤル 以外 の キー を 押す と 終了 し ます 。 

・ CLO 一 CL9 で は 左 ダ イヤ ル を 押し た 時 の 色 が 常に 上 
書き され て 残り ます 。 

・ CLA 一 OLF で は 点滅 し て いた 表示 が 点灯 に 変わ り ま 
す 。 ダ イヤ ル を 回 す と CLB の よう に 一 つ 上 の チャ ン 
ネル が 表示 され る よう に な り ま す 。 


保存 し な い 場 合 は 左 ダ イヤ ル を 回 し て カラ ー メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 動か すか 、 左 ダイ ヤル を 
さ ず に FUNC キー を 押し ます 。 


[お願い] 
弊社 電子 事業 部 ホー ムペ ー ジ 「 カ タロ グ ・ 取扱 説明 書 ] の 取扱 説明 書 ダ ウン ロー ド に 、 液 晶 色 の 登録 と 運 
方 法 に つい て 、 ス テッ プ バ イス テッ プ で 詳し く 説 明 し た 資料 を 掲載 し て いま す 。 ウ エ ブ サ イト が ご 覧 に な れ 
な い 方 は 、 無 償 で コピ ー を お 送り し ます の で 、 弊 社 営業 所 また は お 客 様 ご 相談 窓口 の フリ ー ダ イヤ ル ま で お 
電話 に て ご 相談 くだ さい 。 多 彩 な 設定 が で きる 分 、 操 作 も 複雑 に な る の で 色 の 登録 方 法 に つい て は この 資料 
の 送付 を も っ て 、 カ スタ マー サポ ー ト に 代え させ て いた だ きま す 。 
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6 ら 


交信 機能 


共通 の 設 


E を する こと で 、 通 信 し た い 相 手 局 を 選ん で 待ち 受け 受信 する こと が で きま す 。 


仲間 同士 で 同じ 設定 を し て お け ば 、 待 ち 受 け 周 波数 に 別 の 局 が 出 て き て 


待ち 受け が で きま す 。 


この 選択 


な り ま す が 、 使 い 勝手 や 目的 は 同じ で す 。 


和信 に は CTCSS トー ン を 使う トー ンス ケル チ と 、 


トー ンス ケル チ (CTCSS) 機能 


旧 


トー ンス ケル チ を 使い た い 側 を メイ ン に し て 
FUNC キー を 押し た 後 、[FUNC] 点灯 中 に 文 
キー を 押す と トー ン 周 波数 が 表示 され 、 文 キー 
を 押す 毎 に 図 の よう に モー ド が 切り 替わり ます 。 
[「] の み 点 灯 : エン コー ダー 機能 の み の 設 定 で す 。 
レビ ピー ター の アク セス に 使い ます 。 
[T SQL] 点灯 : エン ダー / デコ ー ダ ー 機 能 の 設定 
と な り トーン スケ ル チ 運 用 が 行え ます 。 
[DCS] 点灯 : DCS 機能 の 設定 と な り DCS 運用 が 行 
えま す 。 
文 キ ー 以 外 の 本 体 キ ー を 押す と 設定 完了 と な り 、T/ 
T SQL 表示 か DCS+ 通常 表示 状態 に 戻り ます 。 


T だ けが 表示 され て いる 状態 で ダイ ヤル か マ 
イク の UP/DOWIN キー を 操作 する と エン コー 
ド ト ー ン 周波 数 を 変え られ ます 。 こ の 設定 は 次 
の デコ ー ド 周波 数 に も 自動 的 に 設定 され ます 。 
T SQL が 表示 され て いる 状態 で ダイ ヤル 
か マイ ク の UP/DOWN キー を 操作 する と デ 
コー ド 周 波数 の み を 変え られ ます が 、 特 殊 な 
設定 向け で す 。 

使用 する トー ン 周 波数 は エン コー ダー / デコ ー ダ ー と 
に 下記 の 39 個 の 標準 トー ン か ら 選 択 す る こと が で き 8 
す 。 


CT 


山 


5 その 交信 を 聞か ず に 済み 、 静 か に 


DCS コー ド を 使う DCS が あり ます 。 方 式 は 異 


dE 所 


四 
) 
I 


トー ン エ ンコ ー ダ ー の み 設 定時 


すわ た す HM 


トー ンス ケル チ 設 定時 


T 。TSGL DCS 


テー 


88.5 ~ 88.5 083 
OFF- 


と 


単位 :H2) 


67.0 698.3 71.8 74.4 7Z.0 

88.5 91.5 94.8 97.4 100.0 
114.8 1188 1830 187.3 131.8 
151.4 156.7 1688 167.9 173.8 
03.5 らら 10.7 ら 18.1 ら 8285.7 ら 33.6 


79.7 8 ら .5 85.4 
103.5 107.2 110.9 
136.5 141.3 146.8 
179.9 186.2 182.8 
どら 41.8 50.3 


トー ンス ケル チ の 解除 は 1. の 操作 で OFF を 
選び ます 。[T]、[T SQL]、[DCS] が 消灯 
し ます 。 


便利 な 機能 


DCS 機能 


員 


FUNC キー を 押し た 後 、[FUNC] 点灯 中 に 
文 キ ー を 押す と トー ン 周 波数 が 表示 され 、 太 
キー を 押す 毎 に 図 の よう に モー ド が 切り 替 わ 
り ま す 。 


DCS 表示 状態 で キ ー 以 外 の キー を 押す と 
設定 が 終わ り 、 運 用 状態 に 戻り ます 。DCS 
アイ コン が 表示 され ます 。 


田 DCS コー ド の 変更 


邊 


文 キー を 押し 、DCS コー ド 表 示 状 態 で ダイ 
ヤル 又は UP/DOWN キー で コー ド を 変更 し 
ます 。 

DCS コー ド は エン コー ダー / デコ ー ダ ー 共 、 同 一 コ 
ド が 設定 され ます 。DCS コー ド は 以下 の 105 種類 が 
設定 で きま す 。 


すれ すけ 


DCS 設 定時 


T _.TSQL_. DCS 
88.5 88.5 023 


OFF ~ 


071 07 ら 6 073 074 114 115 116 
143 145 158 155 156 1682 165 


023 025 026 031 032 036 043 047 051 053 054 065 
122 125 131 132 134 
175 174 205 212 223 
225 226 243 244 245 246 251 252 255 261 6263 265 


ら 66 ら 71 74 306 311 315 325 331 83382 343 346 351 
356 364 365 371 411 4125 413 483 431 438 445 446 
45 ら 6 454 455 462 464 465 466 503 506 516 583 586 
532 546 565 606 612 684 627 631 6328 645 654 668 


664 703 718 2723 731 3 ら 734 743 754 


【DCS の DET 動作 変更 】 


DCS 設定 時 、 送 信 側 の 変調 度 に よっ て は 誤っ て スケ ル チ が 閉じ て し まう 事 が 
あり ます 。 そ の 時 は 設定 時 DCS コー ド 表 示 の と き H/L キー を 押し て 1MHz 
の デシ マル ポイ ント を 点灯 させ て .083 表示 に し て か ら DCS を 設定 し て く 


だ さい (この 設定 は メモ リー に も 登録 され ます )。 こ の 状態 で は 一 度 ス ケル チ 
が 開く と 交信 中 に DCS 信号 が うま く 認 識 さ れ な く て も スケ ル チ が 閉じ る 事 は 


な く な り ま す 。 


が あり ます 。 


但し 、 判 定 精度 が 甘く な る の で DCS 設定 し て いな い 局 を 受信 し て し まう こと 
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オー ト ダ イア ラー 機能 


登録 され た DTMF コー ド 列 を 送出 する 機能 で す 。 オ ー ト ダイ アラ ー メ モリ ー が 登録 され て い 


な い 場 合 は 、 オ ー ト ダイ アラ ー 機 能 は 働き まま せん 。 


オー ト ダ イア ラー メモ リー の 登録 


オー ト ダ イア ラー で 送出 する DTMF コー ド を 、 メ モリ ー に 登録 し ます 。 


1. FUNC キー を 押し な が ら MW キー を 押し ま 
Ko 了 


こ 
ン 
に ュ 


ら . 左 ダ イヤ ル ま た は UP/DOWN キー で 登録 す 


る チャ ン ネ ル を 選び ます 。 
3. 点滅 中 の 桁 が 現在 編集 中 で 、 右 ダイ ヤル を 回 
し て 送信 する DTMF コー ド を 選択 し 、 右 ダ 774 リル テ 
イヤ ル を 押す と コー ド が 確定 し 桁 が 右 に 移動 | 品 イィ トー 


し ます 。MW キー を 押す と 桁 が 左 に 移動 し 
ます 。 画面 右 下 に は 現在 編集 中 の 桁 数 が 表示 
され 、 コ ー ド を 消す 場合 は 右 ダ イヤ ル を 長押 
し し ます 。 


4. 電源 、 ダ イヤ ル 、VM 以外 の キー を 押し て 登 
録 モ ー ド を 閉じ て 設定 が 確定 し ます 。 


・ ポー ズ は [-] で 表示 され ます 。 


[ココ  ・6 桁 友 超 える と 文字 が 左側 へ スク ロー ル し て いき ます 。 
参考 ・ DTMF コー ド は 16 種 コ ー ド の ポー ズ (0 ~ 9ABCD 巡 -) で 最大 16 桁 と 
| 剛 ま 69 記 
オー ト ダ イア ラー 信号 の 送出 
1. オー ト ダ イア ラー 送出 チャ ン ネ ル の 選択 を し 

ます 7 7 爵 劉 
o 7 イガ オ / ル ー 放 / 7/ 刀 殺 亡 

FUNC キー を 押し な が ら MW キー を 押し 、 ダ イア ラー | り / 5 


登録 モー ド に し た あと 、 左 ダイ ヤル また は UP/DOWN 
キー で チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 


ら . 送信 状態 で UP キー を 押し ます 。 
選択 され た チャ ン ネ ル に 対応 し た ダイ アラ ー メ モリ ー 
(最大 16 桁 ) が 自動 送信 され ます 。 
同時 に 、 ス ピー カー か ら の モニ ター 音 が 出力 され ます 。 
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便利 な 機能 


デジ タル 音声 通信 機能 


オプ ン の デジ タル ユニ ッ ト EJ-47U を 装着 する と 、 デ ジタル 音声 (F1E モー ド ) で 通信 
する こと が で きま す 。 
]. 図 の よう に 本 体 裏 広 た を 開け 、EJ-47U を ロ 
本 体 の コネ クタ に 装着 し ます 。 性 四 且 司 / 且 居所 2 
IMAINI 
ど . FUNC キー を 押し た 後 、[FUNC] 点灯 中 に デジ タル 設定 時 


H/L キー を 押し ます 。 
・ ディスプレイ に [TITL] が 表示 され ます 。 
・ 右 バン ド 側 の み デ ジタル 音声 通信 が 可能 で す 。 


3. デジ タル 通信 モー ド の 解除 は 2. と 同様 の 操 
作 を し ます 。 


・ EJ-47U を 装 六 す る と 「 技 術 基 準 適合 機種 の 一 部 改造 」] と な り 、 保 証 認 
が 必要 に な り ま す 。 申請 に つい て の ご 不明 な 点 は 保証 業務 を 行う 会 社 に 直 
接 お 問い 合わ せく だ さい 。P.75 に 、 そ の 際 に 必要 に な る 送信 機 系 統 図 を 掲 
載 し て いま す 。 コ ピー を 取っ て お 使い くだ さい 。 
http://Www.alinco.Co.jp/division/electron/softdIO 1 .html 
・ 左 バ ンド 側 で は 動作 し ませ ん 。( ア ナ ロ グ 音声 と な り ま す ) 


・ パ ケット 通信 機能 と の 併用 は で きま せん 。 
・ EJ-47U が 装着 され て いな いと デジ タル 音声 通信 モー ド に は な り ま せん 。 
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便利 な 機能 


ケー ブル クロ ー ン 機能 
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ク 


ー ン 機能 と は 、 ら 台 の 3 


線 機 を ケー ブル で 接続 し 、 送 り 側 に 設定 し て いる メモ リー や セッ トモ ー ド 設 


定 を 他 (受け 側 ) の 


線 機 に 転送 し て コピ ー す る 機能 で す 。 こ の 操作 を 繰り 返せ ば 何 台 で も 同じ 設定 を 持つ 


DRH-735 を 作る 事 が で きま す 。 ま た 、 別 売 の ERW-7 パソ コン 接続 ケー ブル を 使っ て ユ テ ィ リ ティ ソフ ト で 


メ + 


リー や 設 


E の 編集 を する 時 も 、 下 図 の 場所 に ケー ブル を 接続 し ます 。 


一 接続 方 法 


上 


必ず 電源 を 切っ た 状態 で 、 図 の よう に 送り 側 
と 受け 側 の SP1 外部 スピ ー カ ー 端 子 を 市 販 
の 3.5mm ステ レオ ミニ プラ グ 付 オー ディ オ 
ケー ブル で 接続 し ます 。 

自作 する と き は 右 図 を 参照 し こく だ さい 。 
トッ プ は 結線 し な く て も 構い ませ ん 。 


プラ グ 加 工 図 


(送り 側 / 受 け 側 両方 ) 


DATA 
GND ZRX 


3.5 ゅ ステ レオ プラ グ 


送り 側 


両機 を 接続 し た ら 本 体 の 電源 を 入れ ます 。 


参考 。 ドコ ー ナ ー を ご 覧 くだ さい 。 


較 デー タ を 送る 側 の 操作 


| 半 


器 


本 体 の 電源 を 入れ ます 。 


FUNC キー を 押し た 後 、[FUNC] 点灯 中 に 
MW キー を 長押 し する と 、 デ ィ ス プレ イ に 
[CLONE SDO000] が 表示 され 、 ク ロー ン 
モー ド と な り ま す 。 


ディ スプ レイ に [CLONE SD****] が 
表示 され 、 設 定 を 受け 側 に 転送 し ます 。 
転送 中 は * ま *** が 変化 し ます 。 


転送 が 終わ つっ た ら 、[CLONE PASS] が 表 
示さ れ ま す 。 


受け 側 


編集 ソフ ト (クロ ー ン ユ テ ィ リ ティ ) と その 説明 は 、 弊 社 HDP の ダウ ン ロ ー 


すす 


リリ ナリ 7 た 


ュ 族 パ 


転送 中 


リナ 本 AU 
品 棚 計 


P 全 ュ 


転送 され た 場合 


便利 な 機能 


5. 一度 電源 を 切る と クロ ー ン モー ド は 解除 さ 
れ ま す 。 連続 で 書き 込む 場合 は [CLONE 
PASS] が 表示 され て か ら MW キー を 押し 
ます 。 
デー タ が 正確 に 転送 べ れ な か っ た 場合 は ディ スプ レイ に 
[CLONE ERROR] が 表示 され ます 。 

再度 1. か ら や り 直 し て くだ さい 。 


クロ ー ン 中 は 、 絶 対 に ケー ブル を 抜か な いで くだ さい 。 故障 の 原因 と な り ま す 。 


田 デー タ を 受け 取る 側 の 操作 
1. 本体 の 電源 を 入れ 、 通 常 の 受信 状態 に し ます 。 


ら . 送信 側 か ら デ ー タ が 送ら れ て くる と ディ スプ 
レイ に [CLONE LD ****] が 表示 され 月 好 上衣 雑 
転送 が 始ま り ま す 。 
転送 中 は * * **※ が 変化 し ます 。 転送 中 


3. 転送 が 終わ っ た ら 、[CLONE PASS] が 表 ー 
大 され ます HOME P55 


4. 本体 の 電源 を 切っ て くだ さい 。 転送 され た 場合 
デー タ が 正確 に 転送 され な か っ た 場合 は ディ スプ レイ に 

[PASS] が 表示 され ませ ん 。 

接続 を 確認 し て 操作 を 繰り 返し て くだ さい 。 


クロ ー ン モー ド の 操作 方 法 (FUNC+MW キー 長押 し ) は 、 パ ソコ ン 編 集 ソ 
二 フト で デー タ を 読み 書き する 際 に も 使い ます 。 
編集 ソフ ト 「 ク ロー ン ユ ティ リティ 」 は 、 弊 社 HP alinco.Com> 語 > 
ダウ ン ロ ー ド > アマ チュ ア 無 線 機 >DR-735 専用 編集 ソフ ト 、 か ら 無 償 で ダ 
ウデ 窟 宮家 す 。 


67 


便利 な 機能 


バケ ッ ト 通 信 機 能 


本 機 の DIN ソケット か がら 、 ト 下記 の よう な 信号 を 取り 出せ ます 。TNC の よう な 外部 機器 の 接続 に 使え ます 。 
P.54 の TNG 出力 で 、「ON」 を 選択 し て か ら 使い ます 。 


田 市 販 の TINC 機器 を 使用 する 場合 


リヤ バネ ル の miniDIN コネ クタ に TNC を 接続 し ます 。 
miniDIN コネ クタ 端子 の 信号 は 以下 の 通り で す 。 
DATA ソケット の 規格 | 端子 番号 と 名 称 接続 内 容 
1.DATAIN | 通信 デー タ (1200bps) の 入力 端子 (最大 
4800DpS) 
①② 2.GND DATA IN、DATA OUT、AF OUT に 使用 する 
③④ _ の @② 配線 の アー ス 端 子 
@ ぁ He@ 3PTT GND 接続 する と 、 送 信 状態 と な る 
4DATA OUT |9600bps の 受信 デー タ 出 力 端子 (500mVp-p) 
5.AF OUT 1200bps の 受信 デー タ 出 力 端子 (500mVp-Dp) 
6.SQL スケ ル チ オ ー プ ン 時 OV、 ス ケル チク ロー ズ 時 
5V の 出力 端子 
1200 bps 
FM パケ ッ ト TNC 


DATA DATA 
GND IN OUT PTT 


o ⑨ ⑮ o 


JL パケ ッ ト RX 出 力 
1200 bps 
パケ ッ ト TX 入 力 


GND 1200 bps 


RS-232C 


PTT 入 力 


田 市 取 の TINC 機器 を 使用 する 場合 


miniDIN コネ クタ の 1.8.3.5 を 接続 し こく だ さい 。 必 要 に 応じ て 4.6 も 接続 し こく だ さい 。 
TNC モー ド に 切り 替え て くだ さい 。 


本 機 は 最大 4800bps の デー タ を 送信 で きま す 。 


受信 は 最大 9600bps の デー タ ま で 可能 で す 。 


TNC モー ド は 右 バ ンド の み 動 作 し ます 。 
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便利 な 機能 


リモ コン 機能 (オプ ショ ン ) 


オプ ショ ン の DTMF 付 マ イク EMS-79 を 取り 付け る と リモ ー ト コン トロ ー ル 操作 が で きま す 。 ま た 、 周 波 
数 を 直接 入力 する こと も で きま す 。 


,| 名 称 機能 

DTMF リモ コン コマ ンド や 周波 数 を 入力 し ます 。 

LOCK に する と マイ クリ モコ ン 及 び UP/DOWN 
キー を 受け 付け な く な り ま す 。 

DTMPREMOTE ス イッ チ | リモ コン 操作 を する 時 は REMOTE 側 に セッ ト し ます 。 


ックス イッ チ 


圏 り モ コン キー 一 覧 


キー | 本 体 対 応 キー 動作 ペー ジ 
8 | 周波 数 ダイ レク ト 入 力 還 

A V/M キー メモ リー チャ ン ネ ル 呼 び 出 し ら 4 

上 V/M キー 長押 し CALL チャ ン ネ ル 呼 び 出し 9 

C FUNC キー 長押 し | セッ トモ ー ド の 呼び 出し ( 注 1) 3 ど 

D VOL ツマ ミ 長 押し | 受信 バン ド の 切り 替え 20 

* FUNC 点灯 時 MW| モニ ター 機能 30 

一 

# VOL ツマ ミ メイ ン バ ン ド の 切り 替え ご 0 
0 H/L 送信 出力 の 切り 替え 9 1 


注 1) セッ トモ ー ド の メニ ュー 切替 え は 、 上 部 の UP、DOWN キー、 内 容 切 替え は 左 バ ンド 側 を 
* と 0、 右 バン ド 側 を # と D で 変更 で きま す 。PTT キー か C キー を 押す と 、 周 波数 表示 
こ 戻 り ま す 。 


EMS-79 に は サブ PTT キー は 搭載 され て いま せん 。 


田 周波 数 の ダイ レク ト 入 力 


マイ クロ ホン の 数 字 キ ー を 使っ て 周波 数 を 直接 入力 する こと が で きま す 。 


ン へ 
ロ 」 


1. マイ クロ ホン の DTMF/REMOTE スイ ッ チ 
を REMOTE 側 に セッ ト し ます 。 


ら . DTMF キー で 100MHz 台 か ら 1kHz 台 ま 


で 6 桁 入 力 し ます 。 
設定 で き な い 周波 数 を 入力 し た 場合 は 、 設定 可能 な 一 番 近い 周波 数 に 設定 され ます 。 


3. 完了 し た 場合 は ビー プ 音 が 鳴り ます 。 
入力 を 傍 中 で キャ ン セ ル す る 場合 は 、PTT 
キー を 押し ます 。 
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保守 ・ 参 考 


リセ ッ ト 
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あら か じ め レ 


本 機 の 状態 を 初期 化し ます 。 初期 化し た い 項 目 に よっ つて メニ ュー を 選べ ます 。 


ト ア 機能 (P.47) を 設定 し て お く と 、 そ の 状態 に 手軽 に 戻す こと が で きま す が 、 メ モリ ー チ ャ ン 


ネル デー タ は 


戻り ませ ん 。 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 保存 する に は 、 別 売 の PC 接続 ケー ブル と 、 パ ソコ ン の 専 


用 編集 ソフ ト を ご 利用 くだ さい 。 


ノー マル リセ ッ ト ( 基本 の リセ ッ ト ) 


! 


VFO モー ド の 設定 と セッ トモ ー ド (上 級 セ ッ ト モ ー ド を 含む ) を リセ ッ ト す る 機能 で す 。 キー 
ッ ク 、 パ ワー 設定 、CALL 機能 な ど 、 キ ー 操 作 で 変更 で きる 状態 を 初期 化 で きま す 。 


1 < FUNC キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 1 
され ます 。 ディ スプ レイ 全 点 灯 状 能 
VFO リセ ッ ト 
VFO モー ド の 設定 の ひみ を リセ ッ ト す る 機能 で す 。 セ ッ ト モ ー ド の 設定 や メモ リー を 維持 し た 
まま VFO モー ド の 設定 を 初期 化し ます 。 
1. 左 V/M キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 
ら . ディ スプ レイ が 全 点 灯 し て VFO リセ ッ ト さ れ ま す 。 
メモ リー リセ ッ ト 
メモ リー の み を リセ ッ ト す る 機能 で す 。 セ ッ ト モ ー ド の 設定 や VFO 周波 数 を 維持 し た まま メ 
モリ ー を 初期 化し た い 場 合 に 使い ます 。 
1. 右 V/M キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 
ら . ディ スプ レイ が 全 点 灯 し て メモ リー リセ ッ ト さ れ ま す 。 


RGB リセ ッ ト 


分 で 調 光 し た 色 を リセ ッ ト す る 機能 で す 。 初期 値 の 色 (CLO 一 CL9) に 戻り ます 。 
CLA 一 CLF チャ ン ネ ル は 消去 ぐれ ます 。 


1. 、 文 キー と 右 V/M キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 
ら . ディ スプ レイ が 全 点 灯 し て カラ ー リ セッ ト さ れ ま す 。 
オー ルリ セッ ト 
初期 状態 まで リセ ッ ト す る 機能 で す 。 上 記 の 4 つの リセ ッ ト 全 部 を 一 度 に 行い ます 。 
1. MW キ ー、 文 キー、H/L キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 
ら . ディ スプ レイ が 全 点 灯 し て オー ルリ セッ ト さ れ 、 初 期 状 態 に 戻り ます 。 


( レス ト ア 機能 は 消去 され ませ ん 。 消 去 方 法 は P.47 を 参照 し て くだ さい 。) 


故障 と お 考え に な る 前 に 


症状 原因 処置 
電源 スイ ッ チ を 入れ |a. 電源 の ( 十 ) 端子 と (一 ) 端子 の 接 | a. DC 電源 コー ド (付属 品 ) の 赤色 側 を ( 十 ) 
て も 、 デ ィ ス プレ イ 続 が 逆 に な っ て いる 。 端子 、 黒 色 側 を (一 ) 端子 に 正しく 接続 
に 何 も 表 示さ れ な い 。 し て くだ さい 、。 
b. ヒュ ー ズ が 切れ て いる 。 b. ヒュ ー ズ が 切れ た 原因 に 関し て 修理 を し 
た あと 、 指 定 容 量 の ヒュ ー ズ と 交換 し て 
くだ さい 。 
G. 安定 化 電源 や DCDC コン バー ター | c. 電源 機器 の スイ ッ チ を 入れ て くだ さい 
の スイ ッ チ が 入っ て いな い 。 
ディ スプ レイ の 表示 | ディ マー 設定 の 値 が 小さ く な っ て い | ディ マー 設定 の 値 を 大 きく し て くだ さい 
が 暗い 。 る 。 
スピ ー カ ー か ら 音 が |a. ボリ ュー ムツ マミ を 反 時 計 方 向 に 絞 | a. ボリ ュー ムツ マミ を 適当 な 音量 に セッ ト 
出 な い 。 りす ぎ て いる 。 し て くだ さい 、。 
受信 で き な い 。 b. スケ ル チ が 閉じ て いる 。 b. SQL レベ ル 設 定 を 小さ くし て くだ さい 
C. トー ンス ケル チ /DCS が 動作 し て |cC. トー ンス ケル チ /DCS を OFF に し て く 
いる 。 だ さい 
d. マイ クロ ホン の PTT キー が 押さ れ 、| d. すみ や か に PTT キー を OFF に し て くだ 
送信 状態 に な か っ て いる 。 さい 。 
e. 外部 スピ ー カ ー の 故障 。 e. 外部 スピ ー カ ー 本 体 や プラ グ が 故障 し て 
いな いか が チェック し て くだ さい 。 
キー、 ダ イヤ ル が 動 | キー ロッ ク 状 態 (IOr」 点灯 ) に な っ | キー ロッ ク を 解除 し て くだ さい 。 
作 し な い 。 て いる 。 
ダイ ヤル を 回 し て も |a. 登録 され て いる メモ リー が な い 。 . メモ リー の 登録 を し て くだ さい 
メモ リー チャ ン ネ ル |Db. コー ルモード に な っ て いる 。 b. V/M キー を 押し て 、CAL 表示 を 消し ま 
が 変化 し な い 。 す 。 
UP/DOWN キー を . CALL チャ ン ネ ル に な っ て いる 。 . V/M キー を 押し て 、CAL 表示 を 消し ま 
し て も 周波 数 、 メ モ す 。 
リー チャ ン ネ ル が 変 |b. ロック に な っ て いる 。 b. マイ ク 裏 の ロッ クス イッ チ を 確認 し て 
化し な い 。 ッ ク を 解除 し ます 。 
PTT キー を 押し て も |a. マイ クロ ホン 端子 の 差込み が 不 完 | a. マイ クロ ホン を 確実 に 差し 込ん で くだ さ 
送信 で き な い 。 全 。 い 。 
D. アン テ ナ が 接続 され て いな い 。 b. アン テ ナ を 確実 に 接続 し こく だ さい 。 
c. OFF と 表示 され る 。 G. 送信 周波 数 範囲 に 戻る 。 
d. シフ ト 機 能 を 解除 する 。 
較 ノイ ズ に つい て 


・ 受信 周波 数 が 次 の よう な 関係 に な る と き 、 無 変調 信号 を 受信 する こと が あり ます 。 こ れ は 本 
機 の 周波 数 構成 に よる も の で 故障 で は あり ませ ん 。 
( 左 バ ンド 側 VHF の 受信 周波 数 一 つ 1.7MHz) X 3= 右 バ ンド 側 UHF の 受信 周波 数 
( 左 バ ンド 側 UHF の 受信 周波 数 一 51.7MHz) x 3 一 ( 右 バ ンド 側 VHF+30.85MH2Z) ※ 
ノー30.85MHz 

・ 受信 周波 数 が 送信 周波 数 の 3 倍 の と き な ど は 、 局 の 送信 信号 が 聞こ える こと が あり ます 。 
その 場合 は ディ スプ レイ に FRHEQX3 と 表示 が され ます 。 

較 デモ モー ド に つい て 

・ 販売 店 で の 展示 用 に 、 自 動 的 に 表示 色 が 変わ り 、 型 番 や 文字 を 表示 する 状態 を デモ モー ド と 
いい ます 。 デ モモ ー ド 中 に ダイ ヤル を 回 す と 通常 の 運用 状態 に な か り 、10 分 放置 する と デモ 
状態 に 戻り ます 。 キ ー ロ ッ ク を 掛け た 状態 で 電源 を 切り 、MW と H/L キー を 同時 に 押し な 
が ら 電 源 を 入れ る と デ ド に な り 、 そ の 状態 で 電源 を 切っ て MW と H/L キー を 押し な 
が ら 電 源 を 入れ る と 終了 し ます 。 
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o 牙 
オフ ショ ン 一 覧 
較 EMS-79 DTMF リモ コン 付き マイ クロ ホン 還 EMS-78 標準 マイ クロ ホン 


(キー 照明 付き ) 
※ サブ PTT キー は あり ませ ん 


田 EJ-47U デジ タル 音声 通信 ユニ ッ ト 

田 EDS-30 セパ レート キッ ト (5m ケー ブル + 取り 付け 用 アン グル + ね じ セ ッ ト ) 
田 EDS-8 マイ クコ ネクター 変換 ケー ブル 

田 ERW-7 PC 接続 ケー ブル 


EDS-30( オプ ショ ン ) 取付 図 


必ず 無線 機 の 電源 を 切っ て か ら 作 業 し て くだ さい 。 


ケー ブル は コア が 付い て いる ほう を 、 向かっ 
て 左側 の 小 べ い ジ ャ ッ ク (SEP) に 接続 。 


ケー ブル は フロ ント パネ ル 背 面 の ジャ ッ ク 
※ 取 り 付 ける 向き に 注意 に 接続 ( 右 横 の ジャ ッ ク は マイ ク 用 ) 


・ 本 体 と フロ ント パネ ル を 接続 する 短い ケー ブル は 無く さ な い よう に 保管 し て くだ さい 。 
ご 注意 > *・ セパ レー ト ケ ー ブ ル を 接続 する と き は 、 間 違え て マイ ク 用 コネ クタ ー に 挿 さ な いよ う 、 十 分 ご 注意 
くだ さい 。 故障 の 原因 に な り ま す 。 


プ ど 


開局 申請 書 の 書き 方 


本 機 は 技術 基準 適合 証明 ( 技 適 ) を 受け た 無線 機 で す 。 本 機 に 貼っ 技術 基準 適合 
て ある 技術 基準 適合 証明 ラベ ル に 技 適 証 明 番号 が 記入 され て いま す 。 証明 ラベ ル 
本 機 に 市 販 の 付属 装置 上 J-47U (オプ ショ ン ) を 付け る 時 は 、「 技 適 | cresrm 王 ーー ワ 
適合 機種 の 一 部 改造 」 と し て 保証 認定 を 受け て くだ さい 。 ーー 
本 体側 下 _- | 
電源 コー ド 


・ 技術 基準 適合 証明 で 申請 する 場合 
[無線 局 事項 書 及 び 工 事 設計 書 」 裏 
・ 保証 認定 を 受け る 場合 

下記 の ※ 5、6 を 参照 し て 工事 設計 書 を 記入 し て くだ さい 。 


IN 


T 


の 「16 工 事 設計 書 ] に 技術 基準 適合 証明 番号 を 記入 し て くだ さい 。 


HVF ロ aVYE 
HVE ロ 4VE 
BVF ロ aYE 


ーー 本 リア クタ ンス 


呈 呈 本 GMSK 直 接 
ー ー * 計 
装置 の 区 別 誠 更 の 種別 技術 野人 証明 番号 発 時 可能 な 電波 の 型式 及び 周 没 数 の 範 較 の 周波 数 変調 


和 送信 失 取立 


盤 ョ ※ ら 3 8 
※5 第 送信 衣 半 日 組 (DR-735D) F2D/F1E/F3E 144/430MHz 用 
※6 第 送信 日 栖 |(DR-235H) F2D/F1E/F3E 144/430MHz ay 
第 送信 機 上 
ーーーーー 6 RA60H1317M1X 1 


EEEEE + 1 (144MHz) 
|・ | 輸 環 ] || RA6OH4047M1 x 1 


EE (430MHz) 
人 | 上 日 
EE M 
送信 空中 線 の 型式 ※4 周波 数 測定 装置 の 有無 有 (誤差 0 0 2 596 以 内 ) 舞 
漆 付 図面 送信 機 系 統 図 その 他 の 工事 設計 ロ 法 第 3 章 に 規定 する 条件 に 合致 する . 


※ 1 DR-735D:144M と 4VF、430M と 4VF の 項 に / を 入れ 、 空 中 線 電力 の 欄 に は G0W と 記入 。 
DR-735H:144M と 4VF、430M と 4VF の 項 に / を 入れ 、 空 中 線 電 力 の 欄 に は 50W と 記入 。 
※ ど ら 技 適 証明 ラベ ル の 技術 基準 適合 証明 番号 を 記入 5 
※ 3 無線 局 免許 手続 規則 第 15 条 の 3 第 4 項 を 適 場合 (技術 基 


ほ 準 適合 証明 を 受け た 無線 機 に 、 
電波 型式 が 追加 され た り 、 空 中 線 電 WW 6 芽 置 な ど を つけ ず 使 用 する 場合 ) は 右 の 各 欄 
の 記載 不要 で す 。 


※ 4 移動 する 局 の 場合 は 記載 不要 で す 。 

※ ら 5 DR-735D に EJ-47U デジ タル ボー ド を 装着 し て 申請 する 場合 の 書き 方 見 本 で す 。 添 付 殴 
に チェ ッ ク を 入れ 、 本 書 に 掲載 の EJ-47U 用 送信 機 系 統 図 の コピ ー を 添え て 保証 申請 し ます 。 
※ 6 同じ く DR-735H と EJ-47U の 書き 方 で す 。 


欄 


【 お 願い 】 
申請 の 仕方 や 書類 の 書き 方 自体 に つい て の ご 質問 は 、 管 轄 の 総合 通信 局 ま た は 保証 業務 を され て いる 会 
社 、 団 体 に 直接 お 問い 合わ せく だ さい 、。 
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機 系 | 仙 図 


送 


較 DR-735D、DR-735H 


LIZD0 ャ H09Vd 1G9GOSZ 9ZZGOSZ 
呈 針 導 疾 革 朝 朋 


IWZL6IH09Vd 1G9GOSZ GL6OSZ 
一 中 7 宇 串 導 疾 革 朝 朋 


ZHAG66'6? < 000'0& ヤ 
ZHAG66'9 ト | 000 飛 [ 


に 5) ク (に | 
OO IOE シ 


Ac06ZATN 
を 147 と と と \/ー ロ 
みな ミリ 名 四 党 国 到 


LLS ヤツ 
OOA WWL 
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革 衝 2H9 ル (キー ・・・ 鍵 注 太 訟 国 
喚 究 66A 1199・・・・・ 2 ニッ 4 
sdd008 ル ・・・・・ 逢 可 馬 着 
苦 YZH101・・・ 陸 稚 連 雄 常 国 旨 早 
馬 症 次 誰 国 肘 量 XSMO・・・・・ 半 琴 症 
dL0D ヨ 1 オ コ ・・・ 革 邊 の 窓 
将 里 時 中 17 あ ぐ エ 


,| v6891WO Vgz9o9!Ola 0z0z ヨ WV ・ 
ノ に へ 代 一 LNZLOyH09Vad Igegosz 区 一 | 9zzsosz 民 一 | rlsyyg | IMaqow ysw に 一 は gwygos に 一 |anoo vw | 
ddH ヨ d1 ョ ヨ AWOd に E が に (| dWV dn OoA HOEb 5 
i TVNSIS TVII5IiQ i 
ZHWS ど 【Z に | | 
mx = | 8I0ZnTN yeezyd | し S8DOZTTN | し ・ 
(| AV dn ANOO qy dW/ddB 1 
L zH00YE-00L ] 
~ ] eq sdq008p 1] ム で 時 邊 イタ < と エーーー バー 
| 
O 
に に に 区 に 区 一 晴 LbEZZWTN 06ZPN 
N IAZLELHO9VJ 1g99OSZ gL6bSZ IL8Dy ヨ 206gWFN Z06gWFN oIW 
ヨ 6 
ヨ d1 AOd に E が に | dWV dn OoA zHW 妙 【 ヨ d1 dWV 11IWI1 NIVS OIW dy OIW 
ヨル ゴ dZ ゴ ヨ c オ 
ZHANG66'66 セ -000'06 ヤ 
ZHWG66 9 セル -000 セル 
ISIZ 1 一 ! 
HG67-dG ロ 図 層 学 訓 狗 吉 


6/-ddH 


いそ > 刺 滞 ユ う せ Y 光 みな エコ ロウ を 守 ) 


図 竣 学 鈴 婦 梁 の 半 在 症 ヤー「 ヨ 
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アフ ター サー ビス に つい て 


田 保 記 書 
保証 書 に は 必ず 所 定 事項 (ご 購入 店 名 、 ご 購入 日 ) の 記入 お よび 記載 内 容 を お 確か め の 上 、 大 切 に 保存 し て くだ さい 
擦 印 や 購入 証明 ステ ッ カ ー な ご ど が 無い と き は 、 レ シー ト 、 送 り 状 、 通 販 の 購入 明細 書 な ど 、 品 名 と 購入 日 が 確認 
で きる 書類 を 合わ せ て 保存 し て くだ さい 
これ が 無い と 、 保 証 サ ービス は 受け られ ず 、 理 由 を 問わ ず 点 検 は 有償 と な り ま す 。 

一 保 証 期間 
お 買い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 
正常 な 使用 状態 で 上 記 の 期間 中 に 万 RE お 手数 で す が 製 品 に 保証 書 を 添え て 、 お 買い 上 げ 
の 販売 店 また は 弊社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さ 
保証 書 の 規定 に し た が っ て 修理 いた し ます 。 


田 保証 期間 が 経過 し た 場合 


無線 機 販売 店 また は 弊社 サー ビス セン ター に ご 相談 くだ さい 。 有 料 で 修理 いた し ます 。 

アフ ター サー ビス に つい て 、 ご 不明 な 点 は 弊社 サー ビス セン ター に ご 相談 くだ さい 。 連 絡 先 は 裏表 紙 に 記載 し て 

いま す 。 

田 製造 終了 製品 に 対す る 保守 年 限 に 関し て 

生産 を 終了 し て か ら も 6 年 間 は 保守 部 品 を 常備 し て お り ま す 。 し か し 、 不 測 の 事態 に より 在庫 が 無く な る 場合 も 

あり 、 修 理 が 行え な いこ と も あり ます の で ご 了承 願い ます 。 

・ マイ クロ フォ ン に つい て は 純正 品 で は な く 、 代 用 品 を お すす めす る こと が あり ます 。 

・ デ ジタル ユニ ッ ト や セパ レー ト ケ ー ブ ル の よう に オプ ショ クセ サリ ー は 保守 部 品 の 対象 で は あり ませ ん 。 
必要 な アク セ サ リ ー は 本 機 の 販売 中 に 合わ せ て お 求め くだ さ 

還 保証 の 発 責 に つい て 
・ 製造 番号 が 読め な いと 、 IRM 
ビス セン ター に ご 相談 くだ さ 

時 NM 際 に 支障 が 有 れ ば 、 サ ー 
ビス セン ター で 破棄 し ます 。 

・ 製造 番号 が ある 製品 銘板 や 技 適 番 号 ラ ベル は 絶対 に 剥が し た り 、 貼 り 替 えた り し な いで くだ さ 
これ ら ラ ベル に 異常 が ある 製品 は 、 製 品 保 証 や 修理 を お 断り する 場合 が び ご ざい ます 。 

・ 弊社 純正 、 又 は 弊社 が 認め た アク セ サ リ ー 以 外 を お 使い に な っ て 起き た 不具 合 は 、 保 証 期 間 の 有無 を 問わ ず 保 
証 の 対象 外 と な り ま す 。 

・ 弊社 の 製品 保証 に は 、 取 り 付 け や 取 り 外 し に 掛か る 費用 は 含ま れ て いま せん 。 保証 期間 中 に 不具 合 が 起こ り 、 
製品 を 取り 外し て 再度 取り 付け る 際 に 費用 が 発生 し て も 、 上 弊社 で は その 費用 の 負担 は 致し か ね ます の で あら か 
じ め ご 了承 くだ さい 。 

・ 防水 、 防 塵 で は あり ませ ん 。 水 分 や 異物 が 無線 機内 部 に 入っ て 故障 し た 場合 、 保 証 の 対象 に は な り ま せん 。 

・ 防爆 仕様 で は あり ませ ん 。 ガ ス や 揮発 物 の よう に 静電気 で 引火 する 物質 が ある 環境 で は お 使い に な れ ま せん 。 


【 重 要 】 修理 が で き な い 製品 に つい て 


以下 の よう な 状態 の 製品 は 、 保 証 の 有朋 


を 問わ ず 修 電 


E の 受付 を お 断り し て お り ま す 。 


・ 技 術 基準 適合 ラベ ル 、 製 品 の 物 板 ラベ ル な ど 法 的 、 製 品 管理 や 特定 に 必要 な ラベ ル 類 が 剥が され て いる 物 
( 何 か の 事情 で ラベ ル が は が れ た と き は 、 す ぐに 弊社 サー ビス セン ター まで ご 相談 くだ さい 。) 

・ 違法 な 改造 が 施さ れ て いる な ど 、 弊 社 の 定め る 仕様 を 逸脱 し た 状態 で 使わ れ て いる 物 

・ 汚物 の 付着 な ど 極 端 に 汚れ た 物 、 化 学 物質 な どの 汚染 が 疑わ れる 物 な ど 、 修 理 技術 者 の 衛生 に 害 を 及ぼ す 恐 れ 
の ある 物 

・ 水没 、 塩 害 、 火 災 な ど に より 基板 が 破壊 され 、 一 見 し て 修理 不能 と 判断 で きる 物 

・ 弊社 が 認め る 修理 技術 者 以外 の 手 に よっ て 修理 され た 形跡 の ある 物 
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DRH- 735D 


DR-/35H 
144.000 一 145.985MHz 


送信 周波 数 二 囲 430.000 - 439.995MHz 
108.000 一 135.995MHz 
受信 周波 数 和 還 400.000 。 479.995ML セ 
(411.900 一 415.095MHz を 除く ) 
電波 型式 F3E 
アン テ ナ イ ン ピ ー ダ ンス 50 0 
使用 温度 範囲 -10C 一 60C 
電源 電圧 DC13.8V エ 1596(11. フ ー 15.8V) 
周波 数 安定 度 土 ら .5ppm 
0 二 送信 時 約 8.0A | 約 12.0A 
12 90 受信 時 約 600mA(Max)、 約 400mA( スケ ル チ 閉 ) 
SN ok O 
接地 方 式 マイ ナス 接地 
寸法 140(W) x FRONT:60 Body:40(H) x 188(D)mm 
質量 約 1.3kg 
送信 部 
20W(HI) 50W(HI) 
送信 出力 10W(MID) 20W(MID) 
2W(LOW) 5W(LOW) 
変調 方 式 リア クタ ンス 変調 
最大 周波 数 偏 移 土 5kHz 以内 (FM)、 上 2.5kHz 以内 (Narrow-FM) 
スプ リア ス 発 射 強度 -60dB 以下 


受信 部 

受信 方 葉 ダブ ルス ーー パー ヘテロダイン 
了 第 1 : ら 1.7MHz / 第 2 : 450kHz 

中 間 周 波数 第 1 30B5MHZ/ 第 5・455kHz 

受信 感度 -12dB SINAD) -14dBu(O.2uV) 以下 

スケ ル チ 感 度 -18dBu(O.1uV) 以下 

選択 度 -6dB) 12kHz 以上 

選択 度 C60dB) 24kHz 以下 

低 周波 出力 ら W 以上 (8 0、109% 歪み ) 

定格 は 技術 開発 に 伴い 、 予 告 な く 変更 する こと が あり ます 。 
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⑥ アル イン 株 式 会 社 不 許 複製 

・ ア ルイ ンコ 株 式 会 社 の 許可 を 得る こと な く 、 本 書 を 複製 、 翻訳 、 複写 する こと は 手段 や 形式 を 問わ ず 、 法律 で 禁じ られ て いま す 。 

・ 説明 有明 イラ スト は 、 実際 と は 字体 や 形状 な ど が 異な っ た り 一 部 省略 され て いる 場合 が あり ます 。 

・ 各 十 、 落 ] は 無償 で お 取り 替え 致し ます 。 誤字 、 脱 字 の 責 は ご 容赦 くだ さい 

・「 ア ルイ ンコ 」 お よび 「ALINCOD」 の ロゴ は 、 ア ルイ ンコ 株 式 会 社 ( 木 ) の 商標 と し て 、 アメ リカ 合衆国 、EU 諸国 、 ロ シア 、 中 国 他 、 
多数 の 国 で 登録 され て いま す 。 

・Windows は Microsoft Corporation の 商標 と し て アメ リカ 合衆国 な どの 各国 で 登録 され て い 』 

・ そ の 他 の すべ て の 商標 は 、 それぞれ の 登録 者 に 属す る 所 有 財 産 で す 。 

・ 本書 の 内 容 は 事前 の 通知 な し に 変更 に な る こと が あり ます 。 

・ 廃棄 の 際 は ラジ オ の よう な 小型 家電 製品 に 準じ て 、 地 域 の リサ イク ル ・ 分 別 規定 に 従っ て 処 分 し て くだ さい 。 


[Rms] 自 


Rs アイ つ コ 株 式 会 社 電子 事業 部 


東京 営業 所 〒1030027 東京 都 中 央 区 日 本 橋 ら 丁目 3 番 4 号 日 本 橋 ブ ラ ザ ビ ル 14 階 谷 03-3878-5888 
大 阪 営業 所 T541-0043 大 阪 市 中 央 区 高 豚 橋 4 丁 目 4ー8 淀 屋 橋 ダ イ ビ ル 13 階 な 06-7636-2361 
岡 営業 所 TB120013 福岡 県 福岡 市 博多 区 博多 駅 東 ら 丁目 13ー34 エコ ー ビ ル ら 階 富 092-473-8084 


アフ ター サー ビス に 関す る お 問い 合わ せ は 


お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 フ リー ダイ アル 【】 0120-464-007 
[全国 どこ か ら で も 無料 で 、 サ ービス 窓口 に つなが り ま す 。 受付 時 間 /10:00 一 17:00 月 曜 金 曜 (祝祭 日 は 除き ます ) 
ホー ムペ ー ジ http://wwwralinco.cojp/ 「 電 子 事業 ] の 「 よ く ある 質問 集 GRA」 も ご 参照 くだ さい 。 


す 。 
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